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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幕まく間あい──　『彼』と『彼女』と







　あの日。





　あの夜。





　どうしてこんなふうになっちゃったんだろうね？


　って君は泣きながら言ったけど、僕ぼくも泣いていたから答えられなかった。


　ほんとうに、どうしてこんなふうになっちゃったんだろうね？


　って君は震ふるえる声で言って、それから僕の胸むねにしがみついて泣いていたけれど、僕にもわからなかったから、それに答えてあげられなかった。


　君は僕を好きで。


　僕も君を好きで。


　本当は、それだけでよかったはずなのに。


　どうしてこんなふうに。


　こんなに、闇やみばかりが膨ふくれ上がっちゃったんだろう？


　と、僕は周りを見回す。


　でも周りにはやはり闇しかなくて、途と方ほうに暮くれる。


　僕ら二人は、途方に暮れる。


　おまけにもう、僕らは知っているのだ。


　こんなふうに泣いたところで、もう二度と時間は戻もどらないことを。


　もう二度と、光は戻らないことを。


　でも、それでも。


「…………」


　君は言った。


　顔を上げて。


　涙なみだでくしゃくしゃの顔を上げて、僕に言った。


「……今度もし、生まれかわったら」


「うん」


「ちゃんとあたしを殺してね」


「うん」


「じゃないとまた、こんなふうになっちゃう」


「うん」


「だってこんなの……こんなの辛つらすぎるから」


「うん」


「ちゃんとあたしを、殺すんだよ？」


「うん」


「……………………噓うそつき。またきっと、殺せないくせに」


「うん」


「あなたが好きよ」


「僕も君が好きだ」


「なら、ちゃんと殺して」


　それに。


「…………」


　僕が答えないでいると、彼女はまた、泣いた。


「君が好きだから殺せない」


「馬ば鹿か」


「うん」


「あなたは馬鹿よ」


「そうだね」


　そう言って、僕は彼女の体を抱だく。


　でももう、彼女の体は失ない。


　いや、僕の体も無くなりつつある。


　もう、すべてが闇に包まれてしまって。


　世界のなにもかもすべてが、無に包まれてしまって。


　するとそこで、彼女が、残り少ない時間の中でもう一度、言った。


「約束して」


「…………」


「あたしを殺すって」


「…………」


「お願いだから」


「…………」


「ねぇ。約束してよ。ちゃんとあたしを……」


「…………」


　そこで、彼女の言葉は止まる。


　そして彼女は悲しそうな顔のまま、消えていっしまう。


　結局僕は最後まで、彼女の言葉に応こたえなかった。


　約束して。


　あたしを殺すって。


　そう、彼女は言った。


　でも、そんなのは、無む理りだ。


　愛する人を殺すだなんて、僕には到とう底てい無理だ。


　だから僕は神を呪のろうだけ。


　なぜこんなふうに造つくるのかと。


　なぜなにもかもを、こんなふうに造るのかと。


　殺してやる、と、思う。


　もしいるのなら。


　もし神なんてものがいるのなら、おまえを絶ぜつ対たいに殺してやる、と、僕は呪う。


　でも、その呪いの言葉も結局は、神までは届とどかない。


　いや、誰だれの耳にも届かない。


　すぐにかき消えてしまうから。


　一いつ瞬しゆんで消え失うせてしまうから。


　そして僕も消えるのだ。


　彼女と一いつ緒しよに、僕も消えるのだ。





　さあ、世界の崩ほう壊かいが始まる。





　そして次が始まる。





　その次に、僕はちゃんと、選せん択たくできるのだろうか？


　彼女を殺す、選択ができるのだろうか？





　到底、無理な話だと僕は……





　僕は……














　しかしそこで、なにもかもが消えた。


　そして次が始まる。




　第一章　北北東へ進む







　殺す!!


　と言われてあっさり殺されていたら命がいくつあっても足りないわけで。


　だからライナ・リュートは、


「……殺すっ!!」


　と怒ど鳴なられた瞬しゆん間かん、


「んぁ～？」


　とうめいて、顔をしかめた。


　寝ねぐせのついた黒くろ髪かみに、緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。


　しかし、いつもダラけにダラけきっているはずの猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くはいま、いつになく緊きん張ちようしていた。


　なぜならいま現げん在ざい、彼は、


「……おいおい勘かん弁べんしてくれよ～」


　化ばけ物ものに、襲おそわれているから。


　そして緩んだ瞳で目の前にいる化物の姿すがたを見つめる。


「…………」


　こちらを殺すと怒鳴ってきている、赤あか髪がみの筋きん肉にく馬ば鹿かの姿を見つめる。


　いま、ライナの目の前にいるのは、燃もえるような赤い髪と、鋭するどく光る赤い瞳を持った男だった。


　そいつの名を、ライナは知っている。


　クラウ・クロム元げん帥すい。


　ローランド帝てい国こくの英えい雄ゆう王おう、シオン・アスタールが、ネルファ皇こう国こくを滅ほろぼすために送りこんできた化物だ。


　クラウ・クロム。


　戦場の死神──クラウ・クロム。


　その名は、異い常じようなまでに有名だった。


　一ひと度たび彼が戦場に現あらわれれば、血の雨が降ふり、敵てきは恐きよう怖ふの悲鳴を上げて、戦せん況きようは一瞬で塗ぬりかえられてしまうという。


　誰もが彼の名に、怯おびえる。


　誰もが彼の名に、震ふるえる。


　それはもう、クラウ・クロムというその名前だけで、戦場の景け色しきが変わってしまうほどだという。


　そしてライナはそれに、


「…………」


　ンな、あほな。


　と、内心突つっこみを入れていた。


　いくらクラウが強いからといって、たった一人の兵士の登場で戦況が塗りかえられるのなら、ンな簡かん単たんな話ねぇだろうが、と思っていた。


　だからこそ、クラウにまつわる噂うわさの八割わりは言いすぎだろうとたかをくくって、ここまでやってきたのだ。


　ライナだけで、クラウの一人や二人や三人は無力化して、捕とらえられると思ったのだ。


　おまけにすでに、ライナはクラウの力量をだいたい知っていた。以前に一度だけ、軽く手合わせをしたことがあるのだ。


　そのときのクラウの動きは、確たしかに凄すさまじかった。力も強く、動きも速い。おまけに筋肉馬鹿なのかと思いきや、頭も切れる上に魔ま法ほうの展てん開かいも速い。


　こいつを化物と呼よばずにいったい、誰を化物と呼ぶ？


　と、かつて暗部で、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』とまで呼ばれたライナが思うほどの実力を、確かにクラウは持っていた。


　でも、それでも。


「…………」


　それでも勝てると、ライナは思った。


　クラウ・クロムよりも、たぶん俺おれのほうが少しだけ強いと、そう思った。


　だからここにきたのだ。


　クラウを捕らえるために、ネルファ皇国に進軍してきたローランド軍の野や営えい地ちにやってきたのだ。


　そしてクラウを襲った。


　野営地から少し離はなれた丘おかの上に、無用心にも一人で立っていたクラウを襲った。


　そしていま、ライナは余よ裕ゆうの表ひよう情じようでクラウ・クロムを圧あつ倒とうして、捕ほ縛ばく……


「…………」


　する、はずだったのだが。


　クラウがナイフを投げる。


　するとナイフが、信じられないほどの速さと正せい確かくさでこちらの、胸むねの真ん中を狙ねらってきて。


「うおわ」


　ライナはうめく。よけようとするが、間に合わない。


　だから手で叩たたき落とす。


　だがもう、そのときには、クラウは次の行動に移うつっている。ライナを殺すための動作に移っている。


　その、すべての動きが、以前に手合わせしたときとは、比くらべ物にならないほど速い。


　それに。


「…………」


　ああくそ、騙だまされた──と、ライナは顔をしかめる。


　あのときの手合わせは、いま、この瞬しゆん間かんのための布石だったのだ。


　一年前。


　クラウは意味もなく、ライナに手合わせを申し込こんできた。そして嫌いやがるライナに襲いかかってきた。


　そのまま二、三度殴なぐり合いをし、魔法を展開しあってから──ライナは、思った。


　クラウは確かに強いが、でも噂されてるほどじゃないなぁと、ライナは思った。


　でもそれは、思わされたのだ。


　彼はうんざりしたような顔で、クラウをにらみつける。


「この、ペテン師しが」


　するとクラウがにやりと笑った。


「騙されるおまえが悪い」


　それに、もっともだ、と、ライナは思う。


　戦場では、騙されて殺される奴やつが悪い。


　それはライナが戦せん闘とうを学んだ、ジェルメ・クレイスロール訓練施し設せつで、一番初めに習うことだった。


　すべての戦闘は、ペテンに始まりペテンに終わる。


　さああなたは、私を騙して生き残れるかしら？


　ジェルメ・クレイスロールはそう言った。


　さああなたは、世界を騙して生き残れるかしら？


　ライナの師し匠しようはそう言った。


　その、言葉を思いだしながら、


「……なんか、俺ってば騙されて殺されるほうっぽいぞ、ジェルメ」


　そう、小さく呟つぶやくと同時。


　クラウが言った。


「死ね」


　右手をこちらに向けている。


　その腕うでは漆しつ黒こくに覆おおわれている。


　漆黒の文字や模も様ようが、腕の表面を這はい回っている。


　そしてそれがいったいなんなのか、見ただけで、ライナにはわかる。


《禁きん呪じゆ詛そ》だ。通つう常じようでは考えられないほど禍まが々まがしい、禁じられた呪のろいが、その腕には練りこまれているのだ。


　しかしそれは、正気の沙さ汰たとは思えないものだった。


　ライナが知っているものだけでも、《禁呪詛》を人体に埋うめこむ、なんていう実験は、一万人に試ためして、一万人死ぬ──なんていう馬ば鹿かげた成功率りつの実験ばかりなのだ。


　なのにこいつは、それを自分の腕に組みこんでいる。


　これだけの強さを持っていながら、さらになにか新しい力を求めるために、呪いを腕に組みこんでいる。


　そしてその呪いがいったいなんなのかも、ライナにはわかる。


　彼は一度目を閉とじ、再ふたたび開く。


　すると彼の特とく殊しゆな瞳ひとみ。


　黒い瞳の中央に浮きあがった朱しゆ色いろの五ご方ほう星せいが、クラウの腕にかけられている呪いがなんなのかを、見み透とおす。


　するとクラウの、その腕には。


「…………」


　世界を呪う、青黒い竜りゆうが封ふうじこめられていた。


　青い炎ほのおを放つ、呪われた八匹ぴきの竜。


　それを見て。


「…………」


　ライナはそれを見て、


「……おまえ、頭おかしいんじゃないか？」


　と、思わず呟いてしまった。


　それほど、クラウの腕に封じられている呪いは、異い常じようなものだった。


　その竜は、クラウが呪いを解かい放ほうすると一度に腕から飛びだしてくる。


　そして敵てきを襲おそう。


　咬かみつかれた者は、一いつ瞬しゆんで全身に呪いが回り、命を落とす。


　しかし、すぐには死なない。命が失われてしまったのに、死なない。死ぬことができずに、その呪いをかけた術じゆつ者しやの操あやつり人形として、十時間だけ生かされる。


　で、十時間後、呪いの効こう果かで体が砕くだけ散って、死ぬ。


「…………」


　その、効果だけを見れば、非ひ常じように便べん利りな呪いに見える。敵を殺し、さらに操り人形にすることができる魔ま法ほう。


　戦場で使うのなら、非常に強力で、便利な魔法だと思う。


　だが、実用化されなかった。


《禁呪詛》として封じられ、使われることはなかった。


　それは、なぜか？


　理由は簡かん単たんだ。


　この魔法には、欠けつ陥かんが多すぎるのだ。


　まず、使用者の体に負ふ担たんがありすぎる。使用中、使用者の体に、尋じん常じようじゃないほどの激げき痛つうを与あたえ続けるのだ。それはもう、意い識しきを保たもつのが不ふ可か能のうなほど──いや、悪くすればショック死してもおかしくないほどの痛いたみを感じるはずだ。


　なのになぜ、いま、この呪いを発動しようとしているクラウが意識を保っていられるのかが、ライナにはまるでわからない。


　さらにこの魔法は、発動すると八匹の竜を腕から放つことができるのだが、そのうちコントロールできるのは、せいぜいが三匹だった。


　残りの五匹は、周囲を無差別に攻こう撃げきする。


　つまり、周囲に仲間がいれば、使うことができない。いや、それどころかこの竜は、使用者を攻撃する可か能のう性せいすらあるのだ。


　そして嚙まれれば、絶ぜつ対たいの死が訪おとずれる。


「…………」


　もう、いま目の前でクラウが発動しようとしている呪いは、見れば見るほど馬鹿らしくなるほど欠陥だらけの魔法だった。


　こんな魔法、使えるはずがなかった。


「…………」


　だがその、使えるはずがない呪いを、クラウは解放する。


「冗じよう談だんだろ」


　とうめくライナをよそに、クラウの腕から、青黒い炎を纏まとった、八匹の竜が伸のびだしてくる。


　そしてそのうちの三匹が、周囲を見回し、獲え物ものがいないのを確かく認にんすると、クラウの肩かたに、腰こしに、足に、喰くらいつく。


　そして呪のろいを送りこむ。


　即そく死しの呪い。


　最悪の呪い。


　絶望の呪いだ。


　そしてクラウはあっさり、自分の放はなった呪いに侵おかされて、死ぬ──はずなのだが。


「…………」


　この赤あか髪がみの筋きん肉にく馬ば鹿かは、まるで平気そうな笑えみを浮かべる。さらに二匹がクラウの首に咬みつくが、気にしない。


　それを見て、ライナは、


「……おまえ、呪いが効きかないのか？」


「…………」


　しかしクラウは答えない。ただ、楽しげな笑みを浮かべるだけ。殺気のこもった、鋭するどい瞳ひとみをこちらに向けるだけ。


　そしてクラウは言った。


「さあ準じゆん備びはここまでだ。そろそろ真しん剣けんに殺やりあおうか？　『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』君」


　刹せつ那な。


　クラウの腕うでから、二匹の竜が放たれる。


「うお」


　とうなって、ライナはそれをよける。
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　一匹は右から。


　一匹は上から。


　動きは、それほど速くない。よけることは、可能だ。


　だが、さらに続く、


「……求めるは殲せん虹こう……」


　というクラウの声に、


「噓うそ～ん!?」


　と叫さけんで、ライナはクラウのほうを見る。するとクラウは左手で、魔ま方ほう陣じんを描えがき始めている。放とうとしているのは『光燐くうり』だ。


　光の槍やりを放つ、ローランドの魔法の中では最大の殺さつ傷しよう力りよくを持つ魔法だ。


　難なん度どの高い、かなり頭がよくなくちゃ使えない魔法だ。


　はっきり言って、動きが速かったり力が強かったりするような、筋肉馬鹿が使っちゃったら強くなりすぎちゃってだめだろう！　と突つっこみたくなるような強力な魔法を、《禁きん呪じゆ詛そ》と同時にクラウは使ってこようとしていて、


「卑ひ怯きようすぎるだろこれ！」


　と、ライナは叫ぶ。


　だがクラウはまた笑みを浮うかべ、


「世の中が不公平じゃないって、誰だれが言ってた？」


　とそこで、クラウの『光燐くうり』が完成する。


　だがそれに、ライナも慌あわてて宙ちゆう空くうに魔方陣を描き、


「求めるは殲せん虹こう……」


　クラウと、同じ魔法を唱える。


　そして。





『光燐くうり！』





　魔法は、同時に発動した。


　二人が描いた魔方陣の中央に、光が集まる。そして敵てきを殺傷するためだけに生まれた虹こう線せんが放たれ、ぶつかりあう。


　瞬しゆん間かん。


　目も眩くらむような強きよう烈れつな光が周囲に散らばり、だが、こんな危き険けんな状じよう況きようで目を眩ませてたら一瞬で殺されかねないので、薄うす目めで周囲を確かく認にんしながら、全力で後方へと下がっていく。


　クラウのいる丘おかから、さっきまでライナが潜ひそんでいた森の中へ。


　だが、


「逃にがさねぇよ」


　というクラウの──戦場の死しに神がみと呼よばれた化ばけ物ものの声が聞こえる。


　その、いままで出で遭あったこともないような強力な化物に追いかけられながら、


「ああもう、すげぇええええめんどくせぇええええええええええええええええええ!!」


　ライナは森の中を駆かける。


　深夜の森。


　今日の空は晴れていて、月明かりで周囲はそれなりに明るいのだが、それでも森の中まではほとんど光は届とどかない。


　逃げるのにはかなり有利なはずなのだが。


　ふと背はい後ごを見ると、青黒い炎ほのおの竜りゆうが後ろからライナを、


「やべ!?」


　彼は地面を転がって、よける。そのまますぐに立ち上がり、左にあった木を蹴けって、跳とぶ。さらに前方の木の枝につかまり、それを足場にしてさらに上へ。


　上へ。


　上へ。


　そして振ふり返る。


　追いかけてきている敵が、地上の、どのあたりにいるのかを確かく認にんするために振り返ろうとしたところで、


「遅おそい」


　すぐ、背後から、クラウが左ひだり拳こぶしでライナを殴なぐろうとしてきていて、


「だからなんでそんな速はえぇんだよ！」


　ライナはうめいて、その拳をはねのける。


　続いて襲おそいかかってくる竜をよけつつ、蹴りをクラウの顔面に放とうとするが、それはよけられる。


　と同時に、ライナは近くにあった木の枝をつかみ、ぐいっとそれを引きよせると違ちがう木の方向へと、跳ぶ。


　もちろんクラウはそれを追いかけてくるが、もう、振り返っていたら後ろから竜にガブっとやられそうなので、振り返ることができない。


　木から木へと飛んで、飛んで、飛びながら、空中に光の魔ま方ほう陣じんを描えがく。


　そして完成。


　呪じゆ文もんを、唱える。


「求めるは焼原〉〉〉・紅蓮くれない！」


　瞬間、ライナの構築した魔方陣から爆ばく発はつ的な炎えん弾だんがいくつも後方へと放たれようとするが、背後からは、


「求めるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ！」


　という、爆発的な水流を放つ魔法の呪文が聞こえて。


　炎と水がぶつかりあい、水が蒸じよう発はつするような音が聞こえるが、やはりライナは振り返らない。


　ただ、ああもう参った、なんなんだよこの化物は！　という声を、心の中だけで上げる。


「…………」


　もう、本当に参っていた。


　予定ではあっさりクラウを殴り倒たおし、拘こう束そくして、いろいろと取り引きをする予定だったのだ。


　なのになんだこれ。


　なんなんだよこれ。


　と、ライナは背後から追いかけてきている化物をちらっと振り返る。


　呪のろいの竜をこちらに放ちながら、追いかけてくるクラウの姿すがたを見る。


「…………」


　そして、ちょっとだけ信じる気になる。こいつ一人が戦場に現あらわれるだけで、戦せん況きようが一変してしまうという噂うわさを、ちょっとだけ信じる気になる。


　もう、本当に、こいつは化物だった。


《禁きん呪じゆ詛そ》を使う上に、身体能のう力りよくはライナを少し上回り、さらにはライナの放った『紅蓮くれない』を無む効こう化かするための抗魔法カウンタースペルまですぐさま唱えてくる。


　それはありえないほどの強さだった。


　このまま一気に逃にげだしたくなるほどの強さだった。


「…………」


　しかし、逃げられない。


　どうしてもこいつと、ライナは取り引きする必要があるのだ。


　この神をも畏おそれなそうな化ばけ物ものと、取り引きをする必要があるのだ。


　それはこの地で行われている、最悪の戦争を止めるため。


　ライナの親友にして、南大陸最大の国となったローランド帝てい国こくの英えい雄ゆう王おう、シオン・アスタールが始めた侵しん略りやく戦争を止めるために、クラウを拘こう束そくする必要が、あったのだが。


「…………」


　ライナはもう一度、ちらりと背はい後ごを振り返る。背後から迫せまる、赤あか髪がみの化物を見つめる。


　そして。


「……拘束とか、まったくもって、全然、絶ぜつ対たい、無理そうなんだけど……」


　ライナはうんざりしたような声で言った。


　認にん識しきがもう、完全に甘あますぎた。一人でこいつを拘束できると思っていた自分を、ぶっ殺したいほどだ。


　真しん剣けんに殺やりあえばそれでも、相あい討うちぐらいには持っていけると思う。だが、殺してしまっては今回は意味がないのだ。


　この、シオンの右みぎ腕うでと呼よばれている赤髪の化物は、生かして、拘束して、さらに脅おどして、取り引きに応おうじさせる必要がある。


　それにまた、


「うぁ～もう超ちようめんどくせぇ」


　ライナはそう言ってうめいた。


「ってか俺おれ、こういうめんどくさいこととかほんと嫌きらいなのになぁ」


　と嘆なげいた。


「だいたいさ～、こんな化物との追いかけっことか、戦争止めるために頑がん張ばるとか、世界を平和にしちゃうぞーとか、ハッキリ言ってそういうの全然興きよう味みないっていうか、そういうめんどいことは他ほかの誰だれか別のヒーロー気どりな奴やつに任まかせたいっていうか……」


　とそこで、背後からまた、青黒い竜りゆうがぐわーっとやってきて、


「ぐわぁあああ危あぶねぇえっとかね、いや～ん助けて～っとかね、そういうのいい加か減げんにしてほしいのよまじで！　頑張るのとかほんと嫌いなんだって俺！」


　なんて叫さけぶと、後ろからクラウが言ってくる。


「じゃあさっさと死ねよ」


「だよねぇ。さくっと死んじゃえば、楽になれる気も、するもんねぇ」


「手を貸かすぞ」


「まじで？」


「ああ」


「じゃあお言葉に甘えて、殺してもらおうかな～」


　そんなことを言いながら、しかし、ライナは足を止めない。木から木へ、跳とび移うつりながら宙ちゆう空くうに光の文字を描えがきこんでいく。


　それはかつて、エスタブール王国の魔ま法ほう騎き士し団だんから奪うばいとった魔法だった。振ふり返ってみるとそれはもう、遠い昔の出来事のような気がする。まだ学生だったときにシオンと二人でエスタブールの魔法騎士団と戦って、殺されかけた相手から複ふく写しやした、魔法。


　その魔法を、彼は使う。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　瞬しゆん間かん。


　ライナの体がきらめいたように見えた。と同時に、彼の動きが、加速する。


　脳のう内ないのリミッターを解かい除じよして、身体能力を大おお幅はばに上げる魔法を唱えたのだ。


　それに彼は笑えみを浮うかべ、


「よっしゃ。準じゆん備びできた。これでちょっとぐらいの化物とも、戦え……」


　そう、言いかけた、途と中ちゆう。


　背後からまた、クラウの声が聞こえた。


　クラウが呪じゆ文もんを唱える声だ。


　だがその呪文に、ライナは、


「…………」


　大きく目を見開き、驚きよう愕がくの顔で振り向いた。


　するとそのときにはもう、クラウの魔法は完成している。


　彼は、左手でライナがいま描きこんだのと同じ、光の文字を生みだしている。


　まったく同じ構こう成せい。


　まったく同じ魔法だ。


　だが、そんなことありえなかった。


　だってこれは、エスタブールの魔法なのだ。


　それもかなり高度な魔法で、相当優ゆう秀しゆうな魔ま導どう学がく者しやでさえ、エスタブールの魔法体たい系けいを基き礎そから訓練しても、習得には三、四年はかかるだろう。


　それを、ただの兵士が使えるはずがない。


　いや、優秀な兵士だって使えるはずがない。


　なにせまだ、エスタブールをローランドが取りこんで、二年しかたっていないのだ。両国の魔導知ち識しきを持ちよって、お互たがいのいいところを共有したとしても、それを兵士が使えるようになるにはかなりの年月が必要なはずだった。


　もちろん、ライナのような魔法を複写する特とく殊しゆな瞳ひとみを持っていれば話は別だが、クラウがその、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやだという話は聞いたことがない。


　なら、どうやった？


　こいつはどうやった？


「おまえ……いったいどうやってエスタブールの魔法を覚えた？」


　ライナが聞くと、クラウはそれに肩かたをすくめてからあっさり、


「……努力？」


「はぁ？　努力でどうにかなるもんじゃないでしょ」


「凡ぼん人じんはそうかもな。だが俺は天才らしいぞ？」


「うぇ～、自分で天才って言う奴やつに限かぎって凡人のはずなんだけどなぁ」


　だが、クラウは間ま違ちがいなく天才だった。


　もうそれを、認みとめることにした。


　こんな化物は、ライナがローランドの暗部で活かつ躍やくしていたときにも、ちょっとお目にかかったことがないほどだった。


　おまけにその天才が努力しているとなると、手に負えないったらありゃしない。


　それにライナが、


「まずいなぁ」


　とうめくと、クラウが「はは」っと笑う。笑ってから、呪文を唱える。


　エスタブールの、魔法を。


「我・契約文を捧げ・大地に眠る悪意の精獣を宿す」


　すると本当に、その魔法は発動してしまう。


　ローランドの兵が使えるはずのない魔法が発動してしまう。


　クラウの体がかすかな光を放ち、そして、一気に動きが加速する。


　間合いを詰つめてくる。


　その動きは、魔法で加速しているライナよりも、さらに速い。加速する前の、元になる身体能のう力りよくが、向こうのほうが上なのだ。


　それにライナはもう、頭を抱かかえたくなった。


　本当に、なんでこんな化ばけ物ものを一人でなんとかできると思ってたんだろうと、頭を抱えたくなった。


　するとクラウが楽しそうに、


「なんだよ。逃にげてばっかじゃつまんねーだろうが。それともこれがおまえの本気か？　もしかしてこのエスタブールの魔法がおまえの切り札だったのか？　それならもう……」


　とそこで、さらに彼はその、速さを増ます。木を思いっきり蹴けり、ライナとの間合いを完全に詰めて、横に並ならんでくると、こちらを見て、言った。


「……もう、おまえを殺すが、いいか？」


　それにライナもクラウの顔を見て、


「だめ」


　と答えるが、


「よし。じゃあ殺そう」


「だめって言ってんだろが！」


「はは。うるせぇよ」


　言って、クラウは右みぎ腕うでを振ふり回す。青黒い炎ほのおの竜りゆうが三匹びき、こちらに襲おそいかかってこようとする。


　ライナはそれに、


「ああ～」


　と言った。


　本当にうんざりしたような声こわ音ねで、ああ～と言った。


　ああ～もうこりゃ、


「……本気で戦わないと、殺されるなぁ……」


　と言った。


　それは相手を殺すつもりで戦うということだ。へたすれば相手を殺しかねない動きを、こちらもするということだ。


　本当なら、さくっと倒たおして拘こう束そくするはずだったのだが、もう計画変へん更こうだ。


　いや、まあ、もう一つ他ほかに、頑がん張ばってここで戦わなくてもなんとかなる計画も立ててあったのだが、どうやらそちらは間に合いそうになかった。


　もし、万が一クラウがあほみたいに強くて──いや、実じつ際さいに強かったわけだが──自分の手に負えなかったときにそなえて、もう一つ、計画があったのだが、


「……それ待ってると、殺されそうだしなぁ。なら」


　と、そこで、ライナは目を、細く、鋭するどくする。


　それから頭の中に、クラウを攻こう略りやくするための計画を展てん開かいしていく。


　手順は、三段だん階かい。


　一で相手の攻こう撃げきをいなして。


　二で相手にペテンをかけ。


　三で殺す。


「……やるか」


　とそこで、ライナは一本の太い枝に足をかけて、ぐるんと方向転てん換かんした。


　それにクラウも太い枝の上、足を止める。そして、


「お、やっとやる気になったか？」


　なんて言って、すぐさまこちらの雰ふん囲い気きの変化に気づき、警けい戒かいしたような顔になる。


　それにライナは、本当にやりにくい奴やつだなぁとまた、顔をしかめたくなる。


　ちょっとでも油ゆ断だんしてくれてればまだ、相手を殺さずに付け入る隙すきもあるだろうに。


　まるで隙がない。


　にやにやと戦いを楽しんでいるように見えるのに、まるでその戦いに遊びがない。


　だからライナは、ちょっと悲しげな、疲つかれたような顔で言った。


「ったく、俺はおまえを、殺したくないんだよ」


　するとクラウはやはり、楽しそうな顔のまま、


「おもしろい冗じよう談だんだ」


「でしょう？」


「おまけにおまえには俺を殺せないしな」


「かもねぇ。でも、やってみないとわかんないよ」


「わかるさ」


「そうかな」


「そうだ」


「そうかぁ……ま、じゃあめんどいけど、やってみましょうか」


「さっさとしろ」


「ああ」


　と、うなずいてから、ライナは一度、全身の力を抜ぬく。それからスイッチを切る。それは頭の中のスイッチだ。無む意い識しきに相手に対して手て加か減げんしている頭の中の抑よく制せいを、解かい除じよする。それから徐じよ々じよに、体たい勢せいを低くしていく。息を細く吸すっていきながら、体中に力を溜ためていく。


　そして、


「やるよ」


　と、言ったと同時。


　彼は全身に溜めこんだ力を解かい放ほうした。


　一気にクラウのほうへと突とつ進しんする。


　クラウも二匹ひきの竜りゆうを放はなってくるが、それはあっさりよける。よけながら空中に光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。


　複ふく雑ざつな構こう成せい。緻ち密みつな構こう造ぞうの魔方陣を素す早ばやく描いていくと、それに、クラウが反はん応のうする。


　ライナが描こうとしているのは、さっきと同じ魔法だ。さっき、クラウの『崩雨みすみ』によって打ち消された炎ほのおの魔法『紅蓮くれない』。


　もう一度それを唱える。


　するとクラウは余よ裕ゆうの顔で、


「それはもう、さっきやったろうが」


　と言って、『崩雨みすみ』を唱え始める。


　だが、それはフェイクだ。


　いや、さっきライナが放った『紅蓮くれない』自体が、フェイクだった。


　ライナはさっき、『紅蓮くれない』を、わざとゆっくり発動させたのだ。彼の本来の魔法構こう築ちく能のう力りよくは、クラウに抗魔法カウンタースペルを唱えさせる間を与あたえないほどに、速い。


　だがさっきは、ゆっくり魔法を唱えた。


　クラウに、自分のほうが魔法構築能力が上だと勘かん違ちがいさせ、状じよう況きよう判はん断だんをミスるよう仕向けるために、わざとゆっくり唱えたのだ。


　そしてその罠わなに、クラウははまった。


　ライナの『紅蓮くれない』を見てから、クラウは余裕の顔で『崩雨みすみ』を唱えようとしている。


　だがそれは間に合わない。


　まるで間に合わない。


　ライナはここから、クラウが『崩雨みすみ』を完成させるまでの間に、『紅蓮くれない』の魔方陣を完成させ、さらにクラウが描いている『崩雨みすみ』の魔方陣に手を突つっこんで、描かき換かえることすらできるのだ。


　だから、


「終わりだ」


　と言って、すぐさま『紅蓮くれない』を完成させ、さらに、クラウが描きかけていた『崩雨みすみ』の魔方陣にも手を突っこむ。


　それにやっと、クラウの表ひよう情じようが変わる。


「てめぇ」


　とだけ言って、魔方陣を描くのをやめ、こちらに攻こう撃げきしてこようとするが、間に合わない。


　もう、ライナの背はい後ごの『紅蓮くれない』が発動しているのだ。


　魔方陣の中央に炎ほのおが集まり、それがクラウのほうへと、


「くそっ」


　と、クラウはうめく。それから右手の竜を伸のばし、遠くの木に食いつかせると、そのままそれをたぐりよせる。


　それでなんとか『紅蓮くれない』の炎えん弾だんはかわしたが、それで終わりだった。


　クラウが描きかけていた『崩雨みすみ』を、無む理り矢や理り『光燐くうり』に描き換かえてライナが完成させる。


　そしてそれをクラウへ向けて、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・……」


　と、呪じゆ文もんを唱え、『光燐くうり』を放とうとしたところで、しかし彼は、手を止めた。


　それからゆっくりと。


「…………」


　ゆっくりと目線だけ動かして、自分の、首くび筋すじに喰くらいつこうとしている青黒い炎を纏まとった竜を見た。


　いつの間にかぐるりとライナの背後に回りこんできていた竜が、即そく死しの呪のろいをその牙きばに練りこんで、首を、咬かもうとしている。


　クラウが命じれば、刹せつ那なの間に、ライナは殺されるだろう。


　だが、それはこちらも同じだった。


　もう、『光燐くうり』はほとんど完成しているのだ。あとは呪文を唱え終われば──あと、一言、最後の呪文を唱え終われば、クラウは『光燐くうり』に貫つらぬかれて、死ぬだろう。この至し近きん距きよ離りでは、どれだけ身体能のう力りよくを加速させていたとしても、『光燐くうり』はよけられない。


　お互たがいにあと一歩。


　あと、一秒の数十分の一ほどの時間で、相手を殺せる位置に立っていた。


　それにライナは目を、少しだけ離はなれた木に、竜を伸ばしてぶら下がっているクラウに向けて、言った。


「……くそ。あんだけ真しん剣けんにやって、相あい討うちかよ」


「…………」


　しかしクラウは、答えない。


　それにライナは肩かたをすくめ、


「で、どうする？　このまま相討ちで終えるのは、ちょっと不毛すぎると思うんだけど」


　するとクラウはこちらを見すえたまま、言った。


「俺おれはそうは思わないな。ここで、相討ちでも殺しておいたほうがいい、と俺に思わせるほどには、おまえは強かった」


「あら？　そりゃ褒ほめ言葉？」


「そうなるな」


「じゃあ相討ちにする？」


「…………」


　それにクラウは、こちらをにらむ。さらに殺気が膨ふくれあがる。


　殺やる気だ。


　自分を犠ぎ牲せいにして、こちらを殺す気だ。


　そしてそれを、お互いよける方法がない。


　もう、最悪だった。


　最悪の状じよう況きようだった。


　しかしそれでも、


「…………」


　ライナは、笑えみを浮うかべた。


　それは余よ裕ゆうの笑み。いつもの、まるでやる気の感じられない、だらけきった笑みだ。


　クラウがそれに怪け訝げんな顔で眉まゆを上げる。


「なぜ笑う」


　しかしそれにライナは、


「いや、結局俺の勝ちだなぁと思って」


「んぁ？　どこがだよ？　てめぇのどこに勝ち目が……」


　が、しかし。


　そこまで言いかけたクラウの言葉が、止まる。それからクラウの、鋭するどい表ひよう情じようが、歪ゆがむ。


　ライナはそれを見て、笑った。


「あ、気づいた？」


「…………」


　クラウはやはり答えない。


　だが、もうそんなことはどうでもよかった。


　そしてライナは目を、クラウの背後へと向ける。


　するとそこには、ライナがさっきからずっと待っていた、クラウを拘こう束そくするためのもう一つの計画のほうが発動していた。


　木にぶら下がっているクラウの後ろ。


　その足あし下もとで、一人の絶ぜつ世せいの美女が、こちらを見上げていた。


　金色の長い髪かみに、青く澄すんだ瞳ひとみ。異い常じようなまでに整った容よう姿し。着ているのは、戦場にはまるでそぐわない、スカートの丈たけが短めのワンピースだ。そのワンピースの腰こしの部分に、その華きや奢しやな腕うででは到とう底てい扱あつかえるとは思えない長ちよう剣けんを差し、右手には串くしだんごといういつもの姿すがた。


　相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだった。


　フェリスはそのまま、興きよう味みなさそうにこちらを見上げると、


「なんだ。一人で楽勝ぷっぷ～とか偉えらそうに言ってたくせに、まだ馬ば鹿かみたいに戦っていたのか？」


　なんてことを言ってくる。


　それにライナは苦く笑しようして、


「楽勝ぷっぷ～なんて言ってないけどな」


「ぽっぽー？」


「いやそういう問題じゃなくて……思ってた千倍くらいこいつ強くてさぁ」


「おまえが弱いだけだろう？」


「いや、こいつ相手にこんだけ戦えたら、俺は自分を褒めちゃうなぁ」


　と言いながら、ライナはクラウを見る。


　相変わらず厳きびしい表情。いや、いまのこの、状況を打開する方法を必死に考えている顔。


　どんなに状況が悪くても、決してあきらめない、めんどくさい奴やつの顔。


　それにライナは顔をしかめ、それから、


「でも、無む駄だだぜクラウ？　もうおまえの負け決定。いくらおまえが強くたって、俺とフェリスの二人を同時に相手にはできないだろうし、それに……」


　とそこで、ライナはもう一度、フェリスのほうを見る。いや、その彼女が左手に引きずってきている、こちらの計画の、切り札のほうを見る。


「…………」


　切り札──フェリスの手にえり首をつかまれて、引きずられている、気き絶ぜつしている金きん髪ぱつの、まだ若わかい男。


　これが、ライナの立てた、もう一つの計画だった。


　クラウと交こう渉しようの場を持つにあたって、こちらの意見をちゃんと聞いてもらい、そのうえでその意見を呑のんでもらうためには、こちらがある程てい度ど優ゆう勢せいでなければならない。


　そのためにはどうするか？


　一つ。


　クラウをライナがぶん殴なぐって、拘こう束そくする。だがこれは、危き険けんもともなう。クラウが予想よりも強ければ──いや、本当に思ってた千倍は強かったのだが──逆ぎやくにライナが殺される可か能のう性せいがあるし、さらにはもし、クラウを拘束したとしても、取り引きには応おうじない、殺せ！　とか言いだして、話をちゃんと聞いてくれない可能性もある。おまけに最初からフェリスと二人で襲おそうという案も取れない。こちらが最初から二人なら、クラウ側も仲間とともに応戦してくる可能性があり、その場合、向こうは大部隊でここにきてるのだから、まるで勝ち目がない。


　というわけで、ライナは事前にもう一つ案を立てていた。


　ライナが一人でクラウを襲って、ローランド軍の陣じん営えいから引き離はなし、その間にフェリスが──


「…………」


　とそこで、ライナはフェリスが引きずってきている男を見下ろして、


「じゃあ、そいつが？」


　そう言うと、フェリスはうなずいた。


「そこの赤あか髪がみの男の、副官だそうだ。名前はシュス・シラーズ。『クロム元げん帥すいの足あし手で纏まといになるぐらいなら自殺する！』と、ナイフを自分の首にあてかけたところを、気絶させてきた」


　と、フェリスは言う。


　それにライナは楽しげに、


「へぇ～。なんか、すごくいい部下を持ってるんだねぇ、クラウちゃんは～」


　言って、クラウを見る。


　するとクラウはやはり、


「…………」


　答えないまま、こちらをにらみつけている。


　だが、ライナは気にしない。あとは計画を進めていくだけだった。


　自分の首に咬かみつこうとしている竜りゆうを、つかむ。


「さてと、じゃあ、まずはこの竜を引けよ。俺一人を殺すのに、かの有名なクラウ・クロム様と、優ゆう秀しゆうな副官シュス・シラーズちゃん、二人の命を失うのは、ちょっとばかり釣りあいが取れないだろう？」


　と言う。


　するとクラウはこちらをにらんだまま、


「……なにが望みだ？」


　低い、まるでこちらを脅おどすような声こわ音ねで、言った。


　しかしその言葉に、ライナは思わず笑えみを浮うかべそうになる。


　この一言を、相手から言わせるためだけに、ここまで頑がん張ばったのだ。


　そして望みは一つ。


　少し、時間をくれないか？


　ということだった。


　こちらだっていま、ローランド帝てい国こくがおかれている状じよう況きようはわかっているのだ。


　ローランドは今回のネルファへの侵しん略りやく戦争で、他国に抵てい抗こうする気を失わせるほどの大だい虐ぎやく殺さつを演えん出しゆつしようとしている。


　ネルファでの虐殺を見せつけておいて、他国の戦意をその思想からまるごと叩たたき潰つぶし、戦わずに降こう伏ふくさせようとしているのだ。


　それは犠ぎ牲せいを最小に、そして戦争を最短で終わらせるための、絶ぜつ対たいに必要な道。


　それはシオンが考えそうなことだった。


　本当は争いが嫌きらいで、人が死ぬのが嫌いで、誰だれかが泣くのが嫌いなくせに、その全部を一人で抱かかえこもうとする、シオンが考えそうな道だった。


　そしてその戦略の必要性せいは、ライナにもわかる。


　納なつ得とくはできないが、メノリス大陸全土でいま、戦火の嵐あらしが吹ふき荒あれようとしているこの状況で、その道を選ばざるを得なかった理由はわかる。


　だがそれでも、少し、ネルファに時間をくれないか、と、ライナは交こう渉しようしにきたのだ。


　いま、ネルファ皇こう国こくは、ネルファにとっても、ローランドにとっても、最悪の状況におかれてしまっていた。


　シオンの計画ではおそらく、圧あつ倒とう的な力でネルファに進軍し、一気にネルファを降伏させる予定だった。


　いや、実じつ際さいそうなった。


　賢けん王おうと呼よばれたネルファの王、グリード・ネルフィが、


『自分の首と、さらには息子むすこスターネル皇おう子じの身み柄がら拘束……という条じよう件けんと引き換かえに、ネルファでの虐殺をやめてもらえないか？』


　と、ローランド側に申し出ようと決めたのだ。


　だが、その矢先、馬ば鹿か息子のスターネル皇子が、自分の保ほ身しんのためだけに、暴ぼう走そうしてしまった。


　まず自分の父親であるグリード・ネルフィを殺し、ネルファの降伏声明を叩き潰してしまう。


　さらには自分が逃にげるための時間を稼かせげとばかりに、兵一万に北上してくるローランド軍撃げき退たいを命じてしまう。


　さらにはあろうことか、残りの兵六万八千を使って、自国内で虐殺と略りやく奪だつまで始めてしまった。


　その、すべてがもう、予想もできないほどの最悪のシナリオだった。


　これでローランドは、決して降伏しようとしない馬鹿皇子を殺すまで、戦い続けなければならなくなってしまった。


　すべての街を壊かい滅めつし、すべての兵を皆みな殺ごろしにし、ネルファが、完全に抹まつ殺さつされたように世間へ向けて見せなければならなくなってしまった。


　なにせネルファはもう、自分の命のほうが、国や民たみよりも大切な馬鹿皇子のせいで、決して降伏しないのだから。


　だが、そんな最悪のシナリオの中にも、明るい話題がないわけではない。


　それが、トアレ・ネルフィだ。


　馬鹿皇子スターネルの妾しよう腹ふくの息子にして、一年前、遺い物ぶつを探さがしてネルファをふらふらしていた見知らぬ人間のはずのライナたちを助けてくれるような心こころ優やさしく、むかつくほどいい子ちゃんのトアレは、当然、馬鹿皇子スターネルなんかよりも民みん衆しゆうの人気があり、その彼が、捨すて駒ごまとして放たれた一万のネルファ軍を率ひきい、その進軍を止めたのだ。


　ローランド軍とネルファ軍の、無む駄だな衝しよう突とつを止めたのだ。


　そしてそれに、ローランドも喜んだはずだ。


　トアレの登場によって再ふたたび、当初の目的通り最さい小しよう限げんの犠牲で、ネルファを屈くつ服ぷくさせることができる可能性がでてきたからだ。


　そして賢かしこいトアレはきっと、


『降伏するので、一万の兵と民を、許ゆるしてくれないか？』


　という申し出をする。


　もちろんローランドはそれを断ことわる。それで許してしまっては、他国への見せしめにならないから。


　だからローランドはトアレに、


『現げんネルファ王の命を奪うばって、馬鹿皇子から、王の地位を奪ってこい。その上でローランドに降伏したのならば、それは受け入れてやる。もちろん王族であるトアレ・ネルフィは、他国へ演えん出しゆつ上、処しよ刑けいするが……』


　と言う。


　そしてきっとそれを、トアレは受け入れる。自分の命でみんなが救われるのならと、トアレは受け入れる。


　だが受け入れたところで、それは無む茶ちやな要よう請せいだった。


　なにせいま、トアレが抱かかえている兵は、たったの一万なのだ。


　一方スターネルが率ひきいている兵の数は六万八千。


　およそ七倍。


　どう考えても、勝ち目のかの字も見えてこない。


　おまけにもしもトアレが勝ったとしても、その先にあるのは、トアレの処刑なのだ。


　さらにトアレはその処刑を、きっと笑え顔がおで受けるだろう。


　もう、なんだそれ、と叫さけびたくなるほど、救われないったらありゃしない。


　だからこそ。


「…………」


　だからこそライナは、それを少し待ってくれないかと、取り引きを持ちかけにきたのだ。


　より最少の犠ぎ牲せい。


　より誰も傷きずつかない方向にシナリオを進めるために、ライナは、クラウに取り引きを持ちかけにきたのだ。


　ライナが単たん独どくでスターネル皇おう子じを捕とらえにいくための時間を。


　そしてネルファの王族を皆みな殺ごろしにする、という状じよう況きようになる前に、トアレを国外へと逃にがすための時間を。


　その二つをやるためにはやはり、それなりに時間がいる。


　その時間をくれと、ライナは言いにきたのだが、だからといってただ時間をくれと言って、時間をもらえるわけではない。


　だからライナは言った。


「一度おまえ、ここに兵をおいたまま、シオンのところに帰ってくんねーか？」


　それに。


　クラウはこちらをにらんだまま、


「……なるほど。時間稼かせぎか」


　そう言った。


　ライナの一言だけで、おおよそこちらがなにを考えているのかを、理り解かいしたようだった。


　さらにクラウが言う。


「だが、なぜおまえがネルファの肩かたを持つ？　おまえには関係……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


「トアレは友達なんだよ。で、俺おれは友達を裏うら切ぎらない……なんていう、超ちよう甘あまちゃんな説明で、おまえは納なつ得とくするかな？」


　という言葉に、


「…………」


　クラウはしかし、少しだけ笑みを浮うかべた。だがそれは、こちらを馬ば鹿かにしたような笑みじゃなかった。


「納得してくれた？」


「…………」


　が、やはりクラウは答えない。答えないまま、


「だが、そのおまえのお友達を救う協力を、俺がするメリットはなんだ？　おまえがスターネル皇子を攫さらってくんのか？」


「だね」


　ライナがうなずくが、クラウは笑う。


「はっ。まるで必要ねーな。そんなことは俺らだってできる。トアレ・ネルフィを援えん助じよして、スターネルを殺し、それからトアレを処刑する。おまえのやり方と俺らのやり方の違ちがいは、トアレが死ぬか死なないかだけの差だ。だが、トアレは他国への見せしめとしてどうしても殺す必要がある。一度兵を持った王族を生かしておくほど、いまのローランドは腑ふ抜ぬけた国じゃないんでな」


「それはシオンの意見？」


「そうだ。おまえと違って、シオンはたった一人の命を救うために、他の命を犠牲にしたりはしない」


「…………」


　その、通りだ、と、ライナも思う。


　クラウの言葉は。


　シオンの進む道は。


　もう、これ以上ないというほど、正しい。


　だが正しいからといって、誰だれもがついてこられるとは限かぎらないとも、ライナは思う。


　正しいからといって、誰もが幸せになれるとは限らないと、ライナは思う。


　少なくともトアレは死ぬ。


　死ねばライナは悲しむ。


　いや、ライナだけじゃない。トアレは好かれているのだ。この国の民たみに、愛されているのだ。そのトアレを殺すのは、これからネルファを制せい圧あつするローランドにとってもあまりいい選せん択たくではないと、ライナは思う。


　もちろん一いつ瞬しゆんはいい。恐きよう怖ふでネルファを圧あつ倒とうし、その隣りん国ごくを圧倒し、さらにその隣国を圧倒し、すべてを力で塗ぬり潰つぶしていくのなら、その選択は正しいかもしれないが、でも、それほどまでに急いで進む必要が、本当にあるのだろうか？


　もう少し。


　もう少しゆっくりと、みんなで笑いあって進む道があったっていいんじゃないかと……


「……甘ちゃんで馬鹿の俺は、思うんだけどなぁ」


　なんてことを、ライナは南の方角──シオンがいる、ローランドのほうを見上げて、小さく呟つぶやいた。


　それにクラウが、聞こえないとばかりに、


「んぁ？」


　と言ってくるが、気にしない。


　再ふたたびクラウのほうを向き、


「まあ、おまえが俺の提てい案あんを許きよ否ひしてくるのは、最初からわかってたわけだけど」


「なら話しあいは終わりだ。殺しあいをしよう」


「だぁからそれしたら、デメリット多いのはそっちだって……」


　が、それにクラウはまた笑えみを浮かべ、


「おまえの『光燐くうり』を、よける自信が俺にはある。死ぬのはおまえだけだ」


　なんて、怖こわいことを言ってくる。


　それにライナは、


「……俺だって……えーと……たぶんぎりで竜りゆうをよける自信はあるよ？」


「はっ」


「いやまじで。ってか、おまえだって『光燐くうり』よけるの、ぎりのくせに」


「やってみりゃ、わかることだ」


「いやいやいや、だから、やったらもう、取りかえしつかないから。それにほら、それしたらシュスはどうなるよ？　俺は竜をよける。おまえも『光燐くうり』をよける。だが、人ひと質じちのシュスは……」


　が、クラウは笑ったまま言った。


「おまえら甘ちゃんに、人質を殺せるかね？」


　その、言葉に。


　ライナは苦笑いを浮うかべて、


「……あら、それはちょっと、痛いたいとこ突つくなぁ。でも、おまえこそそんな甘ちゃん相手に、必死こく必要があんのか？　そんな甘ちゃんが今後、おまえらの脅きよう威いになるって、ほんとに思うのかよ？」


　それに今度はクラウが、苦く笑しようする。


「……思わないな」


「だろぉ？　ならちょっと、俺の話を最後まで聞けよ。どうせ俺らの言うことなんて戯たわ言ごとばっかで、おまえらの脅威にはならないようなダサいことしか言わないんだから、こう、おおらかな気持ちで話を聞いてくれると、嬉うれしいなぁ」


　という言葉に。


　それでもクラウは、少し、なにかを考えているようだった。数秒、彼は思考するように片かた眼めを閉とじ、それから、


「消えろ、《詛琴とごいごと》」


　と、なにかに命じるように言うと、ライナの首に咬かみつこうとしていた竜が消える。


　さらにクラウの周囲に伸のびていた竜も消え、彼は地面へと落下していく。


　それにライナは、


「フェリス」


　と声をかけると、彼女はもう、その声をかけるまでもなく、シュスを連れたままこちらへと移い動どうしてこようとするが、しかし。


「おいおい、シュスはおいていけよ」


　と、クラウがフェリスの背はい後ごから手を伸ばす。


　それにフェリスは、


「邪じや魔まだ」


　と言って、腰こしの剣けんを信じられない速さで抜ぬく。もう、それは、ライナでさえ剣けん筋すじを目で追えないほど。


　絶ぜつ対たいによけられないタイミングで放たれたその剣を、しかし、


「おっと」


　とだけ言って、クラウはよける。それからシュスの頭をつかむ。さらに地面に落ちていた枝を拾い、その先をフェリスの首筋へ突つきこもうとして。


「むぅ？」


　フェリスは身をそらしてかわす。そのときにはもう、クラウも体たい勢せいを整えている。シュスを引っ張ぱったまま、右手で光の魔ま方ほう陣じんを描えがこうとしていて。


　フェリスもその魔方陣を、剣で斬きり裂さこうとしていて。
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　だがそこで、ライナは、


「もういいフェリス。一度戻もどれ」


　そう言った。


　それにフェリスはすぐに反はん応のうして、一歩後ろに引く。さらに地面を蹴けり、木の幹みきを蹴り、すぐさまライナの横の枝までやってきて。


　なぜか、ちょっと不満そうな顔で、


「あの赤あか髪がみ……昔戦ったときより、さらに強くなってる」


「んぁ？　フェリスってば、前にもあいつとやりあってるの？」


「うむ。三年ほど前だ。あのときは確たしか、シオンの命令だった」


「へぇ。で、おまえが勝ったの？」


「最後まではやらなかった」


「で、いまなら勝てる？」


　それにフェリスは、どうかな？　と小さく首をかしげてから、他ほかの奴やつが見てもわからないくらいのかすかな微び笑しようを浮かべ、


「だが、おまえと一いつ緒しよなら、敵てきじゃない」


　と言った。


　それにライナはうなずいて、薄うすく微笑ほほえむ。


　それからクラウを見下ろし、


「じゃ、そろそろちゃんと、話聞いてくれっかな？　シュスを取り返したところで、状じよう況きようは変わってない。俺ら二人をおまえ一人じゃ相手できないし、俺らが使いもんにならないくらいの甘あまちゃんなのも変わらない。だからもう、おまえはなんか、ゆったりした気分で俺の話を聞き流してくれりゃいいわけなんだけど……最後まで話、聞いてくれるかな？」


「もし断ことわったら？」


「そしたら俺とフェリス、二人がかりでおまえをぼこぼこにして、耳もとで俺の話を延えん々えんすることになる」


　するとクラウはそれに、顔をしかめ、


「うぜぇなぁ」


　という言葉に、ライナは笑う。


「そうだぜ？　俺らってばすげぇうぜぇんだぜ？」


「うあ、こいつまじうぜぇ……だ～からシオンに、あんな得え体たいの知れない『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやなんかと仲よくすんじゃねぇよって言ってたのになぁ……まあ、でも、仕方ねーか。じゃ、話せよ。どうせおまえらの戯たわ言ごとなんか聞いてやらねーけど、どうやらいまはおまえらが優ゆう勢せいのようだからな。ちょっとぐらいなら、聞き流してやるぞ」


「お、やった。じゃあ聞いてくれよ」


「聞いてもおまえの思ってる通りには、話は進まないと思うがな」


　と、クラウは言ったが、それにライナは笑えみを浮うかべる。


　それを自分の思い通りに動かすのが、腕うでの見せどころなのだから。


　ライナは言った。


「なぁクラウ。シオンはいま、ローランドの強さを世界に見せつけたいわけだよな？」


　するとクラウはうるさげに顔をしかめ、


「聞き流すとは言ったが、いちいちおまえの質しつ問もんに答えるとは言ってない」


「ケチだなぁ」


「いいから早く話を進めろ」


　それにライナは肩かたをすくめ、続ける。


「ってことは、このネルファへの進軍は、絶ぜつ対たいに成功させなきゃいけないわけだ」


「…………」


「それももう、完全完かん璧ぺきに。ネルファも、そして他国の奴やつらも、そのローランドの強さに震ふるえて、怯おびえて、抵てい抗こうする気が失うせるほど圧あつ倒とう的に、ローランドはネルファを制せい圧あつする必要がある」


「…………」


「でもその途と中ちゆうで、もしもローランドがどこぞの軍に負けたって噂うわさが流れたら、おまえらどうする？」


　という質問に、やっとクラウが反はん応のうする。鋭するどい瞳ひとみでこちらを見つめ、


「……おまえ、いったいなにを企たくらんでる？　この南大陸にある国で、いまのローランドに抵抗できる国など……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、


「ああ。たぶんないね」


　と言った。


　そしてそれは、事実だった。


　ネルファも、それにローランドとは同どう盟めいを結んでいるルーナ帝てい国こくも、それからさらに北にあるカッスラーも、どこもいまのローランドを相手にして戦えるほどの力はないだろう。


　ローランドは、あまりにも素す晴ばらしい王に恵めぐまれすぎたのだ。決して休まない、決して怠なまけない、おまけに頭も切れて、進む道を間ま違ちがえない王に。


　だからこそ英えい雄ゆう王おうと呼よばれる。


　決して歩みを止めない、救国の君主と、シオン・アスタールは呼ばれる。


　その、シオンが王の座ざにいる限かぎり、いまのローランドはたぶん、この南大陸では、無む敵てきだ。


　しかしそれでも。


「……それでも、ルーナとネルファ、同時に二つの国を相手にできるほどの余よ力りよくが、ローランドにあるかと聞かれると、それはどうかねぇ」


「…………」


「いや、違うな。同時に相手にすることはできるかもしれない。もう、いまのローランドには、それぐらいの力はあるかもしれない。でも二国同時に相手にできる力があるってのと、二国同時に相手にしなきゃいけないってのは、話は別だろう？　そうしたら、あまりに多くの犠ぎ牲せいが出すぎる。最少の犠牲で、最短のルートで、南大陸の覇は者しやになる……っていうシオンの計画が、ネルファとルーナを同時に相手にしたら、全部パーになる可か能のう性せいがある。できればシオンは、ネルファも、ルーナも、その力をローランドに組みこむ形で手に入れたいはずだ。違うか？」


　その問いに、もう、クラウにもこちらの意図がだいぶ見えてきたのか、少し怒おこったような顔でこちらをにらみつけ、


「てめぇ、ルーナの奴らをけしかけて、ローランドに戦争を起こさせようとしてんのか？」


　なんてことを言ってくるが、それにもライナは笑う。楽しげに笑う。


　そして、


「いや、俺おれはもっと質たち悪わりぃことしようとしてんぜ？」


　そう言った。


　そしてそれは本当だった。


　本当に、最悪の計けい略りやくを、ライナは練っていた。


　ローランドにとっては最悪。


　いや、ネルファにとっても、ルーナにとっても、すべてにとって、最悪の計画だ。


　ライナはその、計略を話す。


「おまえらいま、トアレの指し揮きしてる、一万の兵の居い場ば所しよを、見失ってない？」


　その問いに、クラウがこちらをにらんだまま、言う。


「てめぇの仕し業わざか」


「そうなるなぁ」


「いったい、てめぇはなにしようとしてんだ？」


「さてなんでしょう？」


「さっさと答えろよ。じゃなきゃ殺すぞ」


「でもいまのおまえじゃ、俺らを殺せない、とね」


　その言葉に、クラウの赤い瞳が、益々憎ぞう悪おに燃もえるように、赤く、深くなっていくのがわかるが、ライナは気にしない。


　もう、クラウはこちらの術じゆつ中ちゆうにはまったのだ。


　ローランドがいま、一番見つけだしたいトアレの居場所を、ライナが知っている。


　話がそこまで進めば、もう、クラウはこちらの話を終わりまで聞かざるを得ない。


　それにライナはにんまり笑いながら、続けた。


「では一万もの兵が、いったい、どこへ消えてしまったのか！」


「…………」


「答えは、あんたらの斥せつ候こうが、このへんにいるはずだと思ってる場所よりも、さらに思いっきり東っ側……ルーナの国こつ境きように触ふれそうなほど危き険けんな位置に、移い動どうしてるわけなのよねぇ」


　という言葉で、クラウの表ひよう情じようが変わる。


　だがライナはやはり、気にせず続ける。


「おまけにその、トアレが率ひきいている一万のネルファ兵は、なぜか俺らが用意した、ローランド軍の旗を持っていたりして……さて、それはなんのためでしょう？」


　するともう、そこまでで、クラウには説明がいらないようだった。


　クラウは絶ぜつ望ぼうしたような、落らく胆たんしたような、そんな暗い表情になっている。ライナが立てた計略は、それぐらい、質が悪いものだった。


　つまり、ライナがやろうとしているのは、こういうことだ。


　トアレ率いる一万のネルファの兵に、ローランドの旗を持たせて、ルーナに攻せめ入れさせる。


　当然ルーナは、力をつけ、増ぞう長ちようしたローランドが、同どう盟めいを破やぶって攻めてきたと勘かん違ちがいする。


　それでもう、ルーナとローランドは、戦争に突とつ入にゆうしてしまうだろう。そうじゃなくてもローランドはいま、見せしめのためにネルファに対してはかなりひどい仕打ちをしているのだ。


　そんなやり方に、自分たちも同じように攻められるんじゃないかと恐きよう怖ふしたルーナは、全力でローランドに抵てい抗こうを始める。


　それもおそらくは、ネルファと結んで、ローランドに抵抗し始めるだろう。


　北のカッスラーにすら、助力を求めるかもしれない。


　暴ぼう君くんシオン・アスタールによる暴走を、手を取りあって防ふせごうと、そういう話になるかもしれない。


　それは最もローランドが防がなければいけない道で、だからこそ、ネルファを見せしめにしようとしていたのだ。


　ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝てい国こく、カッスラー自じ治ち聖せい都と、その他、他の南大陸の国々となるべくぶつかりあわないように、ネルファを見せしめに叩たたき潰そうとしていたのだ。


　だが、そのすべてが無に帰す。


　ライナとトアレが、ローランド軍のフリをしてルーナに攻め入ることで、そのすべてが無に帰す。


　おまけに。


「……俺らが率いる、ローランド軍のフリした一万の兵は、ルーナ軍を見て、びびりまくって逃にげる……っていう演えん技ぎもしちゃうぜ？　そしたらどうなるかなぁ？　ルーナの奴やつらも、カッスラーの奴らも、あれぇ、ローランドって、意外と弱くねぇ？　怖おそれる必要なくねぇ？　みたいな話になっちゃうんじゃ……」


　と、そこで。


「もういい」


　クラウが言った。そのままこちらを見つめ、


「……おまえのクソな計けい略りやくは、理り解かいできたよ。で、おまえの要望はなんだ？　その、馬ば鹿かみたいに戦争を拡かく大だいさせるような馬鹿な案を実行しない代わりに、俺らになにをさせたい？」


　それにまた、ライナは笑う。


　完全完かん璧ぺきに、計画がうまくいったと思って、ライナは微笑ほほえむ。


「だから最初に言ったろう？　少し時間をくんないか？　って。俺がスターネルを捕つかまえておまえらに差し出して、さらにトアレを国外へ逃にがすだけの時間を、俺らにくれよ」


　その言葉に、


「…………」


　クラウがなにか言いかけるが、しかし、ライナは首を振ふる。


「あ、でも、そのへんの決定をする権けん利りが、おまえにないこともわかってるから……一度シオンのとこに帰って、おうかがいを立ててきてくれよ、ってな話なんだけど、どうでしょう？」


　するとクラウがこちらを見つめたまま、


「……で、その間におまえはスターネルを攫さらってくると？」


「そゆこと」


「おまえにできんのかよ？」


「できるまで待ってくれって話」


　それにクラウはまた少し、考えこむ。目をライナからそらし、背はい後ごの、自分の軍の陣じん営えいに目をやってから、


「……いいだろう。シオンに聞いてきてやる。だが、シオンがどう答えるかは」


　が、それもライナは遮さえぎり、


「シオンは俺の案に賛さん成せいするよ。これが一番、犠牲が少ない方法だからな。あいつはそういう奴だ」


　と、言った。


　この数年、シオンと一いつ緒しよにすごして、あいつのことはよくわかってるのだ。


　いまの状じよう況きようなら、この、ライナの案に、シオンは飛びつくはずだった。


　ローランド軍が表だってトアレの命を救う、という行動は取れない。それはローランドの弱さを他国へ見せることになるからだ。


　だが、外部の者──たとえばこの場合はライナだが──ローランドに所しよ属ぞくしていない者が、トアレを助けたなら、どうなる？


　それは、ローランドの甘あまさを見せることには、ならないだろう。だからこそシオンはこの案に、乗ってくるという自信がライナにはあった。


　そしてそれは、クラウにもわかっているようだった。少しだけ、クラウの表ひよう情じようが緩ゆるんでいる。


　彼はこちらを向いて、


「……だが、おまえはこれで、相当数の人間の命を背せ負おったってことは、わかってんだろうな？」


　なんてことを言ってくる。


　それにライナは、


「…………」


　ちょっとだけめんどくさそうに笑って、肩かたをすくめた。


　そんなことはもう、とっくにわかってることだったから。


　それはトアレが率ひきいる一万の兵の命だ。


　それはローランドがネルファに進しん攻こうしたときに虐殺される、数十万の民たみの命だ。


　それはスターネルが率いている、約七万の命だ。


　それはローランド側にもでるであろう、数万の被ひ害がいだ。


　シオンにそれを、救うことはできない。


　独ひとりですべてを背負って、泣き叫さけびたくなるほどの苦く痛つうを背負って、それでも前に進もうとしているシオンには、それを救うことはできない。


　だからその、数十万を超こえる命すべてが、ライナの計画にかかっているのだ。


　ライナの背中に初めて、他人の命がずっしりとのしかかり始めているのだ。


　それにライナは、


「…………」


　正直、ちょっと逃げたいなぁ、なんて思う。


　怖こわくて、重くて、ちょっと泣きだしたくなるほど辛いなぁ、なんて思う。


　でも、もう。


「…………」


　もう、逃げるわけにはいかないのだ。


　ずっとシオンにばかり重荷を背負わせて、自分は逃げてばかりいたけれど、もう、逃げるわけにはいかないのだ。


　一緒に戦ってやらないと。


　もし本当に、自分がシオンの友達だと、次に会ったときに言いたいのなら、ちゃんと戦わないとだめだって、わかったから。


　だからライナは、クラウを見下ろして、言った。


「……ちゃんと、背負おうと思ってる。シオンにばっかり背負わせないで、ちゃんと背負おうと思ってるよ。だからさ、おまえはシオンに伝えてくれよ。さっき俺が言った言葉を……」


「んぁ？　さっきおまえが言った言葉？　ってのは、なんだよ。時間をくれって話か？」


　しかしそれに、ライナは顔をしかめてから、


「いや……えーとあの、あれだよ。俺がトアレを救いたい理由と同じことを、シオンにも思ってるって……あいつに伝えてくれ」


　と、言った。


　彼がトアレを救いたい理由と同じこと。


　それは、


『俺は友達を裏うら切ぎらない』


　という言葉だ。


　それはもう、あまりに臭くさすぎる言葉で、本人に聞かれたら死んじゃうかもしれないほど恥はずかしいセリフなのだが、いまは必要だと思った。


　今回の計画を成功させるために。


　独ひとりきりで抱かかえこみすぎるシオンの暴ぼう走そうを、止めるために。


　だがそれに、クラウは顔をしかめ、


「なんで俺がそんな恥ずかしいセリフ言わなきゃいけねーんだよ！」


「あ、あ、やっぱ恥ずかしい？　これ」


「恥ずかしいを超えて、キモい！」


「まじで？」


「まじで」


「でも、ちゃんと伝えてね」


「ざっけんな！」


「えー、伝えてくれないとこの計画完成しないから、頼たのむよ～」


　という言葉に、クラウの顔が、ますますしかめられていく。


　するとそこで、ライナの横から、


「うむ。そしてもう一つ、ウィニットだんご店の串くしだんごを二千ケースネルファに届とどけなさいすぐに届けなさい！　と、シオンに……」


「伝えるかよ！」


　と、クラウは怒ど鳴なってから、もう、うんざりしたようなため息をついた。


「ほんとおまえら、なんで出会ってから今日までずーっとウザいまんまで通せるかなぁ……逆ぎやくにびっくりするよ」


　なんて言葉にライナとフェリスは、


「はっはっは」


「ふっふっふ」


「って超ちよううぜぇ……」


　とまた、クラウはため息をつく。


　それから地面に倒たおれているシュスを抱え上げて、


「ま、でも、今回のおまえの提てい案あんは、こちらにとっても多少はメリットがありそうだからな。ちゃんとシオンには伝えてやるよ。だがそのかわりおまえ、成功させろよ？」


　それにライナはうなずく。


「ま、極力頑がん張ばります──と、シオン・アホターレさんにもお伝えください」


「……アホターレ、ね。ま、そこは伝えとく。で、返事はどこへ届けりゃいい？　おまえらの計画が通ると決まったわけじゃないが……ってまあ、ルーナの国こつ境きようの近くにいんのか。ならそこに」


　ライナはそれにうなずく。


「頼むよ」


「ああ。んじゃ、俺おれは戻もどる。おまえもさっさと消えろ。でなきゃ、兵を連れて戻ってくるぞ」


「ええ～、まだ戦う気力残ってんのかよぉ」


　とライナがげんなりした声こわ音ねで言うと、クラウはまた、笑えみを浮うかべる。


「さっきのは本気じゃなかったからな」


「またまたご冗じよう談だんを」


「まあ、それが冗談かどうかは、次、戦場で会ったときに決めようぜ」


　そう言って、クラウはシュスを肩かたに抱え上げると、去っていく。


　その姿すがたが暗い森の、向こう側へと消えていくのを見届けてから、ライナは小さく、


「……結局どこまでいっても敵てき同士かよ……」


　と呟つぶやいて、それから隣となりにいる、美女へと目を向ける。


　彼女は例によってだんごをぱくぱく食べながら、まるで他ひ人とごとのようにこちらのやりとりを見つめていて。


「ん。終わったか？」


「終わった」


「まあまあ成功したか？」


「う～ん。どうかな。まだ、結果がでるまではなんとも言えないけど……でも、たぶんいい方向に、話は進むんじゃないかなぁ」


　と言うと、それに彼女もうなずき、それからなぜか、少しだけ難むずかしい顔になって、


「だが気は抜ぬけないぞ、ライナ。なにせこの計画は、あのマヌケ業界の中でもナンバー１マヌケであるライナ・マヌーケが立てた計画だからな。結局最後はああやっぱ俺っちマヌケだったわ～んなんて展てん開かいに…………………………………………」


　が、彼女はそこまで言ったところでなぜか黙だまりこみ、それから再ふたたびだんごを口に入れ、もぐもぐ食べてから、


「ああ、やはりだんごは美う味まいな」


「ってなんで話途と中ちゆうでやめんの？」


「途中で飽あきた」


「だよねぇ」


「うむ」


　なんて不毛な会話をしつつ、彼らも動き始める。


　北北東へ向けて。


　というか、もう、大急ぎで移い動どうしなければならないのだ。なにせまだ、ライナは、トアレにすら会っていないのだから。


　さっきクラウには、もう、ライナはトアレと合流して、彼が率ひきいる一万の兵を、まるでライナの采さい配はいでルーナの国こつ境きよう近くへ移動させたかのような話をしたが、実じつ際さいにはまだ、トアレに会ってすらいなかった。


　さらにトアレに、ライナの計画を伝えてもいなかった。


　じゃあ、どうやってクラウとローランド軍の目から、トアレ率いる一万の兵を隠かくしたかというと、それはライナの優ゆう秀しゆうな仲間の一人の功こう績せきだった。


　ライナの仲間が先にいって、トアレを説得し、兵を動かしてくれているのだが、でもそれにしたって今回の話は一人でどうにかできるようなものじゃない。


　だから急がないと、と、ライナは木の枝えだから下りる。


　そして、


「……キファ、大だい丈じよう夫ぶかなぁ」


　というと、続いて下りてきたフェリスが、


「あのブリッ子なら大丈夫だろう。男の扱あつかいがうまそうだ」


　なんて言って。


　それにライナは、


「ブリッ子って……」


「ん？　なんだ？」


「いや、なんでもないけど……ん～と、ああ、まあいいか……」


　と、ため息をつく。


　いま、ライナについてきてくれている仲間は、フェリス、キファ、イリスの三人しかいないのだが、どういうわけかその中の、フェリスとキファは、いまいち仲良くいってないような、いってるようなで、ちょっと、なんというか、そのぉ、


「……考えるの、やめよう……」


　ライナが疲つかれた声こわ音ねで言うと、フェリスがこちらを向いて、


「なんの話だ？」


「いやいや」


「隠しごとか!?」


「いや、そんな隠しごととかそういう話じゃ……」


　が、例によってフェリスはライナの言葉を聞かずに、


「いやぁああああああああ！　変へん態たいがスケベな隠しごとしながら、森の中を全ぜん裸らで疾しつ走そうしてるぅうううううううううう！」


　とか叫さけび始める。


　それにライナはげんなりした顔で、


「……それ、いつも思うんだけど、楽しいの？」


　と聞くと、彼女は思いっ切り、


「うむ！」


　とうなずいたので、ライナもうなずいて、


「そうか……楽しいなら、まあいいか」


　なんて言いながらも、二人は足を速める。


　いく先はネルファとルーナの国境近く。


　たった一人で、ネルファの兵一万を抱かかえるトアレの下もとへ向かった、キファを助けにいくのだ。




　第二章　彼の背せ負おう重荷







「なんでライナとフェリスさんが一いつ緒しよで、私が一人なのよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


　という熱い気持ちを抑おさえて、キファ・ノールズは独ひとり、歩いていた。


　肩かたまで伸のばした赤せき髪はつに、しっかりしていそうな、凛りんとした赤い瞳ひとみ。


　女らしい肢し体たいに、ちょっと女が独り旅するには心もとな過すぎる、かわいらしい、さらにスカートの丈たけもちょっと短めな、ワンピースを着き込こんでいる。


　本当なら旅用の軽けい鎧がいかなんかを着て動くのが一番便べん利りなのだが、いまの彼女は、その、便利な鎧よろいを着るわけにはいかなかった。


　なぜなら最強最悪の恋こいのライバルにして、絶ぜつ世せいの美女のフェリス・エリスが、どういうわけか旅の間もワンピースを着ていたから！


　あんなに無む表ひよう情じようなくせに！


　オシャレとか興きよう味みなさそうなくせに！


　あんなにかわいいワンピース着ちゃって！


　そしたら。


　そしたら私だって、ワンピースの一枚まいや二枚や三枚や四枚は着てないと、ライナの馬ば鹿かに、


（あれぇ、キファはなんか、女の子らしくないなぁかわいくないなぁ）


　とか思われちゃったりするのは絶対嫌いやだからもう、


「馬鹿ぁ！」


　と、意味不明にキファは小声で叫さけぶ。


　ちなみに彼女がいまいるのは、ネルファの街かい道どうから少し離はなれた、荒あれた野道だった。


　ここにくる途と中ちゆうで寄よった村の人の話によると、このへんには山さん賊ぞくのようなものがでるらしく、


『ちょ、ちょっとお嬢じようちゃん、女の子がそんな恰かつ好こうで旅してたら、もう、すぐにでもさらわれちゃうよ！　そうじゃなくてもお嬢ちゃんかわいいんだから、ちゃんとしなきゃだめだよ！』


　という、『そうじゃなくてもお嬢ちゃんかわいいんだから』の部分を、ライナに聞いてほしかったのに、


「なんでライナってば肝かん心じんなときにそばにいないのよ！」


　とかなんとか、どうでもいいことを彼女は独り叫ぶ。


　そしてキファは、ひとしきりそんなふうに騒さわぎ終わると、


「ってまあ、そんな馬鹿なことを叫んでる場合じゃないんだけどねぇ……」


　と、自分で自分に突つっこみを入れる。


　この数年。


　ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』をなんとか無害化して、彼を助けてあげたいと思って一人で旅をしている間に、暇ひまな時間を独り言でうまくやりすごす技わざを、キファは身につけていた。


　今日も独り、村を出て、街かい道どうを外れ、野道を歩いている間、ずっと独り言と独り妄もう想そうをしていたせいで、全然退たい屈くつしなかったのだ。


「って、独り妄想に慣なれるなんて、ちょっと寂さびしすぎるけど」


　と呟いて、彼女はあははと独り笑う。


　それからよく晴れている空を見上げる。


「…………」


　その日の天気は朝から快かい晴せいで、そのあまりの気持ちよさに、この国がいまおかれている暗い状じよう況きようなんて、ほんとはないんじゃないかって、そんなふうに思いそうになる。


　でも実じつ際さいはかなり大変なことになっていて。もう、すぐにも戦せん乱らんの嵐あらしが吹ふき荒あれようとしていて。


　そんな光景を、この数年の旅の間に、キファは何度も見ていた。


　隣りん国ごくに攻せめこまれ、だからといって逃にげるだけの力も、金も、情じよう報ほうもない民たみたちは、他国の欲望に呑のみこまれていく。


　一番初めに犠ぎ牲せいになるのは、いつもなにも知らない、民間人だ。


　さっきキファが訪おとずれた村の人たちだって、いつ、ここらへん一帯にローランド軍が進軍してきて、戦場になるかもわからないのに、心配していることといえば、キファがワンピースで独り歩きしていることだった。


　いや、もう、逃げられる人間は、ほとんど北へと逃げたのだという。残ったのは逃げる力のない老人たちだけで、彼らはもう、あきらめたような、穏おだやかな顔で、暮らしていた。


「…………」


　その顔を思いだし、キファは少し、泣きそうな気持ちになる。


　そして戦争はいつもそうだ、と、思う。


　いつだって、どこにも救いがない。


　あるのは破は壊かいと絶ぜつ望ぼうだけだ。


　それはキファの姉が殺されたときも、妹が殺されていたときもそうだった。


　そしてそれを、いつもどうにもできなかった。いや、どうにかしようだなんて、思ったこともなかった。


　戦争はいつもひどくて、でも、大切な人たちがそれに巻まきこまれないですめばそれでいいなぁって、思うだけで。


「……結局、みんな死んじゃったけど……」


　と、彼女は悲しそうな顔で、呟つぶやく。


　でも、今回は違ちがった。


　今回の旅は、違った。


　彼女がいま、やろうとしているのは、不毛な戦争を止めるための旅だった。


　それはライナが思いついた計画。


　いつも優やさしくて、自分が犠牲になってみんなを救おうとか、そんなことばかりを考えているライナが頭をひねって考えた計画。


　それは、素す晴ばらしい計画だった。


　そしてその、一番大切な部分を、キファは任まかされた。


　それはそれで、ちょっと、誇ほこらしい気持ちになる。


「…………」


　とそこで、ライナが言った言葉を彼女は思いだした。


『キファに一番大変な部分を任せることになるんだけど、でも、この役はキファにしかできないと思うんだ。だから、頼たのむ』


　と、言った。


　キファにしかできないと思うんだ。だから頼む。


　そう、ライナは言った。


　真しん剣けんな顔で言った。


　それを思いだして、自分が、ちょっとライナに信しん頼らいされていることを思いだして。


　ずっとずっとずっと、みんなを裏うら切ぎり続けてきたはずの私を、ライナが信頼してくれたことを思いだして。


「………………うふふ」


　と、また、独ひとり笑いをする。


　もう、なんて寂しい女なんだろ、とか思うが、でも、嬉うれしいものはしょうがない。


　だから、もう、張はりきって独りで旅にでたはずなのだけど、でも、やっぱりあの美人なフェリスさんがライナのそばにいることを思いだすと、う～っとなったり、でもライナが信頼してくれてるとか思うと、うふふとなったりと、とりあえず彼女は独りで忙いそがしかった。


「まぁ、でも」


　と、彼女は周囲を見回す。


　それから頭の中の、ネルファの地図を広げる。


　彼女の頭の中には、ローランドから北へ進み、ネルファ皇こう国こく、カッスラー自じ治ち聖せい都とを抜ぬけ、さらに中央大陸を越こえて、北大陸のガスタークまで続いていく大半の地図が、入っていた。


　そのそれぞれのおおまかな国の情じよう勢せいもだいたいわかっている。


　それはこの三年の旅で勝手に蓄たくわえられた知ち識しきで、そしてそれが、ライナのために役立つだなんて思ってなかったのだけど、でも、どうやらそれが、いまは一番、彼の役に立つらしい。


　キファは目の前を見る。


　左手に小さな丘があって、その向こうには川があるはずだ。


　でもってその川を上っていくと、少し開けた平ひら野のがあって、もし、トアレ・ネルフィが、一万の兵を、ローランド軍の目から隠かくしつつ、周囲からの敵てきの攻こう撃げきにそなえるのなら、その平野の向こうにある、小さな森の向こう側に潜ひそむんじゃないかなぁという、あたりをつけて、キファはここまでやってきていた。


　そして。


「……私の考えは、あたってたみたいね」


　と、彼女は地面を見る。


　そこには痕こん跡せきを消そうとしているが、火をおこしたような跡あとがあった。当然山さん賊ぞくは焚たき火の痕跡を消したりはしない。じゃあ、何者がこれを残した？


「…………」


　と、キファはしゃがみこんで、それに指で触ふれる。灰はいを払はらって、その火が、どれくらい前に消されたのかを探さぐる。


　おそらくはトアレが放はなった、ローランド軍の動きを探る斥せつ候こうのものだろうと、思う。斥候はここを通って、ローランド軍が陣じんを張っている場所へ、探りを入れにいったのだ。


　もしかしたら、キファともすれ違ちがったかもしれない。


　それなら、その斥候と接せつ触しよくして、トアレの居い場ば所しよを聞きだすのが一番話は早いんだけど。


「…………」


　とそこでまた、ライナの顔が、頭の中に浮うかんだ。


　彼には珍めずらしい、真剣な、引き締しまったような顔で、


『でも、トアレに直ちよく接せつ会えるような状じよう況きようになるまで、ネルファの兵と接触しちゃだめだからね？　トアレは理由も聞かずに女の子をどうこうしようとかする奴やつじゃないけど、ネルファの兵たちはきっと、いま、ローランド軍に狙ねらわれて、すっごく殺気立ってるだろうから、キファの話も聞かずに、ローランドの間者スパイだぁって襲おそいかかってくるかもしれない。だから、慎しん重ちように行動してくれ』


　と、言った。


　それにキファは笑って、


『あら、ライナってば私のこと心配してくれてるの？』


　なんて言ったのだが、彼は神しん妙みような顔のまま、


『あたりまえだろ。一人で敵陣にいかすんだ。心配しないわけない。頼むから気をつけてくれよ、キファ』


　と、そんなふうに言ってくれて。


　それにまた。


「…………」


　キファは顔が、にへらーと緩ゆるみそうになる。


　でも、今回の任にん務むが本当に危き険けんなものなのは、彼女にもわかっていた。


　いまのこの状況で、ネルファの兵たちが殺気立っていないはずがないのだ。それこそ同じ国の仲間ですら、いまは敵に見えているだろう。


　実じつ際さいに、スターネル皇おう子じは、一万の兵を自分が逃にげるための捨すて駒ごまに使ったのだ。捨て駒に使われた兵たちは、トアレが現あらわれて率ひきいてくれるまでは、心細くて仕方なかったと思う。


　だからきっと、ここはいま、信じられないほど危険だ。


　まあ、もちろん、ライナたちがいまやろうとしている、ローランド軍の中でも一番有名な化ばけ物もの──紅こう指しのクラウ・クロムをぶん殴なぐって取り引きを持ちかける計画に比くらべたら、たいしたことはないけれど。


「でも、私が成功するか、失敗するかで、ライナの命運も決まるんだもんね。ちゃんと、頑張らないと……」


　と、彼女はまた、歩き始める。


　周囲に気をつかい、まずいタイミングでネルファの斥候に出で遭あったりしないよう足あし跡あとを消して、彼女は進んでいく。


　そういうのが、彼女は得意だった。


　一人で旅をして、一人で他国に潜せん入にゆうしていく。


　さて、今回もきちんと仕事して、


「ライナに褒ほめてもらおーっと」


　と、彼女が呟つぶやいた、瞬しゆん間かん。


「…………」


　ほんのかすかな音が、風に乗って彼女の耳に届とどいた。


　刹せつ那な。


　彼女はその場に身を伏ふせる。


　本当に空耳かもしれないような小さな、かすかな音だったが、しかしそれでも彼女は全身を緊きん張ちようさせて、身を潜ひそめる。


　しゃがんだまま、草が生おいしげっている場所へと移い動どうして、そこに隠かくれ、息を殺す。耳をそばだてる。


　だが。


「…………」


　もう、音は聞こえない。聞こえてくるのは、風にこすれる草の音だけ。やはりさっきのは、空耳だったのかもしれない。


　だが、それでも、


「…………」


　彼女は動かない。


　ずっと独ひとりで、身を守りながら旅を続けていた彼女の直感が、動くなと、命じていた。


　なにかある。


　そんな気がする。


　いや、なくてもしばらくは動く必要はない。ないならないで、それでいいのだ。


　問題は、もしもなにかあって、でも、きっと大だい丈じよう夫ぶだろうという油ゆ断だんで動いてしまうこと。それが致ち命めい的になる。


　彼女はライナや、それにフェリスと比くらべれば、強いほうではないのだ。そりゃ、あまり訓練を受けていない兵士の一人や二人は、ふいを突つけば片かた付づけられるけど、でも、その程てい度どの力量で、油断をすることは許ゆるされない。


　ほんの少しの油断が、死につながってしまうから。


「…………」


　だから彼女は息をひそめ続ける。


　するとそこでまた、風に乗って、遠くから音が聞こえてきた。


「……あ………………った」


　今度はもう、はっきりとわかった。


　それは人の声だった。


　それも、さっきよりも少し、こちらに近づいてきている。


　それに今度は、別の選せん択たくを迫せまられる。この、近づいてきているのがいったい誰だれなのかを、確かく認にんするか、しないか。


　そしてもし、この近付いてきているのがトアレが放はなった斥せつ候こうだったなら、接せつ触しよくするか、しないか。


　さて、どちらにする？


「…………」


　キファは、息を殺しながら考える。


　その間にも、声の主はこちらに近づいてきている。もう、音から、その人数がわかった。


　馬の蹄ひづめの音がする。


　三頭。


　蹄の音は、速い。


　かなり急いでる様子だ。


　その急ぎっぷりから、斥候の可か能のう性せいが高いな、と、キファは思う。


「……さて、どうしよう」


　彼女は草をかきわけて、赤い瞳ひとみだけを、隙すき間まから出してみる。


　するともう、南のほうから、砂すな煙けむりが上がっているのが見える。


　馬が上げる砂煙だ。


　三頭の馬が駆かけてくる。


　だが。


　その三頭の馬に乗っている人間が、あきらかにおかしい。


「…………」


　それにキファは、思わず驚おどろきの声を上げそうになる。目を大きく開き、なによそれ！　と、叫さけびそうになるのをこらえる。


　だが、あきらかにいま、目の前に現あらわれた光景はおかしかった。


　もの凄すごい勢いきおいで三頭の馬が走っているのに、人が乗っているのは、真ん中の一頭だけなのだ。


　それもその真ん中の一頭には、なぜか三人の人間が乗っていて。


　おまけにその、先頭で三頭の馬を、


「やっほぅー!!」


　とか大声で叫さけびながら操そう作さしているのは、もう、なんかどっかで見たことのある十歳さいぐらいの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女だった。


　それにキファは立ち上がって、


「い、イリスちゃん！　ここでそんなおっきな声だしちゃだめ！」


　小声なのか、大声なのか、ちょっとわからないかすれさせた声で、叫んだ。


　するとそれに、イリスが気づく。


　こちらを見て、嬉うれしそうな顔になって、思いっきり手を振ふって、


「わーキファ姉ちゃん、会えたねー!!」


「ってだから、シー！　シー!!」


　と、指を一本口に当てて、キファは静かにしろというジェスチャーをする。


　するとイリスは、


「しー？」


　と指を一本立て。


「しーしー」


　と、さらにそれをブイサインにしてから最後に、


「いえぇい！」


「って違ちがぁあああああああああああう！」


　と、もう、なんか馬ば鹿からしくなってきて、キファは思いっきり怒ど鳴なった。


　するともう、すぐそばまでやってきたイリスは、馬を止め、よいっしょっとこちらに下りてきて、


「え？　え？　なにが違うの？」


　なんて聞いてきて、それにもう、キファは笑ってしまった。


　それから緊きん張ちようさせていた全身の力を抜ぬき、イリスの頭をなでると、


「ううん。いいの。でも、イリスちゃん、ちゃんとローランドから戻もどってこられたんだね」


　すると彼女は得意気な顔になって、


「戻ったぁー！」


　と、大きくうなずく。


　姉のフェリスにそっくりな金色の髪かみに、そのうちとんでもないほどの美人になりそうな、大きなくりくりの青い瞳ひとみ。


　背せ中なかには大きなリュックを背負い、フリルがいっぱいついた服という、いつもの姿すがた。


　だが、こんな幼おさない少女にも、今回はかなり重大な任にん務むが与あたえられていたのだ。


　というか、こんな少女も頑がん張ばらなきゃいけないほど、いまのライナには、仲間が少ないということなのだけど。


「…………」


　そのへんは、そのうち解かい決けつしないとなぁと、キファは思う。こんな少数であの、英えい雄ゆう王おうとまで呼よばれたシオン・アスタールに反はん抗こうするのは、ちょっと厳きびしい。もちろん戦争をしようだなんてことを考えてるわけではないのだけれど、それでも、早い段だん階かいで少しは、人集めをしないとなぁとか、考える。


　もしもライナがきちんと起たつことを決めたのなら、それは早ければ早いほどいいはずだ。


　まあ、それでもいまはまだ少し、気の早い話だけれど。


　とにかくいま、目の前でくりくりしているフェリスの妹、イリス・エリスには、キファと同じく、かなり重要な任務が与えられていた。


　それは。


「…………」


　と、キファは、人が乗っていない二頭の馬を見る。


　その馬の背中には、イリスが背負っているのと同じような形の、しかしイリスのものよりもかなり大きなリュックのようなものがくくりつけられていた。


　それを見て、彼女は聞く。


「じゃあ、あの中には」


　するとそこで、イリスがうなずいた。


「ちゃんとハタ持ってきたよー。ローランドのハタハタ～！」


　それから今度は、背負っていたリュックも指差して、


「でもってこっちは、姉ねえ様さまが言ってただんごだんご～」


　と言う。


　まあ、だんごはどうでもいいのだけれど、しかし、このローランド軍の旗のほうは、今度の作戦には、必要不ふ可か欠けつなものだった。


　ネルファの兵にローランドの旗を掲かかげさせて、ルーナへ進しん攻こうする。


　もちろんその計画が実行されないのがベストなのだけど、それがいつでもできるという脅おどしをかけるためには、実じつ際さいに旗を掲げている必要があった。


　だからキファは、ちょっとだけ真しん剣けんな顔で、馬に近付いていく。それからリュックの口を開け、中を確かく認にんする。


　すると中にはローランドを象しよう徴ちようする、槍やりに蛇へびがからみついている紋もん章しようが描えがかれた旗が何枚まいも入っていて。


「お～、イリスちゃん、これバッチリだね！」


　優やさしく微笑ほほえんで、振り返った。


　するとイリスは両手を上げて、


「イリスはバッチリっ子だぜー！」


　と嬉うれしそうに言った。


　これが、イリスがやらなければならなかった重要な仕事の、一つ。


　そしてさらにもう一つ、イリスには任務があったのだが。


「…………」


　キファは、イリスの他ほかに、馬に乗っていた二人の少年少女の顔を見て、彼女が任務のすべてをきちんとこなしたのだと、わかる。


　彼女はちゃんと、ローランドからさらなるライナの仲間を連れだしてきたのだ。


　まあ、仲間といってもまだ、七、八歳さいの子こ供どもだけれど。


　と、彼女はその、馬に乗って、少し不安そうにしている茶色いショートカットのかわいらしい少女と、それをまるで守るかのように、抱だきかかえるように彼女の後ろに乗っている、黒くろ髪かみの、どこかライナに似にたような雰ふん囲い気きを持った凛り々りしい少年の姿を見た。


　そして一目見ただけで、この二人が、ライナがローランドに残してきたという二人だということがわかった。


　かつてネルファ軍に捕つかまり、虐ぎやく待たいを受けていた『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやのアルアと、その幼おさな馴な染じみの、ククだ。


　アルアがこちらを見て、言う。


「……じゃああなたがキファさんですか？」


　子供とは思えないほど礼れい儀ぎ正しい話し方。黒髪のざんばらで、やはり黒い瞳ひとみの『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者で、それがどこかライナに似にているなぁとも思ったけど、彼のほうにはその立ち居い振ふる舞まいも、どこか規き律りつのある印象を感じた。


　動きにも、子供とは思えないほど隙すきがない。


　あきらかになんらかの訓練をされていたような跡あとが見える。ライナの話からすると、アルアたちはネルファから引き取られたあと、ローランドの中でも剣けんの一族と呼よばれて有名なあの、エリス家で一時引き取られていたというから、なんらかの修しゆう錬れんを受けていたのだろうが。


　それにしてもたかだか七、八歳にしてこの落ちつきようは、ちょっと異い常じように見えた。それはまるで、彼の過か去この凄せい惨さんさが透すけて見えるようで。


「…………」


　キファは一いつ瞬しゆん、悲しげに顔を歪ゆがめる。だがすぐに首を振って優しく微笑むと、言った。


「自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれてごめんなさい。私はキファ・ノールズです。いろいろあって国中回ったあげくにいまはライナの仲間になってます。でもって、君たちは……」


　と言うと、アルアが胸むねを張はり、


「僕ぼくは、ライナ先生の弟で子しです」


　と言った。


　弟子──そう言うときのアルアの口く調ちようはちょっと誇ほこらしげで、あら、ライナってば、子供にも好かれるんだ、と、キファのほうまで少し嬉しくなる。


　続いてその前に乗っていたククが、


「その、アルアの婚こん約やく者しやのククです！」


　なんて言って。


　瞬間。


　アルアの顔が急に真っ赤になる。


「え？　ちょ、こ、婚約者!?　って、クク、あの……」


「え？　違ちがうのー？」


「いや、違うもなにも、僕らまだ、十歳にもなってな……」


「ええええええ？　じゃあ、じゃあ、私のこと一生守るって、ローランド出るとき言ったあの言葉は、噓うそなの？」


「う、噓じゃないけど」


「じゃあ婚約者じゃん！」


「そ、そうかなぁ」


「そうだよ！　だって、一生だよ？　一生って、ずっと一いつ緒しよってことだよ？」


「そうだけど」


「じゃあ結婚するしかないよね！」


「そうなのかな」


「そうだよ！　というわけで、私はアルアの婚約者の、ククです。よろしくお願いします、キファ姉様！」


　と、嬉しそうに言う。


　アルアはそれに、


「う～？」


　と顔を赤くしている。


　その顔には、さっき感じた落ちつきなんてまるでなくて、アルアたちの過去がどれだけ暗かったとしても、いまは心の底から笑えているんだということがわかって、キファは、微笑ほほえんだ。


　そして、思う。


　ライナは、キファを救ったときと同じように、アルアのことも本当に救ったのだと、思う。


　世界を回って、何人かの『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやに出会ってきたけれど、そのほとんどが不幸な顔をして、そして最後には死んでいった。


　キファはそんな悲しい姿すがたを、何人も見ていた。


　だけどこの、アルアは違うようだった。


　ライナという、ちょっとめんどくさがりの、寝ねぼけた先生に恵めぐまれて、いま、こんなに嬉しそうに笑っている。


　それを見ただけでも、いま自分たちがやろうとしていることが正しいんだって、キファには思えた。


　ライナがやろうとしていることについていくのは正しいんだって、キファには思えた。


　だって彼はいつも、誰かを、人を救おうとしているから。


　そしていま、ライナはまた、泣き叫さけんでいる仲間を助けようとしている。


　ずっと一緒に歩いてきた親友を助けようとしている。


　シオン・アスタールを、助けようとしているのだ。


　それがいったいどういう結果になるのか。


「…………」


　キファにはまるでわからない。


　それについて、ガスターク帝てい国こくの王、レファル・エディアは、キファがガスタークを出るときにこう言った。





『南の化ばけ物もの──シオン・アスタールから、ライナを、救ってきてほしい』





　ライナがシオンに喰くらわれるのを、防ふせいできてほしい。


　君が防がなければ、愚おろかで、悲しい、『寂しがりの悪魔ライナ・リユート』は、『狂った黒い勇者シオン・アスタール』に、喜んで喰われてしまうから、と。


　レファルは、そう言った。


　それを防いできてほしいと、彼はそう言った。


　その、レファルが教えてくれた、何度も繰くり返されているという古いお伽とぎ話ばなしは、ちょっと話が壮そう大だいすぎて実感がわかないのだけれど、でも、なんとなくはわかる。


　友達想おもいの寂さびしがりの悪あく魔ま。


　優やさしすぎる、悲しい『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者。


　そのライナの優しさが、裏うら切ぎられようとしている。


　でもだからといって、ライナに友達を捨すててだなんて、キファには言えない。


　だって私は。


「…………」


　私は、そんなライナの優しさを好きになったんだから。


　だからちょっとだけ、ライナを信じて、彼を助けてみようと思うのだ。その結果がどうなるかはまだ、わからないけれど。


　シオンを救いたいと望む、優しいライナを助けて、少しだけ前に進んでみようと思うのだ。


　そしてその先に、もし、ライナが泣かされるようなことがあったら、そのときは自分の身を犠ぎ牲せいにしてでも、彼を救おうって、そう決めたのだ。ライナを殴なぐってでも、彼に嫌きらわれてでも、ガスタークへ連れていって、彼を救おうって、そう決めたのだ。


　でも、そうなるまでは。


　その、最後を見み届とどけるまでは、しばらくは彼のために尽つくそうと決めた。彼が進む道を、助けようと決めた。


　そしてそのためには、今回の計画も、ちゃんと成功させなきゃいけないわけで。


　キファは言った。


「じゃあ、自じ己こ紹しよう介かいが終わったところで、そろそろいこっか。ここであんまりゆっくりしてると、危き険けんだから」


　するとアルアがうなずいて、それから周囲を少し見回し、


「……おそらくは、この少し先に、トアレ様率ひきいるネルファの軍が隠かくれていそうですね」


　と言ってきた。


　それにキファもうなずく。


「お、さすがネルファ出身者。私もそう思ってるの。地形的に、この先がベストよねぇ」


「ですね。でも、あまりにもベストすぎて、ローランドの軍にすぐに見つかってしまうでしょう。早さつ急きゆうに、ライナ先生が指し示じした場所に移い動どうしてもらわなければならないのですが……といって、僕ら四人が一いつ緒しよに行動するのは、よくないと思います。というよりも、このローランドの旗を持ったままネルファの兵たちと接せつ触しよくするのは危き険けんだ。だからここは二手に分かれましょう。僕と、ククと、そしてイリス姉ねえ様さまは、先にルーナの国こつ境きよう付近へ」


　という発言は、もう、キファが頭の中で展てん開かいしていたものと、まったく同じものだった。


　本当にこの子は、先生に似にて、頭が切れるようだ。


　キファは笑って、それからククのほうを見て、


「すごい婚こん約やく者しやだね」


　と言うと、ククがうん！　とうなずく。


　アルアがまた、顔を真っ赤にする。


　イリスがなぜか、片かた手てで逆さか立だちしながらだんごを食べている。
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「…………」


　って、それにしたってこの娘こは十歳さいを超こえてそうなのに、なんでこんなに子こ供どもっぽいんだろう……


　とも思ったが、キファとほぼ同い年ぐらいのフェリスの言動のかわいさをみると、あの姉にしてこの妹なのかも、と思った。


　そしてこの二人のあまりのかわいさに、また、ううライナってばフェリスさんにメロメロなんじゃないのぉおおおお？　とか思ったり、でも時間がないから早く移動しなきゃと思ったり、キファは大変だった。


　そんな葛かつ藤とうを数秒心の中で独ひとり繰くり広げたあと、


「さて」


　と、彼女は言った。


　それからもう一度、彼女は北のほうを見る。


　左手に小さな丘おかがあって、その向こうに川がある。その川の上流の平ひら野のからさらに森を抜ぬけた先に、おそらくトアレ・ネルフィ率いる一万の兵がいて。


　そこまでの道のりは、馬を使えばもう、二日かからないぐらいだろう。


　誰だれにも見つからないようにネルファ兵の居い場ば所しよをゆっくり探ってきたが、もう、だいたい見当がついたいま、一気に馬でいくほうがよさそうだった。


　もちろん、馬で派は手でに進んでいけばそれだけ敵てきに見つかる危険は増ますが、でも、そろそろライナとの約束の時間まで、間がない。


　ルーナの国境近くで、ライナとは待ちあわせる約束だった。それに間に合わせるためには、もう、あまり時間の猶ゆう与よはない。


　とそこで、アルアが馬を下りて、それからククのことも下ろす。


　そして。


「この馬を使ってください。僕らは旗を持って、ルーナとの国境へと先にいっておきます」


　それにキファはうなずいた。


　それから馬にまたがる。馬の首を撫なで、振ふり向いてから、


「じゃ、アルア君。ククちゃんと、イリスちゃんをよろしく」


　と言うと、アルアがそれに急に戸と惑まどうような顔になって、


「え、いやでも、僕よりイリス姉ねえ様さまのほうが、全然強……」


　が、そこで倒とう立りつしたままのイリスが、


「アルアアルア！」


「はい？」


「よろしく頼たのんだぁ！」


　と、もう、なんにもわかってないような顔で嬉うれしそうに叫さけんで、アルアはそれに困こまったように、


「……は、はい。頑がん張ばってみます」


　とうなずいた。


　キファはそれに笑い、それから、


「じゃ、みんな気をつけてね」


　言って、馬を走らせる。


　景け色しきが流れ始める。


　目的地は、もう近い。


　まだ会ったこともないトアレ・ネルフィと、捨すて駒ごまにされた一万の兵を説得し、なだめすかして味方につけるという任にん務む。


　ヘタをすればすぐに殺されてしまうかもしれない危き険けんな任務だった。


　だがそれに。


「…………」


　それにキファは、わずかに微笑ほほえむ。


　そして真まっ直すぐに前を向きながら、


「……そういうのは私、得意なんだ」


　と、彼女は小さく呟つぶやいた。





　　　　　◆





　場所はその、少し北に移うつる。


　グライドル川の中流を外れ、少し開けた土地に建てられたこぢんまりとしたテントの中で。


「しかし、何度着てもこれは、ちょっと窮きゆう屈くつだな」


　トアレ・ネルフィはそう言って、自分が着ているネルファの軍服の首の部分を緩ゆるめた。


　褐かつ色しよくの髪かみに、優やさしげな瞳ひとみ。だがその瞳の奥おくには、一本筋すじの通った、気け高だかさのようなものが見え隠かくれする。


　歳としは十九。


　現げんネルファ皇こう国こくの王、スターネル・ネルフィの妾しよう腹ふくの息子むすことして生まれ、しかし下げ賤せんな平民の血を引く汚けがらわしいものとして捨てられて、普ふ段だんは街に住み、腹はら違ちがいの弟きよう妹だいたちを養いながら政せい治じとも、権けん力りよくとも無む縁えんの生活を送っていたはずなのだが。


「…………」


　しかし、いまの彼は、一万の兵と、そして、彼についてきたいと言って勝手に集まってしまった、二万を超こえる、とんでもない数の民たみの王に祭り上げられてしまっていた。


　それにトアレは、


「……まいった」


　と、呟く。


　立ち上がり、テントから出る。


　すると外には、視し界かいを埋うめつくすほどの、人、人、人。


　ネルファの軍服を着ている者に交じって、男、女、老人や、子こ供どもまでいる。


　その、子供たちが、テントから出てきたトアレを見るなり、


「トアレ様だぁ！」


　と叫ぶ。


　すると一いつ斉せいにこちらを見て、手を振ふってくる。


　頭を下げる者もいる。


　平ひれ伏ふす者までいる。


　それにトアレはまた、この、窮屈な軍服以上に、息苦しさをおぼえる。


　だが、それを顔にだすわけにはいかない。ここに集まっている者たちは、トアレ以上の不安を抱かかえている者ばかりのはずなのだから。


　だから彼は微笑み、手を振る。すると兵たちや民みん衆しゆうが、わーわーと騒さわぐ。それに彼は自信満々の表ひよう情じようでうなずいてから、


「……こんなはずじゃ、なかったのになぁ」


　と呟くと、背はい後ごから、


「これもすべて、トアレ様の人じん徳とくによるものじゃて」


　なんて、トアレがいつもお世話になっていた図書館の主あるじ、ガイネルがワケ知り顔で言ってくる。


　それにトアレは顔をしかめ、振り返ると、


「それが困るんだよ、ガイネルじいさん。だいたい、僕ぼくはあなたにもここにはついてきてほしくなかったんだ。これは、はっきり言って、自殺の旅なんだよ？」


　と言った。


　そしてそれは本当だった。


　スターネル皇子ちちおやが放ったこの、捨すて駒ごまにされた一万の兵を、ローランドの強力な軍隊とぶつからせるわけにはいかないと慌あわててこの地までやってきたのだが、それがどういうわけか、


『ついに我われらの星、真の覇は王おう、トアレ・ネルフィ様が起たつことを決意なされた！』


『みな、トアレ・ネルフィ様に続けぇ！』


　などとわけのわからないことになってしまい、あれよあれよという間に彼は王に祭り上げられてしまったのだ。


　そしていま、ここにいる兵や民たみの顔は、希望に満ち満ちている。


　もう、これ以上ないというほど希望がない状じよう況きようなのに、誰も彼もが光を見つけたような顔をしている。


「…………」


　だがそれに、トアレはため息をつきたくなる。


　なぜならその光は、長くは続かないに決まっているからだ。


　彼らが希望の光だと祭り上げているトアレの命は、もう、そう長くはないはずだった。


　いま、ローランド帝てい国こくは圧あつ倒とう的な軍事力で北上してきている。それはもう、ネルファ皇こう国こく全体がパニックになるほどの強さで。


　そしてまっ先にスターネルちちおやがおかしくなった。民のことを考えずに、兵を連れて、略りやく奪だつを繰くり返しながら逃にげだしたのだ。


　だが、それにはまるで意味がない。


　ローランドはやがて、ネルファ全体を制せい圧あつするだろう。


　そのときに、スターネルはいったい、どこへ逃げるつもりだろうか？


　ルーナか？


　まさか。


　ローランドの同どう盟めい国こくであるルーナが受け入れてくれるはずがない。


　なら、北のカッスラーか？


　それもありえない。


　七万に届とどきそうなほどの兵を連れて、入れてもらえるはずがない。兵を連れて国こつ境きようを越こえる。それはもう、戦争だ。おまけにスターネルは、自国の民を虐ぎやく殺さつして、略奪してきているのだ。そんな奴やつを、カッスラーは絶ぜつ対たいに、受け入れないだろう。


　なら、最後はどうなる？


「…………」


　その答えは、一つしかない。


　ネルファ皇国は消えるのだ。強大なローランド帝国に制せい圧あつされて、ネルファは占せん領りようされるのだ。


　弱いから、負ける。


　それは当然の結果で、そしておじい様は──賢けん王おうと呼よばれたグリード・ネルフィ王には、それがちゃんとわかっていた。


　だから降こう伏ふくしようとしたのだ。


　最も犠ぎ牲せいの少ない方法で、すべてをうまく進めようと、おじい様は考えた。


「…………」


　その結果は、最悪なことになってしまったが。


　だが、それをトアレは受け継つごうと思った。


　おじい様のやろうとしたことを、受け継ごうと思った。それが自分の使命だと、王族の血に連なる者の使命だと思った。


　だから起たったのだ。


　そしてまずはこの、捨て駒にされた一万の兵たちを救い、その後、ローランドに対して降伏する旨むねを伝えようと思っていた。


　だがそのためには、ローランドに抵てい抗こうするつもりはないと、強く表明する必要があった。


　自分はスターネルとは違ちがい、暴ぼう走そうしたりはしない。ローランドに逆さからう気はない。だから私の命だけで今回の戦争は終わらせてくれないか？　私の命でこの、一万の兵と、そして、ネルファの国民を、許ゆるしてやってくれないか？


　そう、宣せん言げんしなければならなかったのだ。


　その宣言によって、スターネルについていった七万の兵たちも何なん割わりかは降伏するだろうし、無む駄だな殺しあいが少しくらいは減へるだろう。


　もちろん最後までスターネルの側に残った兵たちはローランドに潰つぶされることになるだろうが、それでもこれが、最も犠牲が少なくなる方法のはずだった。


　だからやはり、これは自殺の旅なのだ。


　トアレが処しよ刑けいされることから救いが始まる、自殺の旅。


　だが実じつ際さいには、かなりまずいことになり始めていた。


　トアレが一万の兵を指し揮きした、という噂うわさが広まると同時に、続々と、彼に従したがいたいと表明する人々が現あらわれたのだ。民衆だけじゃない。この辺一帯を縄なわ張ばりにしているという、山さん賊ぞくや盗とう賊ぞくたちまで、ここにはいる。


　おまけにグリード・ネルフィに付き従っていた、数人の貴き族ぞくたち。さらに、スターネルについていったはずの兵たち。


　いまはまだ、彼がいる場所がネルファの国民たちにバレていないからそれほどの人数が集まってきてはいないが、それもやがてバレれば、この地に。


　この、これから自殺しようとしているトアレの下もとに、数十万の人々が集まってしまうかもしれない。


　それは本当にもう、最悪としか言いようがない出来事だった。


　これではいくら戦う気がないとトアレが叫さけんだとしても、ローランドが信じてくれない。


　そうなればきっと、全面戦争へ突とつ入にゆうしてしまう。


　それもまったく勝ち目のない、犠牲ばかりが増ふえていく全面戦争に。


「……困こまった」


　というトアレの言葉に、ガイネルが自信満々でひげ面づらをいからせて、


「困りません。このまま一気に、トアレ様がこの、ネルファ皇国の王となられるのです！」


　なんて言ってくる。


「民たみはみな、トアレ様の味方ですぞ！」


　なんてことを言ってくる。


「…………」


　それにもう、トアレはげんなりと暗い気持ちになってくる。


　なにがネルファ皇国の王だ。


　もうすでに、この国は死んでるんだぞ！


　そう、叫びたくなる。


　だがそれに、彼は困ったような顔のまま、


「……だからといって、僕がみんなを見み捨すてるわけにはいかないよなぁ」


　そう言って、彼はもう一度周囲を見回す。トアレのために集まった民衆と、一万の兵の顔を見る。


　みんな笑え顔がおで、こちらを見ている。


　でも、みんなが笑顔で、嬉うれしそうなのに、それは最悪の光景に、トアレには見える。


　ネルファからは見放され、ローランドに追い回されている、三万数千もの、流る民みん。


　これだけの人数にちゃんと食しよく糧りようを与あたえて、きちんと養おうとするだけでも、かなり大変な作業のはずだった。


　それこそ、行く先々で略りやく奪だつでもしていかない限かぎり、この群むれを維い持じしていくのは無理そうで。


　だがそれをすれば、父親と──スターネルと同じになってしまう。


　だがそれをしなければ、この三万数千の民は、おそらく二ふた月つきともたずに、餓が死しするだろう。


　さて。


「……さてこれは……どうしたものか」


　深しん刻こくな表ひよう情じようでそんなことを呟つぶやきながら、彼は、自分のために集まってくれた人々の群れを見つめていた。


　いかめしい顔の兵士。


　まだ細っこい、弱気な顔の兵士。


　はしゃぎ回る少年に。


　その子を追いかけている老女。


　そしてその後ろから、人波をかきわけるようにして、ひょいっと、一人の女が顔を出す。そしてこちらを見る。


　じーっと、真まっ直すぐ、こちらを見る。


「…………」


　それにトアレは気づく。


　魅み力りよくのある、真っ直ぐな赤い瞳ひとみ。肩かたまで伸のびた赤い髪かみ。綺き麗れいな娘こだな、と、トアレは思う。歳としのころは、彼と同じぐらいだろうか？


　その、ちょっとかわいい女の子が、こちらを真っ直ぐ見つめたまま、


「……あなたがトアレ？」


　と言った。


　それにトアレがうなずくと、彼女の顔に、嬉うれしそうな笑えみが浮うかぶ。その笑顔に一いつ瞬しゆん、目が離はなせなくなる。彼女はそのまま一歩前に出てくると、


「おお～。なんか、子こ供どもや女の子がいっぱいいたから、簡かん単たんに潜せん入にゆうできちゃった～」


　なんて言って、また笑う。その笑顔はやはり華はなやかで、一いつ緒しよにいる人を嬉しくさせるような笑顔だったが──しかし、それにトアレは表情を硬かたくした。


「…………」


　いま、彼女が言った言葉に。


　潜入という言葉に。


　それにトアレは、全身を緊きん張ちようさせた。


　ついにきたのだ。そのうちくるだろうとは思っていたが、思っていたよりもだいぶ早く、それはきたのだ。


　民みん衆しゆうが集まり始めたトアレを危き険けん視ししたローランドが放った暗殺者。


　もしくは、息子むすこが邪じや魔まになったスターネルが放った暗殺者。


　どちらにせよ、こいつが殺し屋なのは間ま違ちがいない。いま、トアレは、このネルファにいる他の勢せい力りよくにとって、最も邪魔な人間だからだ。


　だが、いまここで、トアレは殺されるわけにはいかなかった。ローランドに対する降こう伏ふく宣せん言げんをするまでは、死ぬわけにはいかなかった。


　だから彼は、全力で後方へと下がりながら、衛えい兵へい！　と、叫さけぼうとした。


　が、それよりも速く、彼女は動いてくる。


　嬉しそうな、楽しそうな顔のまま、トアレよりも速く、さらに一歩前に進むと、


「ああ、ああ、ちょっと、逃にげないで。私はあなたたちを助けにきたんだから」


「噓うそだ」


「ほんとだって」


「ならなんで追いかけてくる」


「あなたが逃げるからでしょう」


「僕は……僕はここで殺されるわけにはいかないぞ」


「知ってるわよ。だから助けにきたんだから」


「ふざけるな。いま、この国に、僕らを助けられるような勢力は……」


　いない、そう言おうとしたのに、やはり彼女は彼よりも速く、言葉を紡つむぐ。


　真っ直ぐ、赤い瞳でこちらを見つめて。


「ライナが、あなたを助けようとしている」


　瞬しゆん間かん。


　トアレの足が止まった。それから、


「へ？」


　という言葉がでる。


　その名前を、彼は知っていた。だが、会ったのはもう、ずいぶん前だ。一年以上前。だが、はっきりと覚えている。


　ライナ・リュートという名前の、妙みように眠ねむそうな顔をした男の名前を。


　彼と、そしてその相あい棒ぼうのフェリス・エリスには、チンピラに弟たちが襲おそわれていたときに助けてもらったのだ。


　それで仲良くなって、しばらく家に滞たい在ざいしてもらって、そのまま再ふたたび、彼らは旅に出たはずだったのだが。


「…………」


　トアレは、キファを見つめる。彼女の笑顔の中にあるなにかを読みとろうとするかのように、じっと見つめる。


　すると彼女の笑顔が、少し緊張しているのがわかって、


「……君はいったい、何者だ？」


「お、やっと私の話を聞いてくれる気になった？」


「……どうかな。まあ、少なくとも君が暗殺者じゃない、ということはわかったけど」


　もし、彼女がトアレを殺すつもりなら、こんな会話などせず、真まっ直すぐに忍しのびよってきて、すぐに殺すだろう。


　女の子がたった一人、ネルファの兵たちのど真ん中に潜入して暗殺するのに、だらだらと無む駄だな時間を過すごすわけにはいかないはずだ。


　だが彼女はいま、トアレと会話をしにきている。なら、彼女はなんらかの伝言役なのか？


　それとも、こちらに従したがわなければ殺すぞとか、そんなことを伝えにきた、脅きよう迫はく者しやなのか。


　どちらにせよ、


「……僕ぼくを殺す気がないのなら、話を聞いてもいいよ」


　するとまた、彼女はにっこりと微笑ほほえむ。その笑え顔がおに、トアレは目を奪うばわれてしまう。


　そして、危き険けんだな、と思った。


　彼女のこの魅み力りよくは、危険だ。もし彼女がどこかの国の間者スパイかなにかなら、きっと、相当優ゆう秀しゆうな間者スパイだろう。


　だからトアレは緊きん張ちようして、彼女を見つめる。


　すると彼女は微笑んで、


「あ、自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれました。私はキファです。キファ・ノールズ」


「……ふむ。で、そのキファさんはどこからきたんですか？」


　そう、トアレは聞く。


　というか、あのライナ・リュートという男も、どこからきて、どこにいったのか、トアレはいまいち知らなかった。


　どういうわけか彼は各地の古い伝説や、お伽とぎ話ばなしを調べているとかで、ネルファの国立図書館に入れてもらいたいと、一年前は言っていたのだが。


　それはいったいなんのためで、なにをしていたのかは、まったくわからなかった。


　だがいま、目の前の女は、ライナからの使者で、トアレを助けにきたという。


　いったいこいつらは、何者なのか？


　なにをしようとしてるのか？


　それを見み極きわめる必要がある、と、そう思いかけた矢先に、キファが言った。


「う～んと、私がどこからきて、どこへいって、でもってどうしてここに現あらわれたのかっていう説明をしだすとちょっと長いんだけど、いま、ここでゆっくりしてる暇ひまはないから、ライナからの伝言だけ、先に伝えるね？」


「ライナさんからの伝言？」


「うん」


「で、ライナさんはなんと？」


　すると彼女は、なにかを思いだすかのようにちょっとだけ空を見上げて、それから再ふたたびトアレを見つめて、なぜか、ライナそっくりの、眠そうな、だるそうな、でもどこか優やさしげな顔を作って、言った。


「お～トアレ、久ひさし振ぶり～。でもって、おまえピンチみたいだから、めんどいけど助けにいってやる。理由は友達だから。オッケー？」


　という、その、言葉に。


　理由は友達だから。オッケー？


　なんて、軽々しいにもほどがある言葉に。


「……はは」


　トアレは、思わず笑ってしまった。


　それからキファを見つめ、


「……うあ～、なんかそれ、説得力あるなぁ」


　笑いながら言った。


　すると彼女は安あん堵どしたような顔になって、


「あ、ほんとにこれで通じた。ライナってば、これ言えばトアレには通じるから大だい丈じよう夫ぶとか言ってたけど、通じなかったらどうするのよって、ちょっと緊張してたんだ」


「確たしかにそれは、緊張しますよねぇ」


「でしょう？　だめだった場合を想定して、説得する方法、七パターンも考えちゃった。でも、これで通じちゃったんなら、じゃあ、私の話を聞いてくれる？」


「もちろんです。あ、じゃあテントの中に」


　と、トアレはキファをテントへとうながすが、しかし彼女は首を振る。


「あいにく、そんな時間はないんです。もう、すぐに移い動どうを開始しないと」


「移動ですか？」


「うん。このままここにいたら、ローランドの探たん索さく兵へいにすぐに見つかっちゃうからね。すぐに移動します」


「でも、遅おそかれ早かれ、気づかれるでしょう？　これほどの人数が移動して、敵てきに気づかれないわけが……」


「そのへんもライナが解かい決けつ済ずみ。ネルファの兵も、ローランドの兵も、絶ぜつ対たいに近付かないような場所へいくから、発見されるまで、少しぐらいは時間が稼かせげると思う」


　それに、トアレは首をかしげる。


　ネルファとローランドの兵が絶対に近付かない場所。


「そんな場所が、いったいどこに？」


　そう問いかけると、キファは、笑みを浮うかべる。その笑みの中にはまた、少しだけ緊張の色が交じっている。


　そして彼女は、東のほうに指をひょいっと向け、


「ルーナ帝てい国こくとの、国こつ境きよう線せんへ」


　その、言葉に。


　彼女のその言葉に、トアレの体も、緊張し始めた。


　そしてライナ・リュートが考えている計画の、おおまかな内ない容ようが見えたような気がした。


　確かにそれなら。


　それなら、この、絶望の淵ふちへと転がっていくだけの最悪なシナリオから少しだけ横へ、飛びだすことができるかもしれない。


　だが、あまりにもそれは危き険けんすぎる。


　危険すぎる、賭かけだった。


　民たみを危険にさらしてまで、その賭けに出ていいのかどうか、迷まようほどの危険な賭け。


　だが、その彼の緊きん張ちようがキファに伝わったのか、彼女が初めて笑え顔がおを消して、こちらを真しん剣けんな表ひよう情じようで見つめて言う。


「……迷うのはわかるけど、他ほかに犠ぎ牲せいを減へらす方法は……」


　が、それを遮さえぎり、


「わかってる」


　そう、トアレは言った。


　確かにそうだ。


　いまのままなら、トアレは処しよ刑けいされ、それでもローランドの虐ぎやく殺さつは止まらない可か能のう性せいが高い。


　それなら。


　どうせなにをやってもダメなら、イチかバチか、ライナが考えてくれた計画に乗ってみるのもいいかもしれない。


　だからトアレは顔を上げて、言った。


　キファをにらみつけ、


「でももし、あなたがたが僕らを裏うら切ぎるようなことがあった場合は……」


　が、キファはまた、それを遮る。


「裏切るメリットがない」


「でも助けるメリットもないでしょう？」


「そりゃそうだけど……でも、ライナは馬ば鹿かみたいに優やさしいから、助けるんだってさ。っていう話、信じてくれるかな？　まあ、信じてくれないなら他の、七パターン考えた説得法をお披ひ露ろ目めしなきゃいけないんだけど」


「…………」


　それに。


　しかし、トアレは笑みを浮かべて手を振った。


「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。僕はライナさんを信じる」


　それ以外に、進む道もないし──という言葉は、言わなかった。


　だがキファは、それに笑ってうなずく。


「じゃあ、すぐに兵を移い動どうさせたいんだけど……」


　それから彼女はまた、周囲を見回す。


「でもちょっと、思ってたのと状じよう況きようが違ちがうなぁ。一万の兵があなたについてきてるって聞いてたんだけど……これ、あきらかに一万人以上いるよね……それも、半分以上が、民間人……」


　それにトアレも周囲を見回す。自分についてきてくれている民の群むれを見回す。


　そして。


「……彼らも一いつ緒しよにいくことができないのなら、この話は……」


　が、キファはすぐに、


「大丈夫。ライナはきっと、めんどくさいめんどくさい言いながら、結局最後は全部救いたがるから」


　それに、トアレは思いだす。


　ライナと初めて会ったときのことを思いだす。


　トアレの弟きよう妹だいがチンピラに襲おそわれて、そこを通りかかったライナが、めんどくさいことには関かかわりたくないと言いながらも、結局は助けてくれて。


「…………」


　そういえばライナは、そういう奴やつだったかもしれない。


　彼がいま、何者になっているのかは知らないが、最後の命運を。


　自殺するしか道がなかったはずの命運を、友達に託たくしてみるというのもおもしろいかもしれないと、トアレは思った。


「じゃあ、移動しようか」


　言ってから、彼はこちらの様子を緊張した顔でうかがっていたこの一万の兵たちの軍ぐん団だん長ちよう数人に目を向ける。


　すると彼らはうなずいて、


「おまえら移動するぞー。立ち上がれ。ぐずぐずするな！」


　なんてことを叫さけび始めた。


　それを確かく認にんしてから、トアレはキファを見る。すると彼女は微笑ほほえんで、うなずく。


　それにまた、彼は目を奪うばわれる。


　強い意い志しと、でもどこか弱そうな、はかなげな色が浮うかぶ彼女の赤い瞳ひとみを見つめて。


　こんな綺麗な娘こには、会ったことがないとか、なぜかそんな言葉が頭の中に浮かんできて。


　とそこで、彼女は不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見つめ、言った。


「どしたの？」


「へ？　あ、いや～……えーと……これから、大変になりそうだなぁと思って」


　すると彼女は真顔でうなずく。


「ほんとにね。でも、ここに集まったみんなのためにも、なんとか乗りきりましょう」


「ええと、あ～、うん。そうだね」


　と、適てき当とうにうなずきながら、トアレはキファから、顔をそむける。


　そして自分の中に生まれた、妙みような感かん情じようにうんざりする。


　馬ば鹿かだな、と、自分を責せめる。


　どちらに転んだとしても、最後には処しよ刑けいされる自分が、いったいなにを考えてるんだろう？


「……ああ、くそ」


　と、彼は首を振ふってから、動き始める。


　本当に、馬鹿なことを考えてる暇ひまなんてまるでなかった。


　移動するのだ。


　それも数万もの人々の命を抱かかえて、移動するのだ。


　妙な気持ちに振り回されている暇はない。


　彼はキファのほうを見ないように前に進みでて、


「軍ぐん団だん長ちよう、セルエス少佐に伝えてくれ。五千の兵を先頭に、ルーナの国こつ境きよう付近へと移動する。だが、先頭は決して、ルーナの国境線へ接せつ触しよくするなよ？　接触すればルーナと争いになる。それは絶ぜつ対たいに避さけねばならない。それから民たみをはさんで、残りの五千の兵で、僕ぼくらがここにいた痕こん跡せきを消してから移動する。ゆっくり、だが、迅じん速そくに、ここから消えるぞ。いいか？」


　すると軍団長が頭を下げ、走り去っていく。


　それからしばらくすると、兵が移動を始める。それについて、民みん衆しゆうも動き始める。


　そうしてトアレ率ひきいる三万数千もの人間の、大移動が始まった。


　それを見つめながら、


「……この選せん択たくが正しいことを神に願う……」


　彼がそう呟つぶやくと、キファが笑って、


「ネルファには、神を信じるような宗しゆう教きようはないと思ってたけど？」


　と言った。


　それにトアレは、彼女のほうをなるべく見ないようにしながら、答えた。


「ないよ。だからいまのはルーナの神に祈いのった。あの宗教国家、ルーナ帝てい国こくの神に……僕らがルーナの国境へ近付いても、戦争になりませんように、ってね」


　そう言ってから、彼は、人々が移い動どうしていく先を見る。民衆の移動のスピードは、遅おそい。この移動のペースだと、ここから目的の場所につくまでにおそらく、三日はかかるだろう。


　三日。


「三日か……長いなぁ」


　と、彼はうめくように言う。


　その三日以内に、この動きがローランドの兵に見つかったら、終わりだ。


　そしてそれはかなり厳きびしい戦いだと思う。


　だがそれでもこれは、


「……絶ぜつ対たいに、成功させないと……」


　そう、小さく呟いてから彼は、北上してくるローランド軍がいるであろう南の空を、うらめしそうな顔で見上げた。





　　　　　◆





　　　　　◆





　　　　　◆





　世界が動いていくのがわかる。


　いままでとはまるで違ちがう方向に。


　まるで違う景け色しきを生みだしながら、世界が進んでいく音がわかる。


「…………」


　その、音の渦うずの中で、シオン・アスタールは小さく、身を屈かがめていた。


　気け高だかさを感じさせる銀の髪かみに、強い決意が宿った金色の瞳ひとみ。


　その瞳はいま、彼がいる玉ぎよく座ざの間ではなく、まるで別の世界を見つめている。


　それは暗い、暗い、どこまでも闇やみ色いろの風景。


　たまに光が生まれるが、すぐに消えてしまう。世界のあまりの暗さに、かすかな光など、すぐに消えてしまう。


　いま、彼が見ているのは、そういう景色だった。


　それはかつての勇者が見た景色だ。


　それはかつての悪あく魔まが見た景色だ。


　最近はそれが、現げん実じつの世界と重なって見えるようになってきてしまった。


　それに。


「……最悪だ」


　と、シオンは呟く。


　もうだいぶ、自分の中にある狂きよう気きが、目覚めようとしている。


　もうだいぶ、自分の中にある狂喜の、抑おさえがきかなくなってきている。


　変わるのだ。


　すべてが。


　代わるのだ。


　世界が。


　始まりはここから。


　扉とびらはここから。


　その扉が見える。


　闇の向こう側へと繫つながっている扉が見える。


　あとは鍵かぎで、その扉の錠じようを開くだけだ。


　鍵。


　鍵。


　生いけ贄にえの悪魔。


　ライナの命が、我わがものとなれば……


「…………」


　と、そこで。


「陛へい下か」


　そう、呼よばれた。


　それにシオンは、いま、目の前に広げていた、闇の景色を打ち消す。それから意い識しきを現実に戻もどし、目を、前に向ける。


　するとそこには、一人の男が立っていた。


　綺き麗れいになでつけられた漆しつ黒こくの長い黒髪に、凍こおりつくような暗い、濃のう紺こんの瞳。


　目の前にいたのは、ミラン・フロワード中ちゆう将じようだった。


　その、暗い瞳がこちらを見つめる。


「陛下」


　それにシオンは、答える。


「なんだ」


「……いえ、私が玉座の間に入ってきたことに、お気づきになられなかったご様子だったので……お疲つかれでしょうか？」


　その問いに、シオンは答える。


「いいや、問題ない」


　が、フロワードはそれに、似に合あわない、心配するような顔になって、


「そうでしょうか。私が不ふ在ざいの間、少しは睡すい眠みんを……」


　が、シオンはそれを遮さえぎり、


「おまえはわざわざ、そんな話をしにきたのか？」


　そう言った。


　それに、フロワードは言葉を止める。困こまったような瞳でこちらを見つめ、


「いいえ。いくつか報ほう告こくをしに」


「ならそれを言え」


「はい。まず……ライナ・リュート捕ほ縛ばくの件けんなのですが……」


　しかしそれにシオンが言う。


「逃にがしたのだろう？　それは知ってる。あいつはネルファへいった」


　それにフロワードは少しだけ、驚おどろいたように目を見開く。


「ほう。御ご存ぞんじでしたか。それは私に、監かん視しの者を……」


　が、シオンは首を振ふる。


「いいや」


「では、どうやって……」


「ライナが国を出れば、わかる。あいつは扉を開く鍵だからな。必要なものが、この国から失なくなれば、それはわかる。ああ、それに……」


　そこで、シオンは背はい後ごを一度振り返り、なにもない空間を見上げて、


「ルシルも、君のことを褒ほめていたよ。彼は素す晴ばらしい手て駒ごまだから、大事にするように、だってさ」


　言ってから、もう一度フロワードを見る。


　すると彼は、真っ赤な唇くちびるに薄うすい笑えみを浮うかべて、


「……それはそれは、お褒めにあずかり、光栄です。では今回の件は、彼から聞いたのですか」


　そう、フロワードは言ったが、実じつ際さいは違ちがう。


　本当に、さっき言った通りだった。


　もうそれほどまでに、シオンの中にいる『狂くるった勇者』は、彼を侵おかし始めていた。


　喰くらいたい相手が、そばにいなくなってしまったことがわかるほどに、彼の中はもう、『力』に支し配はいされ始めていた。


　たまに意識が混こん濁だくする。


　本当ならすでに鍵かぎを使い、扉とびらを開き、『真』になっていたはずなのだが、それが遅おくれたせいで、『力』がおかしな方向へとねじ曲がり始めている。


　どういうわけかルシルはそれを、おもしろいと言ったが。


　ライナを喰わずに、前に進むのも、あの狂った過か去こを繰くり返さない、おもしろい展てん開かいだと言ったが。


「…………」


　いや、それはいま、考えることではないか。


　シオンはフロワードを見る。


　するとまだ彼は、こちらを心配するような顔をしていて。


　それにシオンは苦く笑しようする。


　その苦笑で少し、自分の中に人間味が戻ってくるのがわかる。


「……いや……ああ、すまないフロワード。少し、別の場所を見すぎていた。ここのところあまり寝ねてなくてな。おまえの言う通り、少し、疲れている」


　するとフロワードはうなずいて、言った。


「……まだ先は長いのです。いや、あなたの覇は道どうは始まったばかりといっていい。体には気をつけてもらわなければ」


「わかってる」


「少し、お休みになられては」


「……そうだな。だが、いまはまだ休めない。その前にネルファの情じよう勢せいを聞かせろ」


「順調に進んでおります」


　その、言葉に、


「はっ」


　と、シオンは笑った。


　順調に進めばもうとっくにこの戦争は終わっているはずだった。すぐにでもネルファは降こう伏ふくして、すべてはうまく回っているはずだったのだが。


「……グリード・ネルフィが死んだと聞いた」


　シオンが言うと、フロワードはうなずく。


「息子むすこに殺されたそうです」


「防ふせげなかったのか？」


　すると、フロワードは皮ひ肉にくげな笑みを浮かべ、


「思いの外、ネルファ上じよう層そう部ぶの愚おろかさがひどかったようで……」


「全面戦争になるか？」


「そうなります」


「クラウもそうしたいって？」


「……いいえ。クロム元げん帥すいからは、別の伝言が届とどいています」


　そう言って、フロワードは手に持っていた一枚まいの紙をこちらに手て渡わたしてくる。


　シオンはそれを受けとると、その紙に、目を落とす。


　そこに書かれているのは、またも、あいつからの伝言だった。この国を逃にげだしたはずの、ライナからの──


　親友からの伝言。


「…………」


　そしてその伝言には、この、最悪の状じよう況きようを打開するために立てられた、あいつの計画が書かれていて。


「…………」


　それにシオンは、目を、細める。


　おまけに最後に、


『シオン・アホターレは友達だから、俺おれはおまえを見み捨すてないとか気持ちの悪いことあの寝ねぼけ男は言ってたが、さて、どうするシオン？』


　なんてことが、クラウの、あまり綺き麗れいとはいえない字で書き殴なぐられていた。


「…………」


　それをシオンは見て。


　それから一度、彼は思考をまとめるように天てん井じようを見上げた。


　ライナの計画は、なかなかにおもしろいとシオンは思った。その計画に乗るのもおもしろいと、シオンは思った。


　それどころかライナは、この計画を、俺のために立ててくれたんじゃないかと、彼は思った。


　思ったようにネルファが降伏してくれなくて、前にも、後ろにも進めなくなってしまったローランドを──シオンを救うために、ライナは動いてくれていると、彼は思う。


　友達だから。


　親友だから。


　俺はあんなに最悪の方法であいつを裏うら切ぎったのに、それでもライナはそう言ってくれる。


　いつも優やさしい顔で、眠ねむそうな顔で、そう言ってくれる。


　それに。


「…………」


　それにしかし、シオンは。


　手に持った伝言を、にぎり潰つぶした。


　そして言う。


　目の前の、悪あく魔まのように暗い笑えみを浮うかべる男に。


「フロワード」


「はい」


「この伝言を、どう思う？」


「……腑ふ抜ぬけの、戯ざれ言ごとだと」


　それにシオンは、


「……そうだ」


　と、言った。


「いまのローランドは、こんなところで止まる国ではない」


　と、言った。


「俺たちは世界に覇はを唱えるんだ。最も少ない犠ぎ牲せいで、最も少ない距きよ離りで、最も短い時間で、中央大陸の、中ちゆう枢すうにまでたどりつく。そのためにはここで、絶ぜつ対たい的な力を見せておく必要がある。トアレ・ネルフィの命を救う？　少しでも犠牲を少なくする？　馬ば鹿かな。もう歯車は回ってるんだ。もう止まることはできないんだ。前に進まなければ、犠牲はもっと、もっと、もっと増ふえ続けるだろう。だいたい、ここで足を止めたのなら、すでに失われた命に、どう言い訳わけをする？　俺たちの進む道の途と中ちゆうで死んだ者たちに、どう言い訳をする？　すでに賽さいは投げられている。世界の景け色しきは変わり始めている。それならば、我われらがすることはいったいなんだ？　我らが下す、最良の選せん択たくはなんだ？」


　その、シオンの問いかけに、フロワードが嬉うれしそうに笑った。嬉しそうな、それでいて暗い、悪魔のような微び笑しようを浮かべて、


「……陛へい下かのお気持ちは、わかりました。では皆みな殺ごろしにしましょう。もう二度と、立ち上がれないように。もう二度と、歯向かう気持ちが生まれないように」


　そこで彼は踵きびすを返す。そして、歩き始める。


　その後ろ姿すがたに、シオンは言う。


「バユーズも連れていけ。すべてを一いつ瞬しゆんで片かた付づけろ」


　それにフロワードは振ふり返らない。


「仰おおせのままに」


　と、言っただけで、彼は玉ぎよく座ざの間を出ていく。
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　そして再ふたたび広間は、静かになった。


　シオンは、独ひとりきりに戻もどった。


　静せい寂じやくが世界を包む。


　孤こ独どくが世界を包む。


　ライナが、友達が、親友が、救いの手を差し伸のべてくれても、もう、そちらに手を伸ばすことができないほどの孤独が、泣きたくなるほどの絶ぜつ望ぼうが、世界を包む。


　それに。


「…………」


　それにシオンは、微笑ほほえむ。


　悲しく微笑む。


　それでも歯車は回るから。


　それでも景色は進むから。


　だから彼はまた、静かに、目を閉じた。


　この現げん実じつを消して、もう一度、向こう側へと意い識しきを向けるために。


　闇やみの向こう側に潜ひそむ、鬱うつ陶とうしい『女め神がみ』たちを皆殺しにするために。


　そして再び、彼がその目を開いたときには……











「……………………」




　第三章　僕の背負う重荷







　馬を飛ばす。


　全開で飛ばす。


「ケツが痛いてぇええええええええええええええええええええええ！」


　と叫さけびながら、ライナは馬を乗り継つぎ、乗り継ぎ、四日間ずーっと走りっぱなしだった。


　その横で、やはり四日間、寝ねないで馬を飛ばしているはずのフェリスが。


「…………………………………………むみゅ～」


「って馬走らせながら寝るなぁあああああああああああああああ！」


　と、横で、馬からずり落ちそうになっているフェリスに向かってライナは叫んだ。


　すると彼女は急に目を開き、顔を上げ、ちょっとだけよだれがついてる口をぬぐってから、


「む？　なんだ？　もう朝か？」


「いや夕方だけど。ってかそういう問題じゃなくて、馬の上で寝ちゃだめ！　危あぶないから」


「私は寝てないぞ？」


「体半分落ちそうになって寝まくってたろうが」


「曲乗りの練習だ」


「噓うそつけ！」


「うむ。大噓だ」


「あっさり認みとめんのかよ」


「当然だ。眠ねむいからな。そして私はもう限げん界かいなので、もうちょっと寝るぞ。ついたら教えろ」


「いやだから寝ちゃだめなんだって！」


　とライナは怒ど鳴なるが、彼女は無む視しして目を閉じて、そのまま、馬からずるずると、


「だから寝るんじゃねぇええええええええええええええええ！」


　が、完全に無視で彼女は馬から落ち、にもかかわらず華か麗れいに空中でくるくると回転すると着地。さらにそのままころりと横になると、おやすみ～とばかりにすやすや眠りの世界に入ってしまう。


　すると彼女を乗せていたはずの馬は、急に背せ中なかが軽くなったことで元気になったのか、ひひーんといなないて、一気にその、速度を増まして、


「だぁもう、あいつ超ちよううぜぇえええええええええええええ！」


　ライナは叫びながら、馬に鞭むちを入れる。そのままフェリスが捨すてた馬を追いかけて、その手た綱づなをつかむ。引く。そして馬を止めると、反転させて、フェリスが寝ているところへと戻もどる。


　そして。


「お～い」


「…………」


「いや、ほんとにこんなだらだらしてる時間ないから。もう、キファと約束した待ちあわせの日、一日過すぎてるから」


「………………」


「いや、もう、半日も走りゃ目的地つくんだから、頑がん張ばろうぜ？　な？　フェリス。頼たのむから」


　すると彼女はこちらを見ないまま、


「……うるさい。眠い。だるい。めんどくさい。おまえ一人でいけ」


「っておまえは俺かよ！　そりゃ俺だって眠くて死にそうだけど、いま頑張んないと、トアレたちの命がやばいんだって。だからもうちょっとだけ頑張ろうぜ？」


　それにフェリスがやっと、起き上がる。それからもう、本当に辛つらそうな顔でこちらを見上げて、


「しかしライナ。私はもうこの四日、一度もだんごを食べてないんだぞ？　体の中の一億二千八百九十二％がだんごでできてる私が、これ以上だんごなしで頑張れると思うか？」


　という質しつ問もんに、ライナは疲つかれた顔で、


「ってそりゃ、おまえの体全体を何％で計算してるわけ？」


　なんてまともな答えを返してみるが、


「いいから私の話を聞けぇええええええええええええええええええええええ！」


　なんか、ものすごい怒おこられた。


　それにライナは苦く笑しようして、言う。


「……ええと、いや、まあ、おまえが四日もだんご食ってなくて辛いのはわかるけどさぁ、こんな緊きん急きゆう事じ態たいのときぐらい、我が慢まんしろよ」


「我慢できん」


「いや、できんじゃなくて……」


「我慢でき─────────ん！　と、いうわけで、この近くにうまいだんご屋があるのです」


　と言って、彼女はひょいっと、四日徹てつ夜やで疲れてるとはまるで思えない元気な身のこなしで立ち上がる。


　それにライナは、


「はぁあああああああ!?　え？　え？　なにそれ？　じゃああれか？　いまの眠い眠いとか言って馬から落ちたのは、そのための演えん技ぎ？」


　するとフェリスはあっさり、


「当然だ！」


「当然じゃねぇよ！」


　が、それに、


「おまえが当然と思うか思わないかは、まるで問題ではない！」


　と、フェリスが力強く言い放って。


「………………はぁ」


　もう、ライナは、ため息しかつけなかった。


　そうじゃなくても彼もだいぶ疲れているのだ。あの、赤あか髪がみの化ばけ物ものと戦って、さらに馬を調達して、寝ねないで爆ばく走そう。


　途と中ちゆうどこぞの貴き族ぞくの厩きゆう舎しやに忍しのびこみ、馬をパクって徹夜で爆走。


　もう死ぬ。眠ねむくて死ぬのもそうだけど、それよりもなによりも、ケツが痛いたくて死ぬ、寸すん前ぜんだった。


　確たしかにそろそろ、少し休きゆう憩けいが必要な気もするが……


　というか、こんなに頑がん張ばっちゃったらもう、こっから二百年分くらい昼ひる寝ねしてても許ゆるされるんじゃないの？　このままどっかに失しつ踪そうして、ずっと昼寝しててもいいんじゃないの？　なんて思いそうになる誘ゆう惑わくが胸むねの中に膨ふくらみまくるが、しかし、そこで踏ふんばってライナは言った。


「……で、でもさフェリス。待ちあわせの場所にいったらイリスがウィニットのだんご持ってきて……」


　が、フェリスが言う。


「ネルファのだんごと、ローランドのだんごは、別べつ腹ばらだぁあああ！」


　と、さっきに増まして力強い主しゆ張ちように、


「……だよねぇ。んじゃ、えーと……少し、休むか……」


　ライナは折れた。


　少し休むか、と、気を緩ゆるめた。


　瞬しゆん間かん。


「うお」


　がくっと体から力が抜ぬけて、馬から落ちそうになる。それをフェリスが手で、支ささえてくれる。


　そして。


「ほれ見ろ。おまえも疲れてた」


「いや……そりゃ、四日も馬に乗ってりゃ疲れるのはあたりまえなんだけど……」


　でも、こんなに疲ひ労ろうしてるとは、自分でも思ってなかった。気を張はり詰つめていたときは気づかなかったが、身体からだ中が異い常じようにだるい。それがなんのだるさかは、すぐにわかる。クラウと戦ったときに使った、身体能のう力りよくを加速させるための、エスタブールの魔ま法ほうの後こう遺い症しようだ。あの魔法は、一時的に大きく身体能力を上げる代わりに、その無む理りはあとからやってくるのだ。おまけに今回は、あの赤髪の化物をなんとかするために、かなり真しん剣けんに体を酷こく使しした。その負ふ担たんがきているのだろう。


　だがそれを含ふくめて考えたとしても、この気けだるさは、それだけじゃ説明できなかった。もう、いまにも目を回して倒たおれてしまいそうなほどの疲ひ労ろうが、全身を包んでいて。


　それに、フェリスが言う。


　こちらを見上げ、それからなぜか、ちょっと怒ったような顔で目をそらすと、言った。


「まったく……おまえは少し、無理しすぎだ。気負うのはわかるが、だからといっておまえ一人でできることなど、たかが知れている。一人で頑張りすぎるな」


　と、つまりは。


「…………」


　そういうことだったらしい。


　あのさっきのフェリスのうざい演えん技ぎも、だんご屋にいきたいとか言いだしたわがままも、すべてはそれを言うための行動だったらしい。


　それにライナはまた、ああ～と思う。


　相変わらず寝ぐせのついた黒くろ髪かみをくしゃくしゃとかいて、


「ああ～……ええと、ごめん」


「うむ」


「んじゃ、とりあえずそのだんご屋にいって、その村で宿とるか」


　するとそれにフェリスが、


「馬ば鹿かが。だんご屋などない」


「へ？」


「だからおまえは本物の馬鹿だということだ」


　そう言ってから、彼女は、なぜかちょっと顔を赤らめて、それを隠かくすように益ます々ます怒おこったような顔になる。


　それを見つめて。


「…………」


　その、彼女の顔を見つめて、


「……ああ、そうだな」


　ライナは困こまったように笑った。


　するとそこで、フェリスがひょいっと跳とび上がって、ライナが乗っている馬に乗ってくる。そのまま彼から手た綱づなを奪うばいとると、


「よし。おまえが馬鹿すぎる馬鹿だということが理り解かいできたら、そろそろ先に進むぞ。あまりもう、時間はないからな。向こうにいったら、おまえにはまた、仕事が待ってる。だから馬鹿はもう寝ろ。ついたら起こしてやる」


　言って、彼女は馬を、走らせ始める。


　それにライナは慌あわてて、


「え、でも、フェリスも全然寝てな……」


　が、そこで、


「いいから寝ろ馬鹿」


　と言って、彼女の手刀が、ライナの首くび筋すじに、


「え、いやちょ、それはまず……」


「うるさい」


「ぎゃふ」


　瞬しゆん間かん。


　ライナの意い識しきは飛んだ。


　あとは闇やみが広がるだけ。


　暗い闇が広がるだけ。


　その、暗い闇の中で。





　ライナは久ひさし振ぶりに、夢ゆめを見た。





　それは妙みように明るい夢だった。


　シオンが出てきて、例の、いたずらっ子爆ばく発はつの顔で、


「はいはいライナ～。居い眠ねむりの時間は終わりでーす。仕事しよう仕事」


　なんて言ってくる。


　なぜかその横でだんごをもぐもぐ食べていたフェリスが、意味もなく剣けんを引き抜ぬいて、


「死ねこのスケベがぁあああああああ」


　なんて怒ど鳴なって殴なぐりつけてくる。


　それはもう、いつもいつも繰くり返されていた、あの光景だった。


　シオンと、フェリスと、三人で。


　あの狭せまい執しつ務む室しつの中で、相も変わらず無む駄だな話をして、わーわーとはしゃいでいる、夢。


　そこにはまるで悩なやみがなかった。


　人の命や、誰だれかの悩みを、まるで背せ負おっていなかった。


　ただ、馬鹿みたいに笑っているだけで。


　ただ、なにも考えずに笑っているだけで。


　そして思うのだ。


　こんな日々がずっと続けばいいって、そう思うのだ。


　いや、そう信じていた。


　こんな日々がずっと続いて、嫌いやだとか、めんどくさいとか言いながらも頑がん張ばっていれば、それなりに世界はよくなっていくんじゃないかって、そう思っていた。


　だからあんなに、笑ってられたのだ。


　終わるだなんて、思ってなかったから。


　馬ば鹿かみたいに笑っていたのだ。


　徹てつ夜やで仕事させられてるのに。理り不ふ尽じんに剣で殴られてるのに。


　ライナはずっと、嬉うれしそうに笑っていて。


「…………」


　そして少し、幸せな気分になる。


　ここのところずっと、ちょっと疲つかれるようなことしかなかったけれど。


　でもその夢を見て、もう少し頑張ってみようかなって、前向きな気分になる。


　夢の中であいつらと馬鹿みたいに笑えたから。


　馬鹿みたいに、本当に心の底から笑えたから。


　でもその夢の終わりに。


　ふと、気づくのだ。


　いや、もう、夢の最初から気づいていたかもしれない。


　その夢が。


「…………」


　その夢がもう、泣きたいほど現げん実じつじゃないことに。


「…………」


　でも少しだけ、願うのだ。


　この夢を見るたびに、いつも願うのだ。


　もし、いまからもう一度目を開けたら、この、めんどくさい現実のほうが夢で、あの、うるさい執務室の中で目を醒さますことができるのなら、俺おれはどんな代だい償しようを払はらってもいいって、ライナは、願うのだ。


　いまから目を開ける。


　そして夢から醒める。


　するとすべての悪あく夢むは終わって、あの、うざい執務室の中で目を醒ますことができるのなら。


　もう次は、間ま違ちがえたりしない。


　シオンを孤こ独どくなまま、独ひとりで残したりはしない。


　一いつ緒しよに笑うために。


　一緒に前に進むために、今度はめんどくさがらずに頑張ろうって、そう思ってるから。





　だからライナは、目を開いた。


　再ふたたびあの、執務室の中で目を醒さますことを願って。





「…………」





　彼は、目を……





　　　　　◆





　　　　　◆





　　　　　◆





「…………」


　目を、覚ますともう、そこは目的地だった。


　ネルファと、ルーナの、国こつ境きよう線せんぎりぎりの土地。


　そこにいま、数万人の人間が集まっている。


　ライナが目を開き、体を起こすと、


「……ん？　目が、覚めたか？」


　と、後ろで、馬を走らせてくれていたフェリスが言う。


　それにライナは振ふり返り、


「……え？　あ、うん。よく寝ねれたよ。ありがとフェリス」


「うむ。私もよく寝た」


「っておまえも寝てどうすんだよ」


　という突つっこみに、彼女は、少しだけ疲れている顔で、


「ふふふ」


　と笑う。


　本当はまるで寝てないということが、わかる顔だった。彼女には珍めずらしく、目の下にクマのようなものができている。相当疲れているのだ。ライナはそれに、


「今度はおまえ寝ろよ。あとは俺が……」


　が、その言葉が終わる前に、


「…………」


　彼女は、ライナの背せ中なかに頭を乗せて、寝てしまった。


　それにライナは微笑ほほえんで、彼女の体が落ちないように左手でしっかり支ささえ、そして再び、馬を走らせ始める。


　といってももう、この辺は人が多すぎて、速くは走れないが。


「…………」


　そのまま、彼は周囲を見回す。


　ここに集まっている人々の、顔を見ていく。


　ここにいるのは、あきらかに兵士ではなかった。


　確たしか話では、スターネルに捨すて駒ごまにされた一万の兵をトアレが救って、それをキファが誘ゆう導どうして、ここに移い動どうしてきた──という展てん開かいになっているはずなのだが。


「こりゃいったい、どういうことだ？」


　と、ライナは困こまったように言う。


　あきらかにここにいるのは、兵士よりも、民間人のほうが多そうだった。


　女に、子こ供どもに、老人。


　まるで戦せん闘とうには役に立たなそうな、民みん衆しゆうの群むれ。


　まあ、どうして彼らがここにいるのかは、だいたい見当がつくが。


「……トアレの奴やつ、人気あったからなぁ」


　そんなふうに呟つぶやいて、彼は馬を進めていく。


　その姿すがたを──馬で、後ろに金きん髪ぱつの絶ぜつ世せいの美女をつれて進むライナとフェリスの姿を周囲の人たちが呆ぼう然ぜんとした顔で見上げる。


　その中の、ネルファの軍服を着き込こんだ一人に、彼は聞いた。


「……あ～、え～とぉ、ここらへんにいるの、トアレ・ネルフィが率ひきいてる兵だよな？　ちょっとトアレに用があんだけど、案内してもらえっかな？」


　するとそれに、兵士が顔を上げる。そしてライナをにらみつける。


　鋭するどい、切れるような眼がん光こうを持った男だった。伸のび放題に伸ばした茶色い髪かみを後ろでたばね、無ぶ精しよう髭ひげを少し伸ばしているせいか、それなりの年ねん齢れいに見えるが、実じつ際さいは二十代後半くらいだろう。


　そいつがこちらを見上げ、目を細めると、


「……おまえがライナ・リュートか？」


　突とつ然ぜん、自分の名前を呼よばれて、ライナは驚おどろいた。


「おっと？　俺の名前を知ってるってことは、もしかしてここじゃお偉えらいさんかな？」


　するとそれに、男は顔を皮ひ肉にくげに歪ゆがめて、


「カザール・セルエス。少しよう佐さだ。スターネル皇おう子じより一万の兵を授さずかって、ローランドを迎え討うつよう命じられ、しかし逆さからっていまは、トアレ様に従したがっている」


　その言葉に、ライナはもう一度きちんと、カザール・セルエスと名乗った男を見てみる。


　中肉中ちゆう背ぜい。鍛きたえられた体に、隙すきのない身のこなし。きっと、それなりに強いだろうと思う。まあ、あの、赤あか髪がみの筋きん肉にく馬ば鹿かが放はなってる異い常じような殺気と比くらべればそりゃ、見み劣おとりはするが。


　だが、こいつが相当な実力者だということは、見ただけでわかった。もっといえば、まだ二十代で少佐の地位にいるというのでも、こいつが、戦場でそれなりの功こう績せきを残しているのだろうということがうかがえた。


　だからこそ、スターネルはこいつに一万もの兵を持たせて、捨すて駒ごまにしたのだろう。


　こいつなら、少しくらいはローランドの兵を食いとめられるんじゃないか？　自分たちが逃にげる時間を稼かせげるんじゃないか？


　そう思って。


　それにライナは笑えみを浮うかべて言った。


「……スターネルの馬鹿さに、感かん謝しやしなくちゃなぁ」


　するとセルエスは怪け訝げんそうにこちらを見て、


「なんだって？」


「いや、おまえみたいな優ゆう秀しゆうそうな奴やつを、平気で捨て駒にするスターネルの愚おろかさに感謝してんだよ。今回俺が立ててる計画は、スターネルが愚かなら愚かなほど、うまくいくからな。ところでおまえ、部下には人気あった？」


　という質しつ問もんには、


「…………」


　セルエスは答えない。だが、答えなくても、わかる。


　と、彼はもう一度、周囲を見回す。


　周囲にいる兵たちはみな、明るい顔をしている。士気も低くない。


　スターネルに捨て駒にされて、さらにローランドの兵にも追われているというのに、これほど明るい顔をしてられるのは、トアレの人望だけでは、説明がつかないだろう。


　それにライナは、益ます々ます嬉うれしそうに笑みを深くする。


「こりゃ案外、なにもしないでも話は前に進むかもなぁ」


　トアレは民みん衆しゆうに人気がある。きっと、スターネルとトアレ、二人が王を名乗ったら、ほとんどがトアレにつくだろう。


　でもってこの、セルエスは、どうも兵たちからの人気が、相当高いらしい。


　このまま、スターネルの横おう暴ぼうな振ふる舞まいが続けば、向こうは勝手に自じ滅めつしてくれるかもしれない。


　トアレが起たち、横をセルエスが固めれば、他の有力な貴き族ぞくや、兵や、民衆たちが、こぞってトアレについてきてくれる可か能のう性せいがある。


　そのときにはおそらく。


「…………」


　おそらく、スターネルの命はもう、ないだろう。それはライナや、トアレや、ローランドがなにもしなくても、だ。


　スターネルはあまりの自分の愚かさのせいで、ネルファ皇こう国こくに殺される。


　そうなってくれれば、わざわざライナがスターネルを攫さらいにいかなくてもすむので、だいぶ楽なのだが。


　でもさらに、本当の問題はその先に待っている。


　スターネルが死んだあと。


　そしてトアレが王になったあと。


　それでもおそらく、ローランドはトアレの命を要求してくるだろう、ということだ。


　いまのローランドは、決してトアレの存そん在ざいを許ゆるさない。


　だからトアレが生き残るためには、二つしか選せん択たく肢しがない。


　一つ。


　国外へ逃にげる。


　二つ。


　ネルファの兵を率ひきいて、ローランドと戦う。


「…………」


　でも、後者は論ろん外がいだ。


　いまのローランドと戦えるような軍事力を持った国は、もう、この南大陸には存在しない。


　それはライナがよく知っていることだった。


　この一年、ずっとシオンと二人で。


　あの執しつ務む室しつで二人で、ローランドをよくしようと頑がん張ばってきたのだ。


　そしてその、たった一年で、ローランドは見み違ちがえるほどに変へん貌ぼうした。


　生まれ変わった。


　軍事の方面にはライナはあまり関かん与よしなかったのだが、それでも、いまのローランドがどれくらいの力を持っているのかは、だいたい想そう像ぞうができる。


　いまのネルファでは、まるで太た刀ち打うちできないだろう。


　まあそれも、ルーナ帝てい国こくと共同でローランドに抵てい抗こうするとなれば、話は別だが。


「…………」


　さすがに二国同時に相手にするほどは強くない、と、思う。


　しかしその、頼たのみのルーナも、ローランドの同どう盟めい国こくだ。


　となればもう、ネルファにはまるで勝ち目はない。降こう伏ふくするしか、道はない。


　つまりトアレは、スターネルを拘こう束そくし、ネルファの王になったあとすぐに降伏宣せん言げんをし、さらにローランドに捕つかまる前に、国外へ逃げる──という作業を、短期間でしなければならないわけで。


　そんなもろもろを頭に展てん開かいして、


「ああもうめんどくせぇなぁ」


　とうめくと、それにセルエスもうなずく。


「ああ。非ひ常じようにめんどくさいな。しかしだからこそ、あまり時間はない。キファ・ノールズに聞いていたおまえの到とう着ちやく日びは昨日きのうだったはずだ。いったいなにをしていた？」


　それに、ライナは真顔になって、セルエスのほうを見る。


「遅おくれて悪かった。これでもかなり急いだんだが、俺の計算ミスだな。だがここから先はミスしない。きちんとこの国を救って、トアレの命も救うよ。だから、トアレのところに案内してくれるか？」


　するとセルエスは、ライナの馬の手た綱づなをつかんで、誘ゆう導どうする。


「こっちだ」


「うん」


　そのまま、馬は再ふたたびゆっくりと歩きだす。


　その、セルエスが誘導していく先に、小さな、テントのようなものが見える。そのテントの外で、見覚えのある金きん髪ぱつの少女と、黒くろ髪かみの少年と、その幼おさな馴な染じみの少女が遊んでいる。


　イリスと、アルアと、ククだ。


　とそこで、イリスがこちらに気づいて、


「あ～！　野や獣じゆうくんだ～！」


　と叫さけぶ。


　それにアルアがこちらを向き、


「ライナ先生！」


　続いてそれで、テントが開き、キファが出てきて、手を振ふってくる。


　それにライナが手を振り返すと、最後に……。


　テントの中から、一人の、ライナと同い歳くらいの男が出てきた。褐かつ色しよくの髪に優やさしい顔。だが、一年前に会ったときよりは少し、その顔に厳きびしさが加わっている。疲ひ労ろうの色も加わっている。


　それだけで、彼がこの数週間に経けい験けんしてきたことのひどさが、伝わってくる。


　そのトアレに向かって、ライナは笑う。


　するとそれに。


「…………」


　トアレも、苦く笑しようするような、困こまったような笑えみを返してきて。


　ライナはそこで、後ろを振り返る。


「おい、フェリス」


「…………」


「フェリス起きろ。なんか、もうついちゃったよ。きっと寝ね床どこがあるから、そこで寝ろ」


　そう言うが、彼女は目を開けないまま、


「んぁ～、じゃあ、そこに運べ」


「自分で歩けよ」


「お姫ひめさまだっこでいけ」


「ってはぁああああ？　はぁああああ？　おまえ、こんな人目があるとこで……」


　が、そう言いかけたところで、彼女の手が、ライナの首をつかむ。そしてぎゅっと締めつけながら、


「やかましい。次私を起こしたら……殺すぞ？」


　と言って、そのまま彼女の指が、本当にライナの喉のどを潰つぶそうと、


「ってわかったああああああ！　お姫さまだっこだろうがお婿むこさまだっこだろうがなんでもしてやるから、殺すなって」


「うむ。ではよろしく。私は寝るぞ」


「……………………ったく」


　ライナはまた、大きなため息をついてから、馬を下りる。それから、もう、完全に深い眠ねむりに入ってしまっているフェリスを下ろす。


　そしてもうめんどくさいったらありゃしないお姫さまご希望のお姫さまだっこで、彼女を抱かかえ上げると、


「姉ねえ様さまだぁあああああああ！」


　と突つっこんできたイリスがフェリスの胸むねに抱だきつく。


　その、二人分の重さが、ライナの腰こしにかかる。腰が抜ぬけそうになる。この迷めい惑わく姉し妹まいをまじで殺したくなる。


　が。


「……うう、ベッドにつれてくまでの辛しん抱ぼうだ。頑張れ俺おれ。こいつらが寝たら、楽になるから……」


　と、自分を励はげまして、歩き始める。


　すると続いて、キファがやってきて。


「…………」


　彼女はこちらをじーっと見ながら、優しく微笑ほほえんでいて。


　でも、さっきの微笑みとはなぜか違ちがう。なぜかちょっと呆ぼう然ぜんとしたような、トゲのあるような目でこちらを見つめて、小さく、


「……お姫さまだっこ」


「へ？　なに？」


「ううん」


「ってかそれよりさ、これ、二人分ですげぇえええ重いんだけど……ちょ、キファ、手伝ってくんない？」


　ライナはそう頼たのんだのだが、キファはそれに、


「やだ」


「へ？」


「やだ」


「えっと……」


　が、そこで、彼女はにっこり笑って、


「なんてね～。うそうそ。手伝ってあげる。ここ数日、大変だったでしょ？　疲つかれてない？」


　なんて言いながら、彼女はライナを助けるように彼の腕うでにしがみつき、下から腕を押おし上げてくれる。それでだいぶ重さが軽くなる。


「お、ちょっと助かった」


「よかった」


「ありがと」


「うん！」


　と、キファが嬉うれしそうにうなずく。
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　それからライナは再ふたたび前を見て、トアレのほうへと向かおうとしたのだが。


　その、トアレが、なぜかちょっと機き嫌げんが悪そうな顔でこちらを──というよりも、キファのほうを見ていて。


「ん？　どうしたトアレ？」


　その、ライナの言葉に彼は驚おどろいたような顔になり、


「へ？　ああっと……あ～、いや、なんでもないです。お久ひさし振ぶりです、ライナさん」


「久し振り」


　そう言って、ライナは手を振ろうとしたが、両手が塞ふさがってることに気づいて、頭だけひょいっと下げてみせた。


　するとトアレも駆かけ寄よってきて、


「手伝いましょうか？」


「ああ、んじゃ上のおまけを頼むよ」


　ライナが言うと、トアレはうなずいて、フェリスの胸にしがみついているイリスを持ち上げる。


　するとイリスの顔がぱっと輝かがやいて、


「わぁ！　高い高いしてくれるの!?　イリスあれ大好き！」


　それに、トアレはイリスを高く上げたり、下げたりする。それからまた、こちらを向いて、


「いやぁ、しかし、ライナさんとこういう形で再さい会かいするとは思ってもみませんでした」


　それにライナもうなずく。いま、トアレが着き込こんでいるあまり似に合あっているとは言い難がたい窮きゆう屈くつそうなネルファの軍服を見て、苦く笑しようする。


「だな。俺も思ってなかったよ。ってかほんとにめんどくさいことになったなぁ」


　とそこで、トアレがテントの出入口を開あけてくれる。中には簡かん易い寝ね床どこがあり、彼はそこを指差して、


「そちらに」


「ああ」


　ライナはうなずき、フェリスをつれていく。そこに彼女を寝かせると、そのまま枕まくらを抱かかえこんで、気持ちよさそうに寝てしまって。


　それに、


「お疲れさま」


　と言って、ライナは微笑む。


　それからキファのほうを向くと、なぜか彼女はまた、む～っという顔をしていて。


　ライナは首をかしげる。


「だからどしたのよ？」


「なんでもないでーす」


「ってその言葉もトゲトゲしてんじゃん」


「してません」


「してるって」


「してないもん」


「そう？」


「うん」


「じゃあ……まあいいか」


「だめ」


「えええ？」


「ふーんだ」


　とそこで、キファはぷいっと顔をそらして、テントを出ていってしまう。


　それにライナはまるでわけがわからんという顔で、


「……なんなんだ、ありゃ？」


　と、トアレに聞く。


　すると彼もなぜかちょっと嫌いやそうな顔で、


「僕ぼくに聞かないでください」


「なんでトアレまで怒おこってんの？」


「怒ってませんよ」


「そう？」


「そうです。それよりも……」


　と言って、彼はこちらを見る。


　そして微笑ほほえむ。


「本当に、お久し振りです。ライナさんが助けにきてくれて、僕は嬉うれしいです。例の『助けにいってやる。理由は友達だから。オッケー？』って言葉、正直泣きそうになりました」


　なんて言ってきて、ライナも笑う。


「ちょっとクサすぎた？」


「いいえ。八はつ方ぽう塞ふさがりでへこんでた僕には、ちょうどよかったです」


「そか。そりゃよかった」


　ライナはうなずいて、それから、近くにあった椅い子すに座すわる。


　するとトアレが、


「昔みたいに、紅こう茶ちやを淹いれましょうか？」


　なんて言ってきて、


「あ～、おまえが淹れるお茶は、うまかったからなぁ。でも、いまはいいや。あんまゆっくりしてる時間、ないからな。えーとそれで、いま俺らがおかれてる状じよう況きようは……」


「キファさんから、全部聞きました。あなたがどこからきて、どうしていま、ここにいるのか……」


　そう言ってから、トアレはこちらをちょっとだけ、責せめるような目で見つめると、


「……もう、ライナさんてば僕に噓うそばっかりついてるんだから、参りましたよ。あなた、ローランドの人だったんですね。それもあの、英えい雄ゆう王おう、シオン・アスタールの親友ときた。おまけに一年前、あなたの従い兄と弟ことして紹しよう介かいされて、僕の家で一いつ緒しよに食事したあのシオンさんが……」


　それにライナは、ちょっとだけバツが悪いような顔で、うなずいた。


　そういや、そうだったのだ。


　トアレには、ライナは自分の身分を偽いつわって出会っていたのだ。


　あのときはローランドからの間者スパイとして、身分を隠かくしながら各地の勇者の遺い物ぶつをフェリスと二人で捜そう索さくしていたのだ。


　ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝てい国こく、イエット共和国と回って再ふたたび、ローランドに帰りついた。


　おまけにトアレとは、シオンも会っている。


　ちょうどシオンが、トアレの祖そ父ふであるネルファ皇国王、グリード・ネルフィを表ひよう敬けい訪ほう問もんしたときで、ライナは護ご衛えいを頼たのまれていた。


　で、そのついでにシオンがライナたちがいる場所を訪おとずれて、そこがトアレの家だったから、一緒に食事までしたのだ。


「…………」


　まさかあのとき、シオンとトアレの関係が、こんなにめんどくさいものになるとは想そう像ぞうもしなかったのだが。


　ライナはうなずいて、言う。


「……ああ。おまえが会った、俺の従兄弟ってことになってたのが、シオンだ」


　するとトアレは、うんざりしたような顔で笑う。


「あの好青年が、英雄王ですか……強きよう敵てきだなぁ」


「まあ、ねぇ。あいつほんと、仕事狂きようだしなぁ……あいつを上回るのは、ちょっとしんどいよ」


「でも上回るんでしょ？」


「じゃないとおまえが死ぬしな」


「ですね。でも、信じていいのかなぁ。ライナさん、シオンさんの親友だったんでしょう？　彼を裏うら切ぎって、僕を本気で助けるつもりなのかと、少し、疑ぎ問もんを持ってしまいます。本当はこれもすべてシオンさんの企たくらみで……」


　が、それにはすぐに首を振ふって、


「それはない」


　と、ライナはきっぱりと否ひ定ていした。


　だがそれでもトアレは、


「あなたがそう言っても、それを判はん断だんするための情じよう報ほうが、僕にはないですからね。さて、僕はこの、数万の命を背せ負おって、正しい決断ができるのか……？」


　そう言った。


　それにライナはトアレを見つめ、


「それって、ちゃんと全部、説明しろっていうプレッシャー？」


　するとトアレはうなずく。


「そうです。さすがに僕も、他の人の命を背負ってまで、独どく断だんで動くわけにはいきませんよ」


「まあ、そりゃそうだろうけど。で、なにが聞きたい？」


「聞きたいのはまず、一番初めに、あなたが僕に接せつ触しよくしてきたときのことです。あれも全部、演えん技ぎだったんですか？　ネルファの王族の血を引く僕に接触するために、あのチンピラを差し向けて、それを助けたっていうあれも、全部演技だったのか。それが知りたい」


　と、トアレはそう言った。


　そして言ったと同時。


　テントの周囲が尋じん常じようじゃない数の殺気で囲まれたのに、ライナは気づく。おそらくは兵士が取り囲んでいるのだろうが。


「……おっとこりゃ、トアレちゃんてば、慎しん重ちょうだなぁ」


　なんてライナは軽口をたたく。


　続いてその殺気にフェリスが目を覚まして、


「……おいライナ」


　が、ライナはすぐに、


「寝ねてろ、フェリス。問題ない。ちょっと説明すれば、すべてすむ」


「しかし」


「大だい丈じよう夫ぶだから。おまえ、疲つかれてるだろ？　寝てろって。だいたい、この程てい度どの相手なら、俺おれ一人でなんとかできる。いざとなったらトアレを人ひと質じちに取ればいいしな」


　それにフェリスは、


「……まあ、それもそうか」


「それもそうだ」


「わかった。だが、なにかあったら……」


「ないって。俺おれとトアレが仲いいのは、おまえも知ってんだろ？　だから、安心して寝てろって」


　ライナが言うと、フェリスはうなずいて、また、眠ねむり始める。


　それを確かく認にんしてから彼は、トアレを見る。困こまったような顔で見る。そして、


「兵を引けよ。俺はおまえの味方だって言ってんだろう？」


　だがトアレはこちらから目を離はなさずに、


「……でもあなたは、シオンさんの親友だ」


　そう言った。


　親友──と、トアレは言った。


　それにライナは少し、悲しげな顔になって、


「ああ」


　うなずく。


「ああ、そうだな。だが、そのシオンのためにも、俺はおまえをあいつに殺させたくないと思っている」


「シオンさんのため、ですか？」


「ああ。あいつと俺の考えは、もう、違ちがうんだよ。いまはもう、同じ方向を見ていない」


　そう、言ってから、しかし、本当は最初からずっと、あいつとは違う方向を見ていたんじゃないかって、ライナは少しだけ思った。


　あいつはいつも独ひとりでなにもかもを抱かかえこんで、苦しんで、泣きそうになって、なのにそれを親友にすら話さないような馬ば鹿かな奴やつだったから。


　もうずっと別の方向を見つめているのに、泣きそうな顔を隠かくして、あいつは笑っていたのかもしれないと、そう思った。


　だからこんなことになった。


　だからこんな、取りかえしのつかないところまで進んでしまった。


　だが、あいつが考えてそうなことは、だいたいわかる。


「……あいつは……シオンはたぶん、最短の道で世界の争いをなくそうとしている。最も犠ぎ牲せいの少ない道を選んで、進もうとしてる。だが俺は、少し違う。俺は人の命を、多い少ないで区別したくないと、そう思ってる。十万の命を救うためにおまえが犠牲になるとか、百万の命を救うためにシオンが犠牲になるとか、そんな馬鹿げた話は許ゆるせない。少なくとも俺は嫌いやだ。おまえが死んだら俺は泣くし、シオンが死んでも、俺は泣く。だが俺は泣くのが嫌きらいだ」


　するとそれに、トアレが苦く笑しようした。


「わがままだなぁ」


「……そうかもな。でも、そこで揉もめて、たぶん、俺とあいつは離れた」


「ライナさんがあんまりわがままだから？」


　それにライナは笑って、


「そう」


　と、言った。


「でも、あいつだってほんとは、俺と同じことを思ってるはずなんだ。なんせあいつは、人が争うのが嫌いで、泣くのが嫌いで、なのに誰だれも、あの腐くさった国を救う奴がいなかったから、なりたくないのに仕方なく王になったような奴なんだぜ？　そんな馬鹿みたいに優やさしい奴が、おまえを平然と殺して、ネルファの民たみを平然と殺して、これは必要なことだから仕方ないって、簡かん単たんに割わりきって笑えてるはずがないだろう？」


　いや、実じつ際さいにあいつは、まるで割りきれてないのだ。じゃなきゃいま、ライナがここに生きていることすらがおかしいのだ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやは他者を殺してしまう呪のろわれた生き物で。なら、多くの人間を救うためには、暴ぼう走そうする可か能のう性せいがあるライナは真っ先に殺したほうがいい災さい厄やくのはずで。


　なのにあいつは、殺せなかった。


　ナイフを握にぎって、涙なみだを流しながら殺すと叫さけんで、なのにあいつは結局、ライナを殺せなかった。


「あいつはほんとに……馬ば鹿かなんだよ。いつも独りで全部抱えて、独りで泣きそうになって。それでももう、仕方ないって……前に進み始めた。だが俺はそれを止めたい。そして一いつ緒しよに、他ほかの方法を探さがしてみようって。おまえは独りじゃないんだから、なにもかもを背せ負おう必要はないんだって、言ってやりたいんだ。だがもう、俺はあいつのそばにいない。俺の声はあいつの耳には届とどかない。だから俺は、上を目指そうと思った。あいつに届くくらい声を大きくしてみようと思ったんだ。そのために俺は……」


　とそこで、トアレがこちらを見つめたまま、


「そのためにあなたは、僕ぼくを救いにきた」


　ライナはうなずく。


「……どっちも友達だ。さっきも言ったが、俺は友達が泣いたり、死んだりするのは嫌いだ」


「……なるほど。しかしシオンさんは、あなたを殺そうとしたと僕は聞きましたが……それでもあなたは、シオンさんを救いたいと思ってるんですか？」


　が、ライナはその問いに、


「同じことを、何度も言わせるなよ」


　あっさりそう、答えた。


　それに、トアレは微笑ほほえむ。


「……なにをされたところで、友達が泣くのは、嫌い……か。それは、僕がなにをしたところで、友達だから命をかけて守るってことですよね？　それはそれでなんか、心強いなぁ」


　ライナはそれに、肩かたをすくめる。


「ま、おまえがこれ以上俺に、むかつくクサいセリフを言わせ続けようってんなら、友達やめるけどな」


　するとトアレはそれに、ははっと声をだして笑った。それから、


「では、初めて会ったときのことは……」


「ありゃほんとに偶ぐう然ぜんだよ。俺はおまえの身分なんか知らなかったし、知っててもどうでもよかった。だが、ローランドはそう思ってないみたいだな。おまえの人気を、危き険けん視ししてる。おまえは寝ねてたから気づいてないだろうけど、一年前、俺がおまえの家に滞たい在ざいしてたときにローランドからの刺し客かくがきてさ、それを俺らが追い払はらったんだ。まあ、そんときは俺もそいつが、ローランドからの刺客だってのには気づかなかったんだが……」


　とそこで、ライナは、トアレを襲おそってきた刺客のことを思いだす。


　ミラン・フロワードという名前の、まるで悪あく魔まのように冷たい目をした、勇者の遺い物ぶつを使いこなす嫌いやな奴やつのことを。


　奴と初めて戦ったのが、トアレの家の、庭だった。


　まさかその、フロワードが、シオンの部下だとは思わなかったが。


　あれも。


　あの、トアレの暗殺未み遂すい事件も、シオンの命令だったのだろうか？　それなら本当に、最初からシオンとは見ている方向が違ちがっていたということになるが。


「…………」


　まあ、それはいま考えてももう、仕方のないことか、と、ライナは無む駄だな思考を振ふり払う。


　するとその話に、トアレがまた驚おどろいたような顔になった。


「そんな話、僕聞いてませんよ？」


「言ってねぇもん」


「言ってくださいよ」


「言ったって、どうにもならなくない？」


「え？　いや、そりゃそうだけど……でもじゃあ僕は、あなたたちに、二度も命を助けられてるってことですか？」


　が、それにライナは気にするなとばかりに手を振る。


「俺らはメシ奢おごってもらって、寝る場所も提てい供きようしてもらって、おまけに図書館にも入れてもらったから、チャラだよ」


「いやそこはチャラにならないでしょう」


「そう思う？」


「思います」


「なら今回も、俺を信用してくれよ。それでチャラだ」


「でもそれも、僕を助けるためじゃ……」


　しかしそれに、ライナは首を振った。


「それは違う。これは俺が、シオンを助けるための手伝いをおまえにもしてもらいたいって誘さそいにきてんだ」


　そう言ってから、ライナは手を、トアレに向かって差しだした。


　そして言う。


「手伝って、くれるか？」


　真しん剣けんな顔で、トアレを見つめる。


　そしてそのやり方は、まるでシオンが、俺にやったのとそっくりだなぁ、なんて、ライナは心の隅すみっこで思う。


　一いつ緒しよにいこうと言って、シオンが差しだしてくれた手を思いだす。


　それに自分がどれだけ救われたのかを。ずっと孤こ独どくで、自分なんて死ねばいいと思っていたはずなのに、その一言で、その彼が差しだしてくれた手で、どれだけ救われたのかを思いだす。


　でもこれからは違う。


　これからは、救われるばかりじゃなく、救ってみようと、そう思う。


　もちろん、あいつみたいにうまくやれるとは思わないけれど。


「…………」


　だからライナは、トアレに向かって、手を差しだした。それで彼が救われるのかはわからない。いや、この道を進んだからって、トアレを救って、そしてその先で、シオンを救うことができるのかはわからない。


　でも、もう、誰かが傷きずつくのを見て見ぬふりして、逃にげ回るのは嫌だから。


　前に進む。


　その結果、なにが起こったとしても、そのすべてを背せ負おって前に進もうと、ライナは思った。


　それはシオンがしたように。


　逃げ回っていた俺を救った、あいつがしたように。


　だからライナは手を、真まっ直すぐにトアレへと差しだして。


　するとその手を、トアレは見つめる。苦く悩のうがにじんだ瞳ひとみで、その手を見つめる。


　決けつ断だんは、苦しいと思う。彼の背中には、数万の命がのしかかっている。選せん択たくを誤あやまれば、その命がすべて、失われる可か能のう性せいもあるのだ。


　ひどく、怖こわいと思う。


　それを背負うのはひどく怖い。


　あのあほみたいに我が慢まん強いはずのシオンが、泣き叫さけぶほどの重さだ。


　だからトアレはしばらく、無言でライナの手を見つめていた。


　しかし最後には、


「……もう、まいったな。あなたにそんなに真っ直ぐこられると、テントを兵で囲んでいた自分が恥はずかしくなるじゃないですか」


　なんて言いながら、彼は、ライナの手を取った。そして、


「わかりました。あなたを信じましょう。今度は、身分も偽いつわってないですしね」


　そう言って、笑った。
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　それにライナも微笑ほほえんで、


「いや、今回も偽ってるぜ？　この、ちょっといつもよりもやる気を見せてる俺は実はニセモノで、ほんとは全部投げだして昼ひる寝ねしにいきたいのが、本物」


　と言うと、トアレが、


「知ってますよ？　そして僕も、ほんとは投げだして昼寝に便乗したいです」


「だよなぁ」


「はい。でも、困こまったことに逃げるわけにはいかないと……それで今後の計画は、どうなってるんでしたっけ？」


　その問いに、ライナはトアレの手を放す。それから頭をかいて、再ふたたび思考を進める。


　当初のライナの計画では、こうなっていた。


　めぼしい、優ゆう秀しゆうそうな人物を見つけて、ここで兵と、民みん衆しゆうを守ってもらう。


　その間にライナたちはトアレを連れて、スターネルを攫さらいにいく。


　でもってもしも、ライナやトアレが不ふ在ざいの間に、ローランドが約束を破やぶって攻せめてくるようなら、例の計画を実行に移うつす。


　例の、ネルファの兵たちにローランドの国旗を掲かかげさせて、ルーナに攻め入ってもらい、そしてすぐに負けて逃げる、という演えん技ぎだ。


　この演技は、ローランドに対して強力な脅きよう迫はく材料になるはずだった。


　なにせ、ヘタをすれば同どう盟めい国こくのはずのルーナとの関係が、ひどく悪化する可能性があるからだ。


　もちろんルーナとローランドは同盟国なので、今回のこの、ライナの計画はすでにルーナ側に伝えられている可能性もあるが、しかしそれもあまり問題ではない。


　問題は、ローランドの国旗を掲げた兵が、あっさりルーナに負けてしまう、という、他国からの見え方。


　たとえばその情じよう報ほうがカッスラーに届とどけばどうなる？


　いや、他国じゃなくてもいい。


　スターネルが率ひきいるネルファの兵に届けばどうなる？


　同盟国の、ローランドを怖おそれて言いなりになっているルーナの兵たちが、勘かん違ちがいしたらどうなる？


　噂うわさは簡かん単たんに広まる。


　悪い噂ならなおさらだ。


　そしてその噂が広まれば、シオンが描えがきたがっている、強いローランド帝てい国こくのイメージは崩くずれる。誰も逆さからう気にならないほど圧あつ倒とう的な力を持つローランド、というイメージは、簡単に崩ほう壊かいする。


　南大陸の他ほかの国々による連合が生まれ、ローランドは、簡単には北上できなくなる可能性がある。


　だからきっと、今回の計画は簡単に成功するだろう。


　シオンは本当は優やさしくて、犠ぎ牲せいが最も少ない道を選ぼうとするはずだから。


　だからこそ今回の計画は、ルーナに攻め入ったりしなくても、このままきちんとやるべきことをこなしていれば成功するはずだった。


　そしてそれを、ライナはトアレに説明しようとした。


　大だい丈じよう夫ぶ。


　俺おれについてくればすべてがうまくいくと、トアレに説明しようとした。


　だがそこで。


　ライナが、トアレに計画を話し始める前に。


「…………」





　あっさりその、すべてが狂くるい始めた。





　突とつ然ぜん、テントの入口が開く。


「ん？」


　そちらに、ライナは目をやる。


　するとそこには、見覚えのある顔をした男が立っていた。


　後ろでくくった金きん髪ぱつに、穏おだやかな顔。


　そいつは数日前、ライナがクラウを襲おそったときにフェリスが人ひと質じちに取った男だった。


　名前は確たしか、シュス・シラーズとかいったか。


　クラウ・クロムの、優ゆう秀しゆうな副官。


　ライナはその、シュスを見て、少しだけ驚おどろいた顔で、


「おっとこりゃ、ずいぶんと使者がくるのが早かったな。もう、俺の提てい案あんをシオンに伝えたのか？」


　そう聞くと、シュスはうなずく。そして、


「……伝えました」


　そう言ったときの彼の顔が、なぜか暗く、少し辛つらそうで。


　それにライナは怪け訝げんな表情になりながら、聞いた。


「……で、あいつはなんだって？　受け入れてくれるって返事がきてんだろ？　どうせこの提案を受け入れる以外、あいつには選せん択たく肢しはないはず……」


　が、その言葉を遮さえぎって、シュスが言う。


「いいえ。返事はまだ、きてません」


「んぁ？　返事がきてない？」


「はい」


「じゃあ、なんでおまえはここにきたんだよ？　返事がきてないなら、ここにくる意味ねーだろ？」


　という、ライナの言葉に、シュスはさらに、辛そうな顔で、


「……実は私は、陛へい下かからではなく、クラウ・クロム元げん帥すい閣かつ下かからの伝言を、あなたに伝えに参りました」


「赤あか髪がみからの？」


「はい」


　それに、ライナはますます訝いぶかしげな顔になる。


　まるで意味がわからなかった。


　いまの状じよう況きようで、シオンからの返事ではなく、クラウからの伝言がくるなんてことは、まるで予想していなかったのだ。だからその、伝言の中身も、まったく予想できない。


　しかし。


　その伝言の内ない容ようがあまりよくないことだけは、わかる。シュスの顔を見れば、それはすぐにわかる。


　その、シュスの暗い表ひよう情じようを見つめて、ライナは聞いた。


「で、なんだって？　あの赤髪の筋きん肉にく馬ば鹿かは、いったいなんて言ってきてる？　俺がむかつくから、殺すって？」


　するとシュスは、そんなライナの軽口にはまるで取りあわずに、真しん剣けんな声こわ音ねで、


「いいえ。元帥閣下はあなたに……『逃にげろ』と……」


　そう、言った。


　逃げろ。


　その、言葉に、ライナは首をかしげる。


「はぁ？　逃げろ、だ？　そりゃ、どういう意味だ？　なんで俺らが逃げなきゃならない。ローランドを脅きよう迫はくしてるのは俺たちだぞ？　いま、おまえらはルーナとネルファ、同時に相手にするなんてことはできないだろうが。それを防ふせぐために、シオンは俺の提案を絶ぜつ対たいに受け入れ……」


　しかし、シュスはそれも遮さえぎって、


「……ローランドはすでに、ルーナ帝てい国こくへ進軍を始めています」


　そう、言った。


　それにライナは目を大きく見開き、


「……なっ」


　とだけしか、言えなかった。


　だが、シュスの言葉は続く。


「あなたの伝言への、陛下からの返事はありません。完全に無む視しされました。そしてローランドはすでに、ルーナの南の国こつ境きようを越こえ、もの凄すごい勢いきおいで北上しています。指し揮き官かんはバユーズ・ワイト元帥と、ミラン・フロワード中ちゆう将じよう。ルーナからの降こう伏ふくも受け入れず、虐ぎやく殺さつを続けています。そして私たちにも伝令がきました。スターネル・ネルフィ、トアレ・ネルフィ両名を処しよ刑けいするまで、攻こう撃げきの手を緩ゆるめるな。ローランドの力を見せてやれ──とのことです」


　それに。


　それにライナは。


「…………」


　言葉を失っていた。


　そしてシュスがいま言ったことの内容を、必死に考える。気を抜ぬくと真っ白になってしまいそうな頭で、必死に考える。


　シュスは言った。


『あなたの伝言への、陛下からの返事はありません』


　シュスはそう言った。


　だが、それは違ちがうと思う。


　もう、返事はきたのだ。


　シオンはライナの提てい案あんに対して、態たい度どで示しめしてきたのだ。


　おまえの賢さかしげな計画には従したがわないと。ローランドは、おまえの力など借りずに、力で、スピードで、恐きよう怖ふで、威い圧あつで、世界へ挑いどむと。


　そのためなら、多少の犠ぎ牲せいはいとわない。その犠牲がたとえ、数十万、数百万もの人の命であろうとも。


　シオンが使う天てん秤びんは、それほどにもう、巨きよ大だいなものになっているのだ。


　それにライナは、


「…………くそがっ」


　と、吐はき捨すてるように言った。


　また、ミスった。


　また計算をミスった。


　そのせいで大おお勢ぜいの人が死ぬ。


　俺が馬ば鹿かで、愚おろかで、考えなしなせいで、大勢の人が死ぬ。


　俺の覚かく悟ごがまだ、シオンよりも足りなかったせいで、またたくさんの人間が死ぬ。


　それを思うと、


「……くそ、くそ、くそ」


　彼はもう、泣きそうになった。


　逃げだしたくなった。


　すぐさまもう、どこか遠くへ、逃げだしたくなった。


　だが、逃げる場所はないのだ。すでにたくさんの命を抱かかえこんでしまっているのだ。


　突とつ然ぜん絶ぜつ望ぼうが頭を殴なぐりつけてきて、もう、泣き叫さけんで、悲鳴を上げたくても。


「…………」


　シオンと同じように、前へ、進まなければならない。


　あいつと同じように、前へ、進まなければならない。


　歯車は回るから。


　狂くるったように激はげしく回るから。


　だからライナは。


「………………」


　顔を、上げた。


　シュスをにらんで、低く、かすれるような声こわ音ねで、


「……ローランドは、ルーナとネルファを、同時に潰つぶすほどの力がもう、あるのか？」


　そう聞いた。


　しかしそれは、愚ぐ問もんだった。


　もう、結果が証しよう明めいしているのだ。


　ルーナはすでに降こう伏ふくを発表して、しかしそれをローランドが受け入れずに、叩たたき潰そうとしている。


　そしてこの演出パフオーマンスは、劇げき的てきな効こう果かを生みだすだろう。ネルファとルーナ、二つの国を、圧あつ倒とう的な力で叩き、潰し、踏ふみにじることによって、ローランドは一ひと度たび戦争を始めたら、絶対に降伏を認みとめない怖おそろしい国なのだというイメージを作りだすことができる。


　そのイメージで、他国を震ふるえあがらせることができる。


　そうなれば次に行う、抵てい抗こうせずに軍門に降くだれという降伏勧かん告こくを、円えん滑かつに進めることができるようになる。


　それだけでもこの虐ぎやく殺さつには。


「…………」


　この、ルーナとネルファでの虐殺には、意味がある。


　今後の犠牲を減へらすための、最高の選せん択たくになる。


　シオンはまた、最も犠牲の少ない道を進むために、大量の人の命を奪うばう。


　シオンはまた、最も短い道を進むために、大量の人の命を選ぶ。


　覚悟が足りなかったのは。


　覚悟がまるで足りなかったのは、


「……俺だけか」


　ライナは、泣きそうな顔でうめくように言った。


　だが本当に、ローランドが、ルーナとネルファを同時に圧倒できるほどの力を手に入れていたとは思わなかったのだ。予想もしていなかったのだ。


　それに。


「……くそが。それも俺の計算ミスだ」


　と、ライナは呟つぶやく。


　シオンとあれだけ同じ時間を過すごしていたのに、まるで気づかなかった。


　彼の抱かかえる闇やみの深さに、まるで気づいてやれなかった。


　それを悔くやむ。


　悔やんでも仕方がないのに、それを後こう悔かいする。


　ライナは言った。


「……シオンのやり方は、わかった。で、クラウは俺に逃にげろって？」


　するとシュスはうなずく。


「あと二日したら、我われ々われも進軍を再さい開かいします。次に戦場で会ったときは、あなたがたを皆みな殺ごろしにするつもりです。ですが、二日だけ……我々はいまの場所に止とどまる。その間に……」


　その先の言葉を、ライナは継ついだ。


「……その間に、俺らに逃げろと？　ってことは、クラウは今回のシオンの下した命令には、不満があるってことだよな？」


　が、それにシュスは、


「いいえ、そうは言ってません。元げん帥すい閣かつ下かは決して、陛へい下かからの命令に逆さからったりはしません」


　と言いつつも、クラウはすぐに進軍せずに、二日の猶ゆう与よをこちらにくれるという。おまけにいま、シオンがルーナを攻せめ始めたという情じよう報ほうを、ライナに教えてくれた。


　これが、シオンの命令に逆らってないということになるのかどうか、そのへんは疑ぎ問もんだが。


　しかしそれにライナは、


「そうか」


　と言った。


　するとシュスはまた、うなずいて、


「そうです。そしてこれで、私の任にん務むは終わりました。次にあなたにお会いするのは……」


「戦場？」


「ええ。次は殺しあいです。以前のようにあっさりやられたりはしないので、お覚かく悟ごを」


　そう言って、シュスは踵きびすを返す。そのままテントを出ていこうとする。


　その背せ中なかに、


「……クラウに、助かったと礼を言っといてくれ」


　そう声をかけると、シュスは軽く手を振ふっただけで、テントから出ていってしまった。


　それを見送ってから、ライナは、


「…………」


　大きく息を吸すって、それから吐はいた。自分の体の中に膨ふくれあがった絶ぜつ望ぼうを、すべて吐きだすかのように、思いっきり息を吐きだした。


　そして再ふたたび、横にいたトアレの顔を見る。


　するとトアレも、難むずかしい顔をしている。その顔を見つめ、


「悪わりぃトアレ。計画が全部狂くるった」


「聞いてましたよ」


「で、次の展てん開かいなんだが……」


　するとトアレは疲つかれた笑えみを浮うかべ、


「僕ぼくが自分からローランドに名乗り出て、処しよ刑けいされるってのは……？」


　が、ライナは首を振った。


「無む駄だだ。ローランドはルーナの降こう伏ふくも受け入れてない。どこまでの虐ぎやく殺さつで満足するのかはわからないが……まあ、少なくとも、おまえについてきた兵たちは、皆殺しにされるだろうな」


　それにトアレが、悲しそうに笑った。


「うわ、それはちょっと……まいったな。じゃあ、僕が兵たちを率ひきいたせいで……」


「いや、それは違う。おまえがこの兵を止めなけりゃ、もうとっくにクラウたちに皆殺しにされてる。おまえはあいつらの命を救ったんだ」


「ほんの数日の間だけですけどね……でも、じゃあ、どうします？」


　その言葉に、ライナは再び黙だまりこむ。


　思考するようにテントの、屋根の部分を見上げる。テントの屋根の部分をすかして入ってくる陽ひの光が、赤い。


　もうすぐ日が暮くれる。


　夜になる。


　夜になってしまったら、もう、動けない。


　だが、もう、ほとんど時間がないのだ。


　南からも、ルーナ側からも、ローランドの兵が迫せまってくる。


　逃にげなければ、殺される。


　皆みな殺ごろしにされる。


　それに。


「…………」


　それにライナは、


「セルエス少しよう佐さ！」


　声を上げた。


　するとテントの入口が開く。セルエスが入ってくる。


「なんだ？」


　その、いかめしい顔を見て、ライナは言う。


「俺おれの計画は失敗した。ローランドの兵が、ルーナ側からも攻せめてくる。もう、いますぐに逃にげる必要がある。だから兵を発たたせろ。逃げるぞ」


　するとセルエスがこちらを見すえて、


「民みん衆しゆうはどうする？」


「解かい散さんさせて、西へ逃がせ。俺たちは北へ、カッスラー自じ治ち聖せい都とのほうへと真まっ直すぐ抜ぬける。ローランド軍が追いかけてくるのは、俺たちのほうだろう」


「なるほどな。つまり俺たちは民たみを逃がすための囮おとりになるわけか。そりゃ、うまい死に場所だ」


　なんていう、彼の言葉に、ライナは顔を歪ゆがめる。


「……すまない」


　だがそれに、セルエスはいかめしい顔に初めて、薄うすい笑えみを浮かべる。


「いや、おまえの選せん択たくは間ま違ちがっていない。これでおまえを少しだけ、信用する気になったよ」


　それだけ言って、彼は振り返る。そして、


「状じよう況きようが変わった！　いまからまた、場所を移い動どうするぞ！」


　などと叫さけびながら、外へでていく。


　ライナはそれを確かく認にんしてから、今度はトアレのほうを見る。


「じゃあいくぞトアレ。もう時間がない。さっさと移動する。おまえは真っ先に狙ねらわれるだろうから、一番前で逃げろ」


　しかしそれになぜか、トアレは悲しげに笑って、


「……いや、それはできません。僕は残ります」


　なんてことを言ってきて、ライナはまた、顔を歪める。


「はぁ？　なんで？　おまえここに残って、どうすんだよ？」


　するとトアレは、


「……ここに独ひとりで残って、時間を少しでも稼かせぐためにローランドと交こう渉しようを……」


　が、彼が言葉を言いおわる前に、ライナは、


「馬ばぁ鹿か！」


　と、怒ど鳴なった。


「ちゃんと頭使えよトアレ！　おまえがここに残ったら、おまえについてきた兵のうち、大半がここに残るとか言いだしかねねーだろうが。そしたらそいつらはどうなる？　おまえと一いつ緒しよに皆殺しか？　おまえは逃げるんだ。そして、兵をカッスラーへ亡ぼう命めいさせる」


　その言葉に、トアレは不安そうな顔で、


「カッスラーが、ネルファの兵を受け入れてくれるでしょうか？」


　が、その問いにもライナはあっさり、


「知らん。だが、それしかもう、道がない。どちらにせよ、ここにいたら皆殺しだからな。やってみるしかない。だが、やるからには……やるからには俺は……絶ぜつ対たいに一人も死なせないぞ。さっきは囮と言ったが、だからといって、死ぬ必要はないんだ。ローランドに追いつかれる前に、俺たちはカッスラーに抜ける。おまえも生きて、逃げきる。みんなで逃げきって、最後に笑う。だからもう、馬ば鹿かみたいに死ぬとか言いだすな。わかったか？」


　そう、ライナが少し強い口く調ちようで言うと、それにトアレはこちらをしばらく見つめてから、


「……わかりました」


　とうなずく。それから少し、嬉うれしそうに微笑ほほえんで、


「あと、助けにきてくれて、ありがとう……ライナ」


　そう、言った。


　ライナさん、ではなく、ライナと呼よび捨すてだった。


　それにライナは照れたような、ちょっとだけうんざりしたような顔で、


「ああもう、そんなんはいいから。じゃあ、セルエス少佐んとこいけ。おまえが指し揮きをとりゃ、兵が速く動くだろ。民衆は軍服を脱ぬいだ千の兵士に守らせて、解散。で、残りの兵は北へ……」


　が、ライナが、そこまで言った──





　瞬しゆん間かん。





「ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


　悲鳴が、周囲を包んだ。


　続いて頭がぐらぐらしそうなほどの轟ごう音おんが、耳をつんざく。


　それに。


「…………」


　それにライナは今度こそ、驚きよう愕がくの表ひよう情じようで、大きく目を見開いた。


「そんな……」


　と、呟つぶやく。


　だが、また、


「助けてくれぇえええええええええええええええええええええええええええええええ」


　という悲鳴が響ひびいて。


　続く、轟音、轟音、轟音。


　それにライナはただ、


「……そんな、馬鹿な……」


　と、呆ぼう然ぜんと呟く。


　本当に、そんなはずが、ないのだ。


　こんなに早く。


　こんなに早く、敵てきが、ここまでやってこられるはずが、ないのだ。


　だが、相変わらず轟音は響く。


　テントの中でさえ、目が眩くらんでしまいそうなほどの、閃せん光こうと、明めい滅めつ。


　それに続く、轟音。


　そのすべてを、ライナは知っていた。


　ローランドが使う、戦争用の大だい規き模ぼ魔ま法ほうだ。


「……いったい、どうなってる!?」


　叫さけんで、ライナはテントを飛びだす。


　するとテントをでた瞬間。


　夜の、暗い空いっぱいに、光が広がって。


　ライナの、目の前の人々が数十人。


「…………」


　一瞬にして焼き払はらわれた。


　魔法によって生みだされた高熱に焼かれ、男が、女が、子こ供どもが、老人が、悲鳴を上げる。


　悲鳴を上げる。


　悲鳴を上げる。


　そして火に焼かれて。


　強きよう烈れつな炎ほのおに焼かれて人が、死んでいく。


「……うあ……くそ、そんな……」


　それを見て、ライナは震ふるえる。動けなくなる。
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　しかしその、地じ獄ごくのような光景の向こうから、キファが駆かけ寄よってくる。


「ライナ！　ルーナ側の国こつ境きようから、ローランドの兵が……」


　彼女はもう、いまにも泣きだしそうな顔をしている。彼女の腕うでには、負ふ傷しようしている、まだ四、五歳さいの少女が抱だかれている。


　それを見て。


　キファの、泣きそうな顔を見て。


　ライナは我われに返った。彼女を見つめ、


「……わかってる。すぐに逃にげるぞ。セルエス！　民みん衆しゆうを守りながら、全員で北へ逃げる！　兵を動かせ！　ローランドの大規模攻こう撃げき魔法に対たい処しよさせろ！」


　そのライナの声で、セルエスが命じる前に兵たちが動き始める。


　続いてトアレもテントから出てきたので、彼にも言う。


「トアレは民衆を先せん導どうして、逃げろ」


「ですが」


「ですがじゃない。おまえがいかなきゃ、誰だれも動かない。ってか、がたがた言ってないで早くいけよ！　後ろはなんとか俺らが食いとめるから、おまえは全力で、みんなを連れて逃げろ！」


　それに、トアレはまだなにかを言おうとしていたが、やがて決心したのか、一つうなずいて、走り去る。


　ライナはそれを見つめ、それから横で、不安そうな顔をしているキファに、


「キファ」


「はい」


「イリスとアルアとクク連れて、トアレについていけ」


　それに、彼女は悲しそうな顔をする。ここで一いつ緒しよに戦うと、言いだしかねない顔をする。だが、彼女は顔を、泣きそうに歪ゆがめたまま、


「……わかった」


　と、言った。


　胸むねに抱いた少女をぎゅっと抱かかえ、そして、


「トアレをサポートして、ちゃんとカッスラーへ抜ぬけられるよう、私頑がん張ばる。でも私も頑張るから、ライナも……」


　しかしそこまでで、彼女の言葉が意い識しきから消える。その話を聞いてる暇ひまは、もう、ほとんどなかった。


　だらだらしていれば、すぐにも次の、大規模攻撃魔法がやってくる。そうすればまた、数十人、数百人の人が死んでしまう。


　それは絶ぜつ対たいに防ふせぐ必要がある。


　ライナは、魔法が放たれた方向を見る。


　その方向へ向けて、彼は目を、大きく見開く。


　すると彼の黒い瞳ひとみの中央に、朱しゆ色いろの五ご方ほう星せいが浮うかび上がり、輝かがやき始める。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼よばれる、呪のろわれた瞳だ。


　その瞳めで彼は、まだ、遠いかなたで作られている大規模攻撃魔法の術じゆつ式しきを見つけようとする。


　だが、見えない。


　魔法の構こう成せいが、見えない。


　それはまだ、作り始められていないのか、それとも大規模攻撃魔法は作らずに、兵たちはこちらに一直線に向かってきているのか？


「くそ。見えなきゃ、抗魔法カウンタースペルも使えな……」


　が、そこで。


「ライナってば!?」


　顔を、横から思いっきり平手で殴なぐられた。


　それにライナは、


「うお？」


　と言う。


　それから、自分を殴った奴やつのほうを、見る。


　するとそこには、さっきと同じように、泣きそうな顔をしたキファがいて。


「えっと、え？　なんで、殴ったの？」


　ライナが聞くと、彼女は怒おこったような顔で、言う。


「ライナが私の話をちゃんと聞いてくれないからでしょ！」


「ええと、キファの話？」


「そう！」


「で、でも、いまはそんな場合じゃ……」


　が、それも遮さえぎって、


「そんな場合じゃないからこそ、私は大切な話をしようとしてるんでしょう！　だからちゃんと聞きなさい！」


　と、もう、すごい剣けん幕まくで言ってきて。


　それに。


「……ええと、あ～、うん。ごめん……」


　ライナは謝あやまると、キファはうむっとうなずく。


「わかればよろしい」


「う、うん。で、キファはなにが言いたいのかな？」


　するとそれに、キファは一度、大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔ま法ほうが放たれたほうの空を見上げ、それから再ふたたび、こちらを向く。


　そして彼女は真剣な顔で、


「時間がないから、ライナがいま、一番考えておかなきゃいけないすごく大切なことを、一気に言うよ？」


　そう言った。


　それにライナは、うんっとうなずく。


　すると彼女は小さく息を吐はき、それから、大きく息を吸すってから、


「……いい？　ライナ。ここでもし、あなたがローランドの攻撃を止められなくて、ネルファの民みん衆しゆうや、兵士たちが虐ぎやく殺さつされ始めても、それはあなたのせいじゃないからね？　だから自分の命を捨すてて助けるとか、そういうことしちゃ、だめだからね？　あなたはこれから、たくさんの人を救う人になると、私は思う。だからこんなところで死んじゃだめ。もしこんなところで簡かん単たんに死ぬようなら、あなたはなにも考えてない、馬ば鹿かよ。とてもシオンを救ったりはできない馬鹿。でもあなたが馬鹿じゃないなら、もっとたくさんの命を、本当に救いたいのなら……あなたはここで死ぬのは、禁きん止し。わかった？」


　なんて言葉にライナはうろたえて、


「えっと、でも……」


「でもも禁止。もしライナが死んだら、私は自殺するからね。絶ぜつ対たい自殺するからね？」


「えええええ、ちょ、キファ……」


　が、キファは本当に泣きそうな、真剣な顔のまま、続ける。


「私は本気よ？　あなたがいない世界になんか、私は生きてたくない。だからもし、ローランドの兵を止められなかったら、あなたも一いつ緒しよに、逃にげて。わかった？」


　その、言葉に。


「…………」


　ライナが、答えられずにいると、キファがまた、


「わかったかって聞いてるの!!」


　思いっきり、怒ど鳴なってくる。


　それに彼は、びくっと震ふるえて、


「……わ、わかった」


「よし！　じゃあいきなさい！」


「……んーと」


「早くして！　じゃないともう、私泣きそうなんだから!!」


　なんて叫さけんだときにはもう、キファは泣いていた。それにライナは慌あわてて彼女から顔をそむけ、


「ええと、その～、ごめん」


「うん」


「じゃあ、俺おれいくぜ？」


「うん……絶対、死なないでね」


　と、キファが背せ中なかごしに言う。


　それにライナはうなずいて、


「キファも絶対に死ぬなよ？」


「うん。じゃあ……あとでね」


「ああ。あとで」


　と言ってから、ライナは走り始めた。


　まず、テントに戻もどる。するともう、フェリスが起きあがっていて、


「何事だ？」


「ローランドが攻せめてきた」


　その言葉に、彼女は少しだけきょとんとした顔になり、それから、


「……ほう。で、どうするつもりだ？」


「みんなを逃がす間、ちょっとだけ迎むかえ撃うつ。一緒にやってくれるか？」


　すると彼女は、薄うすい笑えみを浮うかべる。それから腰こしの剣を引き抜ぬく。


「……まあ、私がいなければ、弱虫ちゃんなおまえはすぐに恐きよう怖ふに震えて、おもらしをして死ぬからな。まったく！　いい大人がおもらしするだなんて、恥はずかしくないのか！」


「ってなんの話？」


　すると彼女は笑みを浮かべ、


「おまえがおもらししないよう、助けてやるということだ」


　言ってから、剣けんを振ふるう。するとテントの布ぬのが切り裂さかれる。


　そしてその、切り裂かれた向こう側。ずっとずっと向こう側に、


「…………」


　ライナは、光の構こう成せいが組みあげられ始めているのを見つけた。


　稲いな妻ずまをまき散らす大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔ま法ほう『雷ら落ぐ雷る』だ。


　それが三つ。


「……三つ、か」


　少なすぎる、と、ライナは思った。


　もしもローランド軍の本隊がここに迫ってきているのなら、その十倍の数の『雷ら落ぐ雷る』が放たれるだろう。


　ということはつまり、いま、ライナたちを襲おそっているのは、先行してやってきた小数の部隊。


　本隊が到とう着ちやくするまで、ライナを足あし止どめするための部隊。


　一人も逃がさないようにするための、足止め部隊。


「…………」


　つまりこれは、ここにいる兵や民間人たちを、一人も逃がさずに虐殺するための攻撃だった。


　それに、


「……くそ。そこまでするかよ、シオン」


　ライナはうめきながら、作られていく『雷ら落ぐ雷る』の構成を見つめる。


　この、三つもの『雷ら落ぐ雷る』が完成してしまえば、再ふたたび数百人は殺されてしまうだろう。


　だがそれはまだ、作られ始めたばかりだった。そしてあの魔法を潰つぶす方法を、ライナは知っている。いや、仮かりに知らなくても、彼の特とく殊しゆな瞳ひとみは、それを潰す方法をすぐに見つけだすことができる。


　それにライナは、笑みを浮かべた。


「……ま、でも、これくらいならぎりぎり対たい処しよできるか」


　そう言ってから、周囲を見回す。するとそのそばで、やはりネルファの、大規模攻撃魔法を作ろうとしている兵士たちを見つけて、


「おいおまえら、それじゃだめだ。それよりも水を媒ばい介かいにした魔法はないか？」


　その問いに、一人の兵士が答える。


「水、ですか？　ありますが……威い力りよくはあまり……」


　しかしそれを遮さえぎって、ライナが言う。


「威力はいらない。それどころか簡かん易い版ばんでいい。スピード重じゆう視しだ。次に向こうが撃うちこんでくるのは稲妻の魔法で、おまえらがそれを無む効こう化かしてくれりゃ……」


　とそこで、彼の横を、フェリスが走りだす。


　敵てきに向かって。


　ローランドの兵がいるであろう方向へと向かって。


　その、彼女の背せ中なかを見つめてから、再び兵士たちに向かってライナは言う。


「……おまえらが一度、大規模攻撃魔法を止めといてくれりゃ、その間に俺らがあいつらを食い止める。できるか？」


　しかしそれに兵士はうろたえて、


「で、でも、なんで相手が稲妻の魔法を撃ってくるってあなたはわか……」


　が、ライナはそれを遮って、


「俺は『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやだ。向こうがなんの魔法を使おうとしていて、どこから撃ってこようとしてるか、見えてる」


　そう言った。


　それに。


　彼のその、言葉に。


　兵士たちの顔の中に一いつ斉せいに恐きよう怖ふの色が浮うかぶ。それからライナの目を、のぞきこむように見る。


　彼の、黒い瞳の中央に浮きあがった朱しゆの五ご方ほう星せいを──


　するとますます彼らの顔は、恐怖に歪ゆがんだ。


　人殺しの目。


　虐ぎやく殺さつをまき散らす呪のろわれた瞳。


　その狂くるった瞳は、一度暴ぼう走そうを始めると周囲に破は壊かいと絶ぜつ望ぼうをまき散らす。


　だからこそ誰だれもがその呪われた瞳を嫌きらった。


　その瞳を持つ者を嫌った。


　ライナを、嫌った。


　だから彼は、逃にげたのだ。


　もう、こんなふうに見られるのは嫌いやだったから。


　恐おそれ、忌いみ嫌われ、見下されるような目で見られるのはもう、嫌だったから。


「…………」


　しかしそこで、兵士が言う。


　こちらを見て。怯おびえるような顔でこちらを見て、


「……な、なるほど……そ、それは、あの、こんな状じよう況きようだと、ずいぶんと心強いですね……」


　本当に、いまにも震ふるえだしそうな声こわ音ねで、そんなことを言ってきて、ライナはそれに、


「……だろ？」


　それに、笑った。


　それからすぐに指し示じをだす。


「だから俺の言うこと聞いて、奴やつらの魔ま法ほうを防ふせいでくれ。防ぐだけでいい。攻こう撃げきは俺らがする」


「わかりました。で、方向は……」


　それにライナは右手と左手を別方向に上げ、


「この方向から一発。こっちの方向からも一発。んで、あっちから一発。向こうが展てん開かいしてるのは、三発だ。たぶん、いまの構こう築ちくスピードだと、五分で撃うってくる。で、こっちはどれくらいでいける？」


　それに兵士は後ろを振ふり向く。


　するとその、背はい後ごの兵士が、


「簡かん易い版ばんなら、二分で」


「じゃあすぐやれ」


「はい」


　と、兵士がうなずいたのと、いま彼らがいる、兵士と民間人の群むれが北へ向けて動きだしたのとが、一いつ緒しよだった。


「お、ついに逃げる準じゆん備びができたか」


　と、ライナは群れが動きだしたほうへと目を向ける。


　その動きは、もう、だああああもう遅おせぇええええええええええと叫さけびたくなるほど遅かった。


　だが仕方がない。


　ここには子こ供どもも、老人もいるのだ。訓練された兵士の集しゆう団だんじゃない。


　仮かりにいま、ローランドから放たれた先行部隊を撃げき退たいしたとしても、すぐに本隊に追いつかれるだろう。


　だがそれでも、あきらめるわけにはいかない。少しでもいまのうちに、北へ逃げる必要がある。


　だから。


「…………」


　だから彼は、戦うことにした。


　戦場で。


　それもつい、この間まで、自分が所しよ属ぞくしていた国の兵たちと、戦うことにした。


　宙ちゆうに指を躍おどらせ、光で文字を刻きざんでいく。そして。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　呪じゆ文もんを、唱えた。


　すると彼の体がきらめいて、動きが加速……


　が、そこで。


「ライナ先生！」


　背後で、声が上がった。アルアの声だ。


　それにライナは顔をしかめて、振り向く。


「おまえ、なにやってんだ！　早く逃にげろ！」


　が、それにアルアが、


「僕ぼく……」


　と、なにかを言いかけたが、


「おまえは連れてかねぇぞ！　おまえが役に立つような状じよう況きようじゃない！　おまえはククと、キファと、イリスを守ってろ！」


　そう言ってから、もうアルアを無む視しして走り始めようとしたが、しかし、


「違ちがいます！　そんな先生の足あし手で纏まといになるようなこと、しません！　僕はこれを届とどけにきたんです」


　その言葉に、


「んぁ？」


　ライナは振り返る。


　するとアルアは、胸むねに抱かかえていた布ぬののようななにかをこちらに投げつけてきて、


「……もし、ローランドの兵と戦うなら、これ持っていったほうが簡かん単たんに近付けるでしょう？」


　なんてことを言ってくる。


　それをライナは、受けとる。そして、広げてみる。


　するとそれは、事前にイリスに調達させていた、ローランドの国旗で。


　それにライナは、


「おおお、おまえ、すげぇえ頭いいな！」


　するとアルアが、嬉うれしそうに笑う。


「役に立てましたか？」


「すげぇ立った！　さすが俺おれの弟で子し！」


　その言葉に、アルアは子供っぽい、照れたような顔でえへへと笑った。


「じゃ、戻もどれ。で、ククとキファとイリスを守ってくれ」


　するとアルアは少しだけ不安そうな顔になって、


「先生は……」


　ライナはそれに、肩かたをすくめてみせる。


「すぐ戻る。キファに死んだら殺すって怒おこられたから、死なないで帰るよ」


「……約束ですよ？」


「ああ。約束だ。んじゃ、いってくる」


「はい」


「じゃな」


　言ってから、ライナは走り始めた。


　人の波を、逆ぎやつ行こうしていく。そしてすぐに群ぐん集しゆうから抜ぬける。するとその向こう。


　平野の向こう側を、フェリスが馬で走っているのが見える。


　彼女は馬に乗り、そして左手にもう一頭の馬の手た綱づなを握にぎって併へい走そうさせている。


　それにライナは、全力で走って追いつこうとするが、だんだん、だんだん、加速した筋きん肉にくが疲つかれ始めて、


「あ、ちょ、フェリス！　だめだ！　追いつくのしんどい！　少し止まってくんない？」


　が、それに。


「…………」


　フェリスは無視で。


「っておおおおい、聞こえてんだろ！　止まれって！」


　するとそこでやっと、彼女は振ふり向く。そしてなぜか嬉しそうに、手をぱんぱんぱんっとたたくと、


「鬼おにさんこちら♪　手の鳴る……」


「うぜぇええええええええええええええええええええええええええええええええええ！」


　ライナは叫さけびながら、さらに加速した。足が千切れるほど全開で走り、みるみる馬との距きよ離りを縮ちぢめると、地面を蹴ける。


　そしてそのまま馬の背せ中なかに乗る。


　ぜぇぜぇとうめきながら、手綱をつかむ。もう、無む駄だに疲れて、一いつ瞬しゆんで全身が汗あせだくになる。
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　するとそれを見て、フェリスが、


「おお、やればできるじゃないか」


「うるせぇよ。ってか無駄な体力使わせるなよなぁ……」


「ふむ。しかし時間がないのだろう？　次の敵てきの魔ま法ほうが発動する前に、奴やつらを……」


「いや、それは大だい丈じよう夫ぶだ。ネルファの兵たちが対たい処しよしてくれる。その、次のが発動するとまずいけど……」


　が、それに、フェリスは正面を向き、目を細める。その視し線せんを追って、ライナも前を向く。


　すると少しずつ、敵の集しゆう団だんに近付いてきているのが、わかる。このまま馬で全力で駆かければ、あと、三、四分で敵てき陣じんに突とつ入にゆうできるだろう。


　フェリスが言った。


「次の魔法までには、敵に突つっこむことはできるな。だが問題は、敵の数だ。私たち二人で、無力化できると思うか？」


　という言葉に、ライナは腕うで組ぐみする。


「う～ん、どうかねぇ～」


　いま発動しようとしている大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔法『雷ら落ぐ雷る』を発動させるために必要な術じゆつ者しやの数は、最低三十人だった。


　最大威い力りよくを発動するための、きちんとした手順でやろうとすれば、百人はいる。


　つまりいま、三発の『雷ら落ぐ雷る』を敵は発動しようとしているから、最低九十人～最大三百人もの魔ま導どう兵へいがそこにはいるということになる。


　だが通つう常じよう、大規模攻撃魔法を使う部隊は、術じゆつ師しの四倍の数の護ご衛えいをローランドの軍ではおくことになっていた。一ひと度たび大規模攻撃魔法を発動しようとすると、五分は身動きをとれなくなり、その間、完全な無む防ぼう備びになってしまうから、それを守る者が相当数必要なのだ。


　つまりいま、この平原の向こう側にいるローランドの数は、少なく見積もっても五百人以上。


　へたすりゃ千人はいるかもしれない。


　当然、二人でどうにかできる数ではないが。


「作戦は？」


　フェリスの言葉に、ライナはうなずく。


「一いち応おうあるよ」


「どうする？」


「……向こうが作ってる大規模攻撃魔法を、いじる」


「ほう。それはつまり……敵のど真ん中で、敵が作ってる魔方陣を無む理り矢や理り変へん更こうしにいく、ということか？」


「そう」


「周りは敵だらけで、そいつらの相手を私がしている間に、おまえが魔方陣を描かき換かえると、そういうことか？」


「そう」


「……ふむ。なるほどな。で、ちょっと聞きたいのだが」


「なに？」


「……その、馬ば鹿か丸だしな作戦は、そもそも作戦といえるのか？」


　なんて質しつ問もんに、ライナは苦く笑しようした。


「……全然いえないねぇ。俺ら、死ぬかもね。ってか、別の作戦考えるか……俺一人の命がかかるならまだしも、おまえまで巻まきこむのは……」


　しかしフェリスはそれに、


「だが他の作戦を立ててる暇ひまはないのだろう？」


　それに、ライナはうなずく。


「立ててる間に、他のみんなが死ぬね」


「じゃあ、それをやるしかないか」


「……うん。悪わりぃな」


「謝あやまる必要はない。どうにもならなくなったら、おまえを捨すてて、逃にげるだけだ」


　その、彼女の言葉に、


「そうしてくれると、俺も助かる」


　ライナはそう言うが、しかし、口ではそんなことを言ってるくせに、彼女は全然、俺を見捨てて逃げてくんないから、困こまるんだよなぁ、とか、思う。


　キファの言うとおりだった。


　ライナはここで、死ぬわけにはいかないのだ。


　一人で作戦は成功できない。絶ぜつ対たいにフェリスの協力がいる。


　だが、もしもどうにもならない状じよう況きようになった場合、フェリスはきっと。


「…………」


　彼女はきっと、俺を見捨てて逃げたりしない。


　そういう奴なのだ。


　つまりライナが死ねば、フェリスも死ぬことになる。


　それはまずい。


　そんなのは絶対に嫌いやだ。


　つまり今回は、


「……頑がん張ばんないと……」


　彼は、うめくように言った。


　もう、ここのところほんと頑張ってるのに、なんでこう、もっともっと頑張らなきゃいけないんだろうって、うんざりする。


　でも、さらに頑張らないと、大切なものがまるで守れないのだ。


　それはフェリスも、キファも、イリスも、ククも、アルアも、トアレも、そして、シオンも。


　だから本当に彼はうんざりしながらも、


「…………」


　前を見つめた。


　もう、敵てき陣じんの、すぐそばまできていた。


　敵の数は──


「……あ～、こりゃ、三千はいるな」


「うむ」


「思ってたより、何千人も多いんだけど」


「誤ご差さだな」


「まあね。どうせ俺ら二人じゃ、相手できてもせいぜい二、三十人だもんね……」


　それに彼女はうなずく。そしてなぜか、ちょっと楽しげに、


「……昔にも二人で、兵の群むれに突つっこんだことがあったな。今回も、あれでいこう」


　という言葉に、彼は、笑えみを浮うかべる。


「ああ～、あれね」


　そして、思いだす。


　あれも確か、ネルファでの出来事だったはずだ。


　まだ、フェリスと出会ったばかりのころで。


　二人で勇者の遺い物ぶつを探さがして、ローランドを出て、ネルファにやってきたばかりのころにあった出来事。


　ネルファの兵にミルクが捕つかまり、それを助けにいったのだ。


　だがあのときの敵の数は、五十人だった。そして五十人でも、相当苦労したのだ。というか、殺されかけたような気がする。


　だが、今回の敵の数は、三千人。


「……なんか、逃げたくなるなぁ」


「ビビりのライナちゃんは、ママーと叫さけんでおもらししそうか？」


　そんないつものフェリスの軽口に、しかしライナはあっさりうなずく。


「ああ。しそうだねぇ。ほんと、もしこの作戦が失敗して、おまえが死ぬようなことがあったら俺、きっと耐たえらんなくて、目がおもらしすると思うぜ？　だから……」


　そこで、彼は彼女のほうを見る。


「だからフェリス。もし、やばくなったら、ちゃんと逃げてくれ」


　すると彼女もこちらを見て、


「……うむ。おまえもな……」


「うん」


「では、いこう」


　フェリスは言って、馬をさらに速く走らせる。


　と同時に、ローランドの大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔ま法ほうが完成する。


『雷ら落ぐ雷る』だ。


　それがネルファの兵たちのほうへと放たれる。


　するとすぐにネルファのほうも、それに対たい応おうするなんらかの大規模魔法を発動させる。


　個こ人じんが放つ魔法とは違ちがう、目が眩くらむほどの強大な力を持った稲いな妻ずまが次々と三発、放たれて、しかしそれを、ネルファの兵たちが放った大量の水の壁かべが受け流していく。


　それにローランドの兵たちが、ざわめくのがわかる。ライナの予想通り、敵の意い識しきがその、水の壁のほうへと向いていたのがわかる。誰だれもこちらの存そん在ざいに気づいていない。


　それを見て、


「ここでいくぞ」


　ライナは言って、手に持っていたローランドの国旗を広げる。そしてそのまま馬から飛びおりると、ローランド軍の集しゆう団だんへと、突っこんでいく。


　とそこで。


「な、なんだ？」


　一人がこちらに気づいた。そして驚おどろいたような顔になる。


　それにライナは国旗を見せて、


「味方だ。でもって、南方にいるクラウ・クロム元げん帥すいからの伝令を持ってきた」


　すると兵士は慌あわてて、


「く、クロム元帥閣かつ下かから？」


「ああそうだ。緊きん急きゆうの要よう件けんだ。ここの指し揮きをとってるのは誰だ？」


　そう、ライナは問いかけてから、少し、緊きん張ちようする。


　あいつだとまずい、と思ったから。


　あの、全身黒ずくめの、遺物を使う化ばけ物もの。


　ミラン・フロワードだとまずい、と思ったから。


　シュスが教えてくれた話では、いま、ローランドを攻せめているのは、ミラン・フロワード中ちゆう将じようと、元エスタブール王国の軍にいた、バユーズ・ワイト元帥だということだった。


　その、ワイトのほうでも、まずい。ライナ自身はほとんど面めん識しきはないが、シオンからは、かなりの実力者だと聞いていた。


　だが、兵士は、


「指揮官はテローム大たい尉いです。軍の中央にいます」


　と言って、後方を指差した。


　それにライナは、


「……ふぅ」


　と小さくため息をつく。


　ワイトとフロワードじゃなかった。おそらくその二人は、本隊のほうにいるのだろう。


　それだけでもだいぶ、戦せん況きようは楽になった。


　ライナは、兵士が指差した方向を見ない。別に指揮官に用はないのだ。


　用があるのは。


「…………」


　と、彼は、兵たちの左さ翼よく、右翼、中央に、新しい大規模攻撃魔法が展てん開かいされ始めているのを、見る。


　次に発動しようとしているのはまた、『炎紅牙いいぎす』だった。最初に放たれ、ネルファの兵や、民たみを焼き払はらった魔法だ。


　それを、いじる。


　ライナは一番近くで発動しようとしている右翼の『炎紅牙いいぎす』のほうを指さした。するとフェリスが、それにうなずく。


　とそこで、数人の兵士たちが、


「おい、なんかおかしくねーか？　なんであいつら、軍服着てないん……」


　しかしその、全部を聞かないうちに、二人は走り始める。


　兵たちをかきわけ、一気に『炎紅牙いいぎす』のほうへと向かう。


　その、途中。


　一人の兵が、ライナたちを見て、


「……あいつら、もしかして敵てきじゃねーのか？　おい、テローム大尉に報ほう告こくを……」


　なんて言いかけていた男を、フェリスが殴なぐり倒たおす。


　それを見て、数人の兵たちが、


「お、おい、いまの見たか！」


「敵だ！」


「敵がきたぁ!?」


　そう、叫さけびかけたところで、しかし。


　ライナの魔ま法ほうが発動する。


　高速で光の魔ま方ほう陣じんを宙ちゆう空くうに展開し、


「求めるは静せい寂じやく〉〉〉・闇庭あんて」


　そう、呟つぶやいた。


　刹せつ那な。


　音が、周囲から消える。


　ライナを中心とした、周囲一帯から音が消え、完全なる静寂が訪おとずれる。


　これは空気の振しん動どうをストップさせ、音の伝達を止めてしまうというだけの簡かん単たんな魔法なのだが、しかし、完全なる無音は、人の心を不安定にする。戦場のような騒さわがしい場所では、特にそうだ。


　前にこの魔法をネルファの兵たちに使ったときは、大パニックになった。だが、今回は少し、反はん応のうが違ちがうはずだ。


　なぜなら──


「…………」


　なぜならこの魔法は、ローランドの魔法だからだ。


　とそこで再ふたたび、音が戻もどる。


　途と端たん。


「なんだ!?　どういうことだ!?　だ、誰が音を消した!?」


「闇庭あんてを使ったのは誰だ！」


　兵たちが、騒ぎだす。


　それを眺ながめながら、ライナはさらに、次の魔方陣を描えがく。そして、


「求めるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ！」


　瞬しゆん間かん。


　大量に生みだされた水が、激げき流りゆうとなって兵たちの頭に降ふりかかり、


「て、敵だぁああああああああああああ！」


「いや、違ちがう！　これはローランドの魔法だ！　裏うら切ぎり者だ！　裏切り者がいるぞ！」


　今度こそ、パニックになった。


　それも、必死に敵を探さがそうとするパニックじゃない。自分の周りにいる者、すべてが敵に見える、パニック。


　そしてそのときにはもう、ライナと、フェリスは、『炎紅牙いいぎす』の発動場所まで、たどりついている。


　フェリスが剣けんを抜ぬき、『炎紅牙いいぎす』を作っている魔ま導どう兵へいたちをなぎ倒たおしていく。


　ライナはその後ろからついていきながら、


「さあやるぞ～、おりゃっとね」


　もの凄すごい勢いきおいで『炎紅牙いいぎす』をいじり始める。


　そのあたりから周りの兵士たちも、敵が誰なのか、気づき始める。


「あ、あいつらを止めろ！」


　と叫び、一人がこちらに向かって魔方陣を描こうとして、


「させん」


　しかしフェリスがそいつを、剣で殴なぐる。


　続いて他の数人が剣を引き抜き、彼女に襲おそいかかっていくが、それも瞬またたく間にたたき伏ふせる。


　さらに他の兵士たちが剣を抜いて、ライナのほうへと襲いかかってきて、それにフェリスが、


「……くそ」


　戻もどってきて、なんとかそいつらを殴り飛ばす。


　だが、敵の攻こう撃げきは終わらない。数人の兵士たちが、一いつ斉せいに光の魔方陣を描き始めて。


　それにフェリスは顔をしかめ、


「ライナ！」


「ほい？」


「その作業はどれくらいで終わる？」


「三分はかかる」


「一分にしろ」


「そりゃ無理だよ」


「じゃあとにかくさっさとしろ！」


　言いながら彼女はまた、飛びだしていく。魔ま方ほう陣じんを描いている兵士を、一人、二人、三人殴り倒したところでライナのところへ戻ってきて。


　それと同時に、兵たちの魔法が完成する。


『紅蓮くれない』が三つ。


『光燐くうり』が一つ。


　最初に放たれた『光燐くうり』の光を、フェリスは剣で斬きり裂さく。


　続いて放たれた『紅蓮くれない』の炎ほのおの弾だん丸がんを、ライナから奪うばったローランドの旗でたたき伏せ、剣で弾はじき返し──


　それでも間に合わずにライナのほうへと飛んでいった一発を、フェリスは……


「……ぐぁ」


　彼女は、素す手でで殴り落とした。


　フェリスの左ひだり腕うでが、焼けて、だらんと下がる。動かなくなる。


「…………」


　それにライナは、


「フェリ……」


　が、フェリスが、


「いいからさっさと、作業を終わらせろ！」


　怒ど鳴なって、再ふたたび飛びだしていく。


　さらに魔方陣を描こうとしている男の顔面を蹴けり、右手だけで剣を振ふり回す。


　しかし少しずつ、少しずつ、敵の攻撃が防ふせげなくなってくる。


　そしてフェリスの体が、


「…………」


　血に、まみれて。


　それにライナは、


「……くそ、くそ、なにやってんだ、俺おれは……速く、もっと速く描かき終われよ……」


　言いながら、手を、速めていく。


　助けにいくわけにはいかない。助けにいったところで、どうにもならないのだ。


　だからもう、フェリスのほうを見るのをやめた。


　最後に見たとき、彼女は背せ中なかから剣で斬りつけられていた。それをもう、よけられなくなっていた。血が舞まい飛ぶ。彼女の苦く悶もんの声が響ひびく。


　だがそれでもライナは、助けにいかない。ただ、


「……頼たのむから……頼むから、死ぬなよフェリス！」


　そう叫さけびながら、魔方陣だけを見つめる。


　そして構こう造ぞうをいじっていく。多人数で重じゆう層そう的に構こう築ちくされている複ふく雑ざつなパズルを、尋じん常じようじゃない速さで描き換かえていく。


　あと少し。


「あと、もう、ほんのちょっとだからなフェリス！　だから頑張れ！」


　そう、叫さけんだのと同時に、魔方陣は完成した。一人ではとても描えがけない、大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔法を踏ふみ台にした巨きよ大だいな魔方陣の中央に大きな黒い雲が生まれ、そしてその雲が、一気に周囲に広がる。


　そして、同時に発動しようとしていた他ほかの『炎紅牙いいぎす』の魔方陣まで侵しん蝕しよくして、それを描き換えていく。


　発動するのは、ちょっとした呪のろいだ。この周囲一帯の精せい霊れいの動きを止める呪い。


　これから十五分間、この魔方陣のそばでは、魔法が使えなくなる。


　それもこれは、ローランドの魔法ではない。いや、どこの魔法でもない。この数年で、ライナが一人で研究していた特別オリジナルな魔法で、だからローランドの兵たちはもう、まるで状じよう況きようが理り解かいできなくて、再ふたたびパニックに陥おちいるだろう。


　なにせ魔法が使えないのだ。


　戦場で、魔法を使えないままに、敵てきを追いかけることはできない。


　ここから十五分間。


　ネルファの兵たちは、圧あつ倒とう的に有利になる。


　その魔法を、ライナは発動させてから、


「……終わった！　さぁ、逃にげるぞフェリス！」


　振り向いて、彼女の姿すがたを確かく認にんした。


　しかしそこでは。


「…………」


　そこでは、全身を血まみれにしたフェリスが、地面に膝ひざを落とすところで。


　身体からだ中傷きずだらけで。血が、溢あふれだしていて。顔にまで。彼女の、いつも異い常じようなまでに整っていて、綺き麗れいな顔にまで、傷があって。


　彼女がこちらを見る。


　困こまったような顔で、こちらを見る。


　そして。


「……すまない、ライナ。死……」


　と、そこで、横から剣けんが振り下ろされる。彼女の首を落とそうと剣が振り下ろされる。
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　それに。


「…………」


　それにライナは、


「うぁあああああああああああああ!?」


　飛びだした。


　だが、ひどく動きが遅おそい。ライナが発動した精霊の動きを止める魔法のせいで、彼にかけられていた身体能のう力りよく加速の魔法も、解かい除じよされてしまっているのだ。


　まるで、間にあわない。剣がフェリスの首へ振り下ろされようとしているのに、まるで間にあわない。


　しかしそれでも、ライナは走る。全力で走る。


　そして飛んだ。


　そのまま、剣と、フェリスの間に体を入れて、彼女を抱だき締しめる。


　瞬しゆん間かん、敵の剣が左ひだり肩かたを深く切り裂さいて、肩の骨ほねに当たったのがわかる。痛いたみと、衝しよう撃げきで、そのまま横に吹ふっ飛ばされる。左腕が動かなくなってしまったのが、わかる。


　しかし彼は、フェリスを放さない。彼女を抱かかえたまま、地面を転がる。


　それに彼女がこちらを見上げ、それから彼の、切り裂さかれた左肩を見て、


「ば、馬ば鹿かライナ!?　なにをしている!!　お、おまえ……死ぬ気か!?」


　なんて言ってくるが、ライナは彼女を抱え上げ、再ふたたび走り始めながら、


「それは……それは俺のセリフだこの馬鹿がぁあああああああああああああ！」


　思いっきり叫んだ。


　そして泣きそうな顔で彼女を見つめると、


「うぁあああああやばかった！　死んだかと思った！　おまえが死んだかと思った！　ってかいい加か減げんにしろよおまえ！　おまえこそなに死のうとしてんだよ！　ついさっき、死にそうになったらちゃんと逃にげるって言ったばっかだろうが！　なのになに死にそうになりながら俺守ってんだよ！　死んだら……おまえが死んだら俺、泣くって言ってんだろうが！　ふざけんじゃねぇぞ、もう！」


　と、勢いきおいに任まかせて怒ど鳴なりまくり、彼女をぎゅうっと、強く、強く抱き締める。


「…………」


　すると彼女はそれに、呆ぼう然ぜんとこちらを見上げて、なぜか少し、顔を赤らめる。おそらくそれは、多量の出血のせいで、少しずつ弱ってきているせいだと思うが。


　彼女は照れたような赤い、それでいて困ったような顔のまま、


「……あう？　ええと、その……そ、そんなに怒おこるなライナ」


「怒るよ！」


「そ、そうか……すまん」


「すまんじゃすまねぇよ！」


「うう？　では、どうすればいい……？」


　それに、ライナは走りながら、言った。


「そりゃ当然、生きて、ここから抜ぬけるんだ。二人ともだぞ？　どっちかが、どっちかの犠ぎ牲せいになるなんて選せん択たく肢しは……」


　とそこで、ライナの言葉は止まる。敵てきがまた、何人も剣で斬きりかかってきて。


　しかしそれを、ライナに抱きかかえられたままのフェリスが、まだ動く右手で剣を振ふり回して薙なぎぎ払はらう。


　それにライナは、


「おっと、それいいね」


「うむ」


「このぶんならまだ、もうちょいいけそうだな。しばらく右手、動くか？」


　すると彼女は弱々しい笑えみを浮うかべ、


「私を誰だれだと思ってる？」


「迷めい惑わく暴ぼう走そうだんご娘むすめ」


「殺すぞ」


「あとでね。もう、生き残れたらあとでたっぷり俺のこと殺していいから……じゃ、いくぞ？」


　ライナが聞くと、


「うむ」


　フェリスはうなずいた。


　そして二人は、全力で逃げ始める。


　ライナに抱えられたフェリスが剣で敵を薙ぎ払いながら、真まっ直すぐに前へと進む。


　もう、周りの敵のほとんどが、こちらの存そん在ざいに気づいていた。いや、指し揮き官かんのテローム大たい尉いだかパローム大尉だか、まあ、名前はちょっと忘わすれたが、そいつもたぶん、こちらの存在に気づいているはずだった。


　徐じよ々じよに敵兵の動きが、組そ織しきだってきているのがわかるからだ。


　このままだと確かく実じつに殺される。


　そう思った。


　とても間にあわない。


　さっき乗り捨すててきた馬の場所まで、とてもたどりつけない。


　そう、思った、矢先。


「…………」


　敵の攻こう撃げきが、止まった。


　一人の兵士の叫さけび声で、敵の攻撃が止まった。


　その兵士は、こう叫んだ。


「ね、ネルファの大だい規き模ぼ攻撃魔ま法ほうがくるぞおおおおおおおおお」


　それに、ライナたちに集まっていた視し線せんが、一いつ斉せいにネルファの兵がいる方向へと向く。


　するとそこには、巨きよ大だいな炎ほのおが集まっていて。


　殺さつ戮りくのための、大きな炎が集まっていて。


　ライナは目を、大きく見開いた。


　ネルファは、大規模攻撃魔法をこちらに撃うつ気なのだ。


　それもおそらく、十発は同時に発動している。


　誰かが叫んだ。


「か、抗魔法カウンタースペルを！」


　誰かが叫んだ。


「なんでだ!?　なんで魔法が発動しない!?」


　誰かが、泣きそうな声で叫んだ。


「こ、殺される!?　俺たちみんな、殺されるぞ!?」


　そして恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいったローランドの兵たちは、もう、ライナたちのことなどまるで無視で、ばらばらに逃にげ始めた。


　いや、ライナもすぐに逃げなければまずかった。あれほどの量の大規模攻撃魔法が放たれたら、いまの負ふ傷しようしたライナたちでは、とてもよけきれない。


　もう、最悪の展てん開かいだった。


　ローランドの兵に殺されなかったはいいものの、このままだと、味方のはずの、ネルファの兵に殺されかねない。


　そんな切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようで、しかし。


「…………」


　ライナは、弱々しい笑えみを浮かべた。それからいま、遠くで発動しようとしている、ネルファの大規模攻撃魔法を、『複写眼アルフア・ステイグマ』で見てみる。


　するとそれは、ちょっと妙みような魔法だった。


　どういうわけかそれは、ローランドとネルファの魔ま導どう技ぎ術じゆつが合成されたような、ちょっとおかしな魔法なのだ。


　おまけにその魔法は、見た目こそ派は手でだが、実じつ際さいにはこちらに炎を飛ばしてきたりはしない、攻撃してきたりもしない、ただ派手なだけの炎の塊かたまりだった。


　つまり、いまネルファ側が発動しているのは、脅おどしのための魔法だった。


　それも、術者が十人もいれば二、三個は発動できそうな、完全に見かけだおしの魔法。


「…………」


　だがいまはそれに、抜ばつ群ぐんの効こう果かがあった。魔法を使えなくなってしまったローランドの兵たちは不安にかられ、そのニセモノの大規模攻撃魔法を見ただけで、一斉に退たい却きやくを始めたのだから。


　それを見て。


　その、ローランドとネルファの魔法が合わさったような妙な魔法をライナは見て、苦く笑しようした。


「……くそ。アルアに助けられた……」


　こんなことをできるのは、あいつ以外にいなかった。


　ネルファの術者たちを使い、即そく席せきでローランドの魔導技術と混まぜあわせて新しい魔法を作る。


　そんなことは、魔ま法ほうの構こう成せいが読みとれ、すぐに使えるようになる、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやにしか、できない芸当だった。


　おまけにこのタイミング。


　ライナがここで、魔法が使えなくなるようにするための魔法を発動したのを見はからって、アルアはこの、脅しのための大規模魔法を発動してきている。


　おそらくあいつはずっと、『複写眼アルフア・ステイグマ』でこちらを見ていたのだ。


　ライナを助けるために。


　フェリスを助けるために。


　おまえは子こ供どもだから邪じや魔まだ！　とか言って追い払はらったはずなのに、結局一番肝かん心じんなところで、あいつに助けられてしまった。


　それに彼は微笑ほほえんで、


「……なんかすっげぇ成長してんのね……あとで褒ほめてやんないと……」


　と、言ったときにはもう、乗ってきた馬のところまでたどりついていた。その一頭に、フェリスを抱だきかかえたまま、乗る。そしてすぐに走りだす。


　もう周りには、ローランドの兵はいない。一斉に退却を始めてしまっている。


　そしてそれは、正しい判はん断だんだと思う。いま、自分たちがおかれている状況がわからないのなら、退却すべきだ。こちらは魔法を使えず、おまけに敵てきが大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔法を使ってきているのなら、とりあえずはその魔法の射しや程ていから、逃げださなければならない。


　部下をなるべく殺さない──それは完全に正しい判断で、ここの指し揮き官かんはそれなりに、優ゆう秀しゆうなのだろうと思う。


　そしてライナは改めて、ここの指揮官が、


「……フロワードじゃなくて、よかった」


　と、そう思った。


　あいつなら、味方の死を気にせずに、さらなる攻撃を仕し掛かけてきかねない。ここにいる兵たちは、足あし止どめ役なのだ。なら、味方が全員殺されても、足止めさえできればいいという判断で、攻撃を仕掛けてくる。


　そうなればもう、ライナの計画はすべて破やぶれてしまっていた。


　だが今回の結果は、


「……俺おれらの、勝ちだ。ちゃんと時間を稼かせいだ」


　これには大きな意味があった。


　それはなぜ、ローランドが足止めのための兵なんかを送りつけてきたのかということを考えるだけでも、わかる。


　足止めしなければ、ローランド軍の本隊が、移い動どうを始めたネルファの兵たちに追いつかないからだ。


　つまり今回のこの、足止めのための攻撃に、まったくネルファの兵たちが足止めされなかったことによって、状じよう況きようはだいぶ好転する。


　逃にげるための時間をかなり稼げたということになる。


　それにライナは、


「……あ～なんか、今回はすげぇ疲つかれたなぁ」


　言いながら、馬を走らせる。


　するとその、彼の前に、こちら向きに座すわっているフェリスが顔を上げて、


「うむ。おまえの考えなしの計画のせいで、身も心もぼろぼろだ……」


　と、そこまで言ったところで、彼女は急になにかを思いついた！　というような顔になり、


「あ、あんたが酒を飲んでは暴ぼう力りよくを振ふるうせいで、あたしは身も心もぼろぼろよ！　訴うつたえてやる！　絶ぜつ対たい訴えてやる！　といういきさつで、その裁さい判ばんは始まっ……ごほがは……」


　が、その話の途と中ちゆうで彼女は咳せきこむ。


　それにライナは慌あわてて、


「だあもう、そんなぼろぼろなのに無理して馬ば鹿かなこと言うなって」


　言いながら、彼女の背せ中なかをなでる。するとフェリスはむむ～っと不満そうな顔になる。


　それを見て、ライナは少しだけ笑う。笑うと肩かたの傷きずがひどく痛いたむが、でも、フェリスが負っている傷に比くらべれば、そんな痛みはどうでもよかった。


　その、彼女の血だらけの姿すがたを見て、ライナは小さく、


「……くそ。ごめんな」


「ん？」


「いいや」


「なんだ？」


「なんでもない。ただ、ちょっと今回はおまえに無理させすぎたから、今度だんごでもおごろうかなって思ってさ」


　という、彼の言葉に。


　それに彼女は、


「…………」


　しかし、なぜかライナのほうをじっと見つめて、言った。


「おいライナ。あまり、うぬぼれるなよ」


　なんてことを、彼女は突とつ然ぜん言ってきて。


　それにライナは、


「へ？」


　と、答える。彼女が言ってることの意味がわからなくて、少し戸と惑まどう。


　するとやはり、彼女はこちらをじーっと見つめていて。


　そして、言った。なぜか、少し怒おこったような声こわ音ねで、


「……誰がどう考えても、私が怪け我がをしてるのはおまえのせいじゃないだろう？　ネルファの民たみが殺されたのも、おまえのせいじゃない。なのになんだ、そのすまなそうな顔は。おまえがなんでも正しく導みちびけば、成功するはずだったのか？　おまえは神にでもなったつもりか？　うぬぼれるのもいい加か減げんにしろ。おまえはもう、十分頑がん張ばっている。夜な夜な女を襲おそうだけが取り得の、甲か斐い性しよう無なしの最低男のわりには、十分頑張っている。だから胸むねを張はれ。そんな顔をするな。だんごをおごるなんて言うな馬鹿が。わかったか？」


　なんてことを突然、フェリスが言ってきて。


　それにライナは、


「…………」


　もう、なにも言えなかった。驚おどろいたような顔で彼女を見るだけで。


　しかしフェリスはそれに、ライナの胸に顔をうずめてきて、


「言いたいことは、以上だ。では私は気を失うぞ。少し、疲れた」


「あ、え～と、うん。わかった。ってかおまえ……」


　が、彼女はすぐに、


「あ、でもやっぱりだんごはおごれ。では私は寝る。あとは任まかせた」


　と、ライナになにも言わせずに、気き絶ぜつしてしまう。すると彼女の体から力が抜ぬけて、馬から落ちそうになって、


「おわ、やべぇ」


　それをライナは、慌てて抱だきよせる。しかしもう、彼女はぴくりとも反はん応のうしない。本当にひどい傷を負っているのだ。早くネルファの兵たちに合流して、手当てをしないとまずい。


　なのに。


「…………」


　こんなにひどい傷を負ってるのにこいつは、馬鹿みたいに他人の心配なんかして。


　いつもは横おう暴ぼうで、他ひ人と様さまに迷めい惑わくをかけるのが仕事みたいな顔をしてるくせに、こんなときばっかり他人の心配をして。


　それにライナはフェリスに、


「…………」


　彼女に、なにかを言おうとした。


　小さく、なにかを言おうとした、そのとき。








　突とつ然ぜん世界から、光が消え始めた。








「なっ……」


　と、ライナは驚く。


　それは比ひ喩ゆではなく、本当にこの世界の、すべての光が、なにかに吸すいとられていくかのように消えていく。


　天が、空気が、大地が、みるみるその光と、姿を失っていき、真っ暗になっていく。


　くらくらするほどの、闇やみ。


　そしてその闇を──


「ま、まさか……」


　その闇を、ライナは知っていた。


　だが、そんなはずがなかった。もしそれが本当に、ライナの知っているあれなら、大変なことになる。


　いや、大変なんてレベルの話じゃない。


　最悪の事じ態たいだ。


　最悪にして最大の虐ぎやく殺さつが、起きてしまう。


　しかしあきらかにそれは、ライナが知っている、あれだった。


　あの、フェリスと二人で、ルーナを訪おとずれたときに手に入れた、首くび飾かざりの形をした勇者の遺い物ぶつが、暴走を始めたときと同じ光景。


　世界は光を失う。


　世界は光を失う。


　そしてその光は、ライナの後方。


　ローランドの兵たちが逃にげていった方向に、吸いとられていくように、集まっていく。


　それを彼は、振ふり返る。


　そして見る。


「…………」


　強きよう烈れつな強い光が、遥はるか彼方かなたに集まっているのを、見る。


　そしてそれも、ライナが見たことがあるものだった。


　やはりあの、ルーナで見た、首飾りが集めていた光だった。


　それを見て、ライナは震ふるえる。


「……う、噓うそだ」


　そう呟つぶやいて、ライナは震える。


　だがその光は益ます々ます、周囲の力を取りこんで大きくなっていく。


　以前その光が弾はじけ、外側に向かって放たれたときは、景け色しきをまるごと変えてしまった。


　山が一つ、異い常じようなまでの威い力りよくを持った光にずっぽりとえぐり取られ、消え失うせてしまったのだ。


　しかし同時に、首飾りも消えた。どうやらそれは、一度使うと消えてしまうものだったようで、そしてライナはそれを間ま違ちがって使ってしまい、ローランドには持ち帰っていないはずだった。


　なのになぜ。


「…………」


　なぜ、それをローランド側が持っている？


　それもどういうつもりであいつらは、あの異常な力を、人に向かって使おうとしている？


　あれは人に対して使っていい力じゃないだろう？


　あれは……


　あの力は……


「……いったい、ローランドは……シオンはなにをしようと……」


　が、次の瞬しゆん間かん。


　闇を切り裂さき、世界が閃せん光こうに包まれた。


　なにも見えない。


　よけることもできない。


　ただ、すべてが終わるのをライナは呆ぼう然ぜんと待つしかなくて。


　そして、すべてが終わった。


「…………」


　ライナは、光に眩くらんだ目を開く。


　すると彼のすぐ横の大地がえぐられていた。


　ローランド側から、ネルファの兵たちがいる方向へと、真まっ直すぐに地面がえぐられていた。


　破は壊かいの規き模ぼは、ライナが発動させたあの首飾りよりは小さい。もしかしたら別の種類のものなのかもしれない。


　だが、それでも。


「…………」


　それでもそれは、その力は、人が使っていいような力じゃなかった。


「…………」


　ライナは、振り返る。


　すると逃げていた三万数千のネルファの兵と、民たみが、その数を、三分の二に減へらしていた。


　残りは、死んだのだ。


　いまの一瞬で。


　たった一いち撃げきの光に消し飛ばされてしまって、一万人以上の人間が、死んだのだ。


　そして。


「…………」


　そしてあの中に、キファがいたかもしれなかった。


　イリスも、トアレも、アルアも、ククも、いたかもしれなかった。


　それに。


　それにライナは、


「……う、噓だ」


　ライナは、馬を走らせ始める。


「……噓だ、噓だ、噓だ、噓だぁあああああああああああああああああああああああ」


　ライナは、キファたちがいるほうへ。仲間たちがいるほうへと、全力で馬を走らせる。


　だが、再ふたたび。





　世界が、光を失い始めた。





　天が、空気が、大地が、光を奪うばわれ、闇やみが広がっていって。





　ライナは振り返る。


　遠くで、光を吸きゆう収しゆうしていくなにかをにらみつける。


　そして、


「……ふ、ふざけんな……ふざけんなよシオンっ!!　なんだよこれ。なんなんだよこれはっ！　俺おれは、俺はそんなことをさせるために、あのレポートを書いたんじゃない！　そんなことをさせるために、遺い物ぶつを集めてたんじゃねぇぞっ!!」


　彼は、叫さけんだ。


　だがその言葉は、誰だれにも届とどかない。


　その言葉は、親友には届かない。


　あまりにもう、遠く離はなれてしまったから。


　あまりにもう、別の道へと、進み過すぎてしまったから。


　ただ淡たん々たんと、世界が光を失っていく。


　ただ淡々と、世界が光を失っていく。


　そして絶ぜつ望ぼう的な光が、ローランド側に集まっていく。


　数千、数万の命を奪うほど強大な、異い常じようなまでの破壊の力が、ローランド側に集まっていく。


　次にあれが放たれれば、もう、ここにいる、ほぼすべての人間が、殺されてしまうだろう。


　大人も、子こ供どもも、女も、男も、なにもかもがすべて、消し飛ばされる。


　なにもかもがすべて、台無しにされる。


　それはまるで、神の雷いかずちだ。


　それはまるで、魔ま王おうの炎ほのおだ。


　人の力じゃない。こんなのは人が使っていい力じゃない。


　だが、ローランドはその力を使う。


　シオンはその力を使ってくる。


　まるで神にでもなったかのように、天てん罰ばつを下そうとする。


　まるで悪魔にでもなったかのように、禁きん忌きの力を使う。


　それにライナはもう、


「なんでだ……なんでこうなる？　どうしてこんなことになった？」


　そんなことを呟つぶやきながら、泣きそうになっていた。


　あまりの自分の力のなさに。


　あまりの自分の不ふ甲が斐いなさに。


　もう、どうにもできないのだ。


　勇者の遺物は、『複写眼アルフア・ステイグマ』で見たところで、その構こう成せいもまったく見えない。対たい処しよのしようがない。


　だが、確かく実じつに死は近づいてくる。


　絶対的な死は近づいてくる。


　そして、光はすべて集まった。


「……やめてくれ」


　だが絶望は止まらない。


「……頼たのむからやめてくれ」


　だがその闇は止まらない。


　そして再び、ライナの周囲を、閃せん光こうが……





　絶望がすべてを包もうとした──





　瞬しゆん間かん。





「……わ～、なんだか緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きですねぇライナさん。ここで僕ぼくがみんなを救ったら、僕ってば幼よう女じよなみなさんから熟じゆく女じよなみなさんにまで、モテモテ君になりますかねぇ？」


　なんて、急に軽けい薄はくな口調の声を、横からかけられて。


「は？」


　と、そちらを向く。


　しかし向いた瞬間、ローランドが放った首くび飾かざりの光が爆ばく裂れつした。


　ライナが言えたのは、


「まずい……」


　という、言葉だけ。


　しかしそこで、


「ほう。ローランドが使っているのはどうやら、『魔獣消しエルアムス』ですね。じゃあこっちは、これを。


　──あの光を喰くい散らかしなさい『寄神虫ユーロス・エルマ』」


　刹せつ那な。


　ライナのすぐ横から、どういうわけか無数の虫の羽音のようなものが聞こえ始め、七色に明めい滅めつする、蛍けい光こう色しよくの小さな虫たちが現あらわれ、飛びだしていく。


　その数は、おそらく数千万。


　まるでイナゴの群むれのように、その明滅する虫たちは一気に空を埋うめ尽つくし、そして、ローランドから放たれた光とぶつかる。


　途と端たん。





《キュキュキュキュキュキュキュキャ─────────────────────!?》





　という、耳を塞ふさぎたくなるような耳みみ障ざわりな鳴き声を、数千万の虫たちが一いつ斉せいに上げ始め、そして。


　そして奴やつらは光を、喰い始めた。


「な、なんだ……」


　と、その、突とつ然ぜん起きた異い常じような光景に、ライナはもう、それだけしか言えなかった。


　だが、目の前ではそれが起こっている。


　数千万の明滅する虫たちが、光を喰らい、喰らい、喰らい尽くして前へ進んでいく。


　ローランドが放つ神の雷いかずちを、虫たちがすべて喰らい潰つぶしてしまい、やがて、すべてが消える。


　光はこちらに届とどかない。


　助かったのだ。誰も殺されないまま、光は虫に喰い散らされて消えてしまった。


　だが、これはいったい。


「いったいどうなってる？」


　そう、ライナが言いかけた、直後。





《キュキャ─────────────────────!?》





　虫たちがまた、鼓こ膜まくが破やぶれそうなほど大きな声で、叫さけんだ。


　それにライナは、


「うあ」


　とうめいて、耳を押おさえる。


　その彼の目の前で、虫たちがぐるぐると回転する。まるでそれは、エサを探さがしているかのように。次の犠ぎ牲せい者しやを探しているかのように。


　エサはないか？


　他ほかにエサはないか？


　そしてひとしきりぐるぐる回ったあと、ぐるりと反転する。そのまま。こちらに移い動どうし始める。


　それに彼は、


「……ま、まさかあいつら、今度は俺たちを喰うつもりじゃ……」


　が、そこでまた、


「まさか。彼らは人肉を好みません」


　なんて声が、上がる。


　その声に、ライナは思いだす。そういえばさっきの、あの切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようで、突然誰かに声をかけられたような気がしたのだ。おまけにその声は、どこかで聞いたことがあるような声で。


「だ、誰だ？」


　ライナは馬の上で、ぐるりと周囲を見回す。


　だが、周囲には誰もいない。


　少し離はなれた場所に、ネルファの兵と、民みん衆しゆうはいるが、あんな遠くから声をかけてきた感じでは、なかった。


　ならいったい……


　するとそこで。


「違ちがう違う、もうちょっと視し線せん、下ですよライナさん」


　なんて言葉に、ライナは視線を落とす。するとそこに、いつの間にやらにこにこと笑っている一人の少年が立っていた。


　歳としの頃ころは十三、四歳さいくらいの、一人の少年。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみに、利発そうなつり気味の黒い瞳ひとみ。そして巫み女この服のようなものを着こんだ一人の美しい少年だ。


　そいつの顔を見て。


　それからそいつの顔が、自分の記き憶おくの中にあるのを発見してから、


「お、おまえ……ヴォイスか!?」


　ライナは、叫さけんだ。


　彼は、その少年を知っていた。


　というかもう、うんざりするほど知っていた。


　少年の名前は、ヴォイス・フューレル。


　そいつには、フェリスと二人で遺い物ぶつ探しをして、ネルファ皇こう国こく、ルーナ帝てい国こくと回り、最後に訪おとずれたイエット共和国という国で、出会った。


　その、イエット共和国で、こいつはまるで王かなにかのように、君くん臨りんしていたのだ。


「…………」


　いや、王というよりは、マフィアの首ド領ンと言ったほうがいいだろうか？


　まだガキのくせに、権けん力りよくと情じよう報ほうで無む理り矢や理り国を治めていたフューレル・グループの、首しゆ領りよう。


　もう、顔を合わせるたびに変へん態たい炸さく裂れつで、めんどくさいトラブルばかり押しつけてくる迷めい惑わくな奴やつで、会いたくない奴ランキング、ナンバー１な奴だったのだが、しかし、彼はイエット共和国が勇者の遺物の暴ぼう走そうで崩ほう壊かいしたあと、どっかに消えてしまっていたはずだった。


　だからこの一年、まったく会っていなかった。


　しかしそのヴォイスが、いま、目の前にいる。


　その、ヴォイスの顔を見て、ライナは言った。


「お、おまえいま、なにをしたんだ？」


　それに、ヴォイスが答える。


「なにって、ライナさんを助けたんですが……あ、お礼が言いたいんですか？　そうですよね。人から好意を受けたら、お礼をする。最さい低てい限げんのマナーですよね。いいですよ？　かわいい女の子二十人ぐらいを貢みついでくれれば僕はそれで……」


「って相変わらずかよおまえは！」


　するとヴォイスは嬉うれしそうに言った。


「ライナさんも、相変わらずの変態のようで僕は嬉しいです。その、フェリスさんの怪け我がッぷり！　お二人のプレイは、相変わらず激はげし……」


「なんの話だぁあああああああああ！」


　と、本当に相変わらずのわけのわからなさを爆ばく発はつさせるヴォイスにライナは怒ど鳴なる。


　するとヴォイスはそれに、楽しげにうふふと笑ってから、


「ま、再さい会かいの挨あい拶さつはこのへんにして……」


　なんて言ってから、懐ふところに手を入れる。それから首くび飾かざりのようなものを一つ取り出す。


　緋ひ色いろの玉がうめこまれた、首飾り。


　その首飾りに、


「うあ」


　と、ライナは思わず、そんな声を上げてしまった。


　なぜならその首飾りは、あきらかにあれだったから。


　ライナが、ルーナで見た、あれ。


　あの、異い常じようなまでの破は壊かいの力が込められた首飾りだ。


　その首飾りを握にぎり、ヴォイスは子こ供どもらしい、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべると、


「とりあえずはさっさと仕事を終わらせましょう、ライナさん。ローランドの方々をまず、皆みな殺ごろしにします。『魔獣消しエルアムス』ごときを手に入れたぐらいでいい気になられては困こまる。まずは彼らを皆殺しにして、話は、それからに……」


　なんて言って、首飾りを掲かかげようとし……


「ってちょっと待てぇえええええええええ！」


　その、首飾りを、ライナは横から取り上げた。


　そして、


「お、お、おまえ、なにやろうとしてんだよ」


「へ？　なにって、増ぞう長ちようしているローランドの方々に、その身の程ほどを思い知らせてあげようと思っただけですよ。さあ、それを返してください。そうしたら僕が、さくっと彼らを皆殺しに……」


「いやだからだめだって！」


　ライナが叫ぶと、ヴォイスが不思議そうに首をかしげる。


「いったい、なにがだめなのです？」


「殺すのだよ！　そんなさくさく殺すのは、ちょっとまずいだろう？」


　という、言葉に、しかしヴォイスは益々わからないという顔になり、


「へぇ？　いったいライナさんは、なにを言ってるんですか？　これは戦争ですよ？　殺しあいだ。殺さなければ、殺される。違ちがいますか？」


　なんていう、ガキの口から飛びだしてくるとは思えないほどの正せい論ろんに、ライナは、


「あ、いや、そりゃそうなんだけどさ……でも……」


「はいはい、もうわかりましたから、とりあえず殺してから話しあいましょう。首飾りを返してください」


「いやいやだから、だめなんだって。とくにこの馬ば鹿かげた力を秘ひめた首飾りを使うのは、絶ぜつ対たいだめ。こんなもん使いあって戦争してたら、最後はもう、お互たがいが絶望するような、とんでもないことになるだろうが……」


　と、ライナは言った。


　というかそんなの、考えなくてもわかることだった。


　人じん智ちが及およばないほどの強大な力なのだ。どうやって発動していて、どうやって止めるのか、それすらわからないほど謎なぞで、異常な力なのだ。それを使いあって戦争なんかしたら、最後はきっと、最悪の事じ態たいが起きる。


　お互いの国が消しよう滅めつするか、いやそれどころか、この世界すべてが滅ほろぶかもしれない。後に残るのは死体と、絶望だけだ。そんなのを使いあって戦争をするだなんて、あまりに馬鹿げている。


　ライナはそう、思うのだが、しかし、


「…………」


　やはりヴォイスは、まるで理り解かいできないという顔をしている。


　それに彼はもう、うんざりしたような顔で、


「……ああまあ、それはいいや。それよりいったい、おまえここになにしにきたんだよ？　ほんとに俺おれを助けにきてくれたのか？」


　そう聞くと、ヴォイスはあっさり、


「タダで人助けなんてまっぴらごめん。フューレル家の家訓です」


　なんて言葉に、ライナは顔をしかめ、


「……ほんとにおまえ、相変わらずだなぁ……ってかじゃあなんで助けてくれた？　だいたいおまえはいままでどこでなにしてて、ここになにしにきたんだよ？」


　そう言ってから、ライナは奪うばいとった首飾りを見つめた。


　それからいま、宙ちゆう空くうをふらふら飛んでいる大量の虫も、こいつの持ちものだろう。


　その二つともが、あきらかに勇者の遺い物ぶつで。


　こいつはそれを使っていままで、いったいなにをしてきて、ここになにをしにきたのか？


　ライナがヴォイスをにらみつけると、彼はやはり、子供っぽい、しかしそれでいてどこか酷こく薄はくな笑えみを浮かべて言う。


　こちらを、真まっ直すぐ見つめ。


「いえね、ちょっとおもしろい提てい案あんを、あなたにしようと思いまして」


「提案？」


「ええ」


「なんだよ？」


　するとヴォイスはつり気味の目をさらに細く、鋭するどくする。そして、


「いや、まあ、あらたまって言うほどのことでもないんですけどね。実はライナさん、僕ぼくはあなたに、王になってもらおうと思ってここにきたんです」


　なんてことを、言ってきた。


　それにライナは目を丸くして、


「はぁ？　王？　っておまえ、いったい……」


　が、ヴォイスはそれを遮さえぎる。


　さらに目を、細く、細く、もう瞳ひとみが見えないほどに鋭くして、笑う。


「……僕が作った、反ローランド帝てい国こく連合軍の、王になってもらおうと思いまして……」


　という、言葉と同時。


　ヴォイスが手を上げる。


　するとその合図を待っていたかのように突とつ然ぜん、少し離はなれた場所にいる、ネルファの兵や民たみの間から、数百人の、妙みような鎧よろいを着こんだ兵たちがでてくる。


　ネルファの褐かつ色しよくの鎧とも違ちがう、ローランドの白い鎧とも違う、漆しつ黒こくの鎧だ。


　ライナはその兵たちを見て、


「……なんだ、ありゃ」


　という言葉に、ヴォイスはまた、笑う。


「だから反ローランド連合軍ですよ。この一年で、僕がまとめました。まあ、名目上は中央大陸東南端たんにある、ベリスという小さな国が中心になって作られたことになっていますが、実じつ権けんは僕が握にぎっています。で、現げん在ざい反ローランド連合軍には三か国が加入中で、四か国めに、ローランドの中央大陸進出を食い止めるための要よう衝しようであるカッスラー自じ治ち聖せい都とを加えようと思い僕がやってきていたのですが……」


　なんていう話の途と中ちゆうで、


「ってちょっと待ったちょっと待った！　はぁ？　ええ？　おまえいったい、なんの話はなししてんのよ？　反ローランド連合軍を、おまえが作った？」


　するとその問いに、ヴォイスはあっさり、


「はい」


　とうなずく。


　それにライナはますます怪け訝げんな表ひよう情じようになって、


「いったい、なんのために？」


　するとそれに。


　それに、ヴォイスはまた、笑みを浮うかべる。益々酷薄な、残ざん忍にんなほどに冷たい笑みを浮かべて、


「……そんなの簡かん単たんです。世界がそれを、必要としているからです」


「ああん？　世界が？　なんの話してんだ、おまえは。世界が、反ローランド連合軍を必要としてるってことか？」


　ライナがそう聞くと、しかし、ヴォイスは首を振ふる。そして低い、冷たい声こわ音ねで、言った。


「違います。必要とされているのは、シオン・アスタールという名の、呪のろわれた化ばけ物ものを殺す力ですよ。ルシル・エリスという名の、狂くるった剣けんを消しよう滅めつさせる力です。いまこの世界は、英えい雄ゆう王おうを欲ほつしてはいない。シオン・アスタールを欲してはいない。世界はあの、狂った悪あく魔まを欲してはいない。強すぎる力は、大きすぎる野望は、邪じや魔まですからね。だから僕はあなたを迎むかえにきた。彼を殺す力を持った、あなたを迎えにきた。さあ、一いつ緒しよに彼を殺しましょう。あの狂った悪魔を殺しましょう。彼は世界のバランスを崩くずす者だ。すべての者の、光を奪うものだ。


　だがそれは、許ゆるされない。


『女神メガミ』たちが許さない。


　だからライナさん、僕とともにいきましょう。いや、違うか。僕はあなたについていきます。あなたに手を貸かします。だからあなたの手で……彼の親友であるあなたの手で……」


　とそこで、ヴォイスは相変わらずにこにことして、楽しげな顔でこちらに手を差し出してきて、言った。


「……あなたの手で、シオン・アスタールを、殺してください」


　と、そう言った。




[image: ]


　それにライナは


「…………」


　ライナは、しかし、顔をしかめる。


　顔を、歪ゆがめる。


　ヴォイスの言葉がなぜか、胸むねの奥おく、深くを、えぐるような響ひびきを持っていたから。


　しかしそれは別に、シオンを殺せと言われたせいじゃない。あいつが狂った悪魔だと呼よばれたせいじゃない。なぜ突とつ然ぜん、ヴォイスがそんなことを言いだしたのか、それは確たしかに気になるが。いや、いったいいま、中央大陸ではなにが起きているのか、というのも気になるが。


　だが、いまはそんなことはどうでもよかった。


　ただ、いま、ライナの胸をえぐった言葉。


　ひどく、ひどく、ひどくライナの心を、不ふ快かいにさせた言葉。


　そのことについて、考える。


　その、ライナが吐はき気を覚えたヴォイスの言葉は、これだった。





『女神メガミ』





　その一言で、ライナはもう、動けなくなってしまっていた。なんの変へん哲てつもない、なんの引っかかりどころもない、たいしたことのない言葉のはずなのだが、しかし、ライナは動けなくなってしまっていた。それに、


「い、いったい、なんだこれ……」


　と、うめくように言う。だがその声も、震ふるえていた。無む駄だに震えていた。


　もう、他のことはなにも考えられなくなってしまっていた。


　ただ、ただ、頭の中に、『女神メガミ』という言葉が反響していて。


『女神めがみ』


『女神メガミ』


『女神めがみ』


　その言葉が、頭の中に響く。


『女神メガミ』


『女神めがみ』


『女神メガミ』


　その言葉が、心の中に響く。


　そのたびに吐き気が膨ふくれあがる。


　そのたびに不安が膨れあがる。


　いったい、なんだ。


　いったいなんなんだ、これは。


『女神めがみ』


『女神メガミ』


『女神めがみ』


　と、そこで。


「ああ、彼女たちも、きましたね」


　そう、ヴォイスが言った。


　するとヴォイスの足あし下もと。


　彼の、月光に伸のびる小さな影かげの中が、無気味に動き始め。


　それをライナは見下ろす。なにかいま、ひどく悪いことがここで起ころうとしているのが、直感的にわかる。


　だが、動けない。どういうわけか動けない。動かせるのは目だけで。朱しゆ色いろの五ご方ほう星せいが浮うかびあがった、呪のろわれた瞳ひとみだけで。


　瞳だけが、なにかに抵てい抗こうしている。


　瞳だけが、なにかの力に抵抗している。


　ライナはその、呪われた瞳で、ヴォイスの影を見る。するとその影の中に、なにかが蠢うごめいているのが見える。黒い、なにか。いや、黒よりもさらに暗い、なにか。


　それに、


「……いったい……いったいおまえは、なんの話をしてる？　彼女？　『女神』？　いったい、おまえらは……」


　が、そこで。


　そこでライナの言葉は止まった。


　突然、頭の中に、





《平ひれ伏ふせ、ムシケラ》





　頭の中に、声が降ふってきたから。


　空から声が降ってきたから。


　その声にライナは、


「……うぁ」


　小さくうめいて、馬から落ちた。フェリスも一いつ緒しよに落ちる。彼女は気を失っている。それを助け起こそうとするが、再ふたたび、





《ヒレふせ、ムシケラ》





　声が降ってくる。


　それはまるで、神の声だった。


　悪あく魔まの叫さけびだった。


　その声に反はん応のうして、体が勝手に動き始める。ライナは地面にしゃがみこみ、そして、平伏す。顔が地面に、痛いたいほど押おしつけられる。


　抵抗はできなかった。


　まるで抵抗できなかった。体のすべてがその声に支し配はいされてしまい、あたかも操あやつり人形かなにかのように、勝手に動く。


　なんだ!?


　いったい、なにが起こってるんだ!?


　と、心の中で叫ぶが、もう、その言葉も出ない。


　動くのはやはり、目、だけ。


　自分の、呪われた瞳だけ。


　だがその目で。まるで血のように朱しゆ色いろが輝かがやく、世界のすべてに抵抗するように呪しゆ色いろが輝く五方星で、ヴォイスを見る。


　いや、ヴォイスの足下の、黒い影を見る。


　するとその、影の中から──それは出てきたところだった。


　声の主。


　この、神のように振ふる舞まう声の主が、黒よりもさらに暗い、闇やみの深しん淵えんから、ずり上がるように出てきたところだった。


　ライナはそれを、見る。


　ライナはそれを、見る。


　そして。


「…………」


　そしてライナはそれの姿すがたを真まっ直すぐに見つめて。


「…………」





　悲鳴を、上げた。






　あとがき







　いやー忙いそがしい！


　忙しいです！


　なにが忙しいって、猫によるいたずらで破は壊かいされてしまった車の買い替かえに忙し……


美少女担当Ｋ「原稿書けやこらぁあああああああああああああああああああああああ☆」


　いや、書いてる！


　書いてるよ！





　と、いうわけで～。


　あとがき＆おめざめキャンペーンプレゼント用ショートショートが今日までの締切だったのですが、いろいろと諸しよ事じ情じようがあって、当日の朝に必ひつ死しこいて原稿を書いている鏡かがみです。


　実は今日は、


「す、す、すみません、なんというかちょっとスランプというかトランプというか親しん戚せきにちょっと不幸がなかったというか原稿があがりません……締切延のびませんか？　あ、もちろん、車の買い替えでわくわくして寝れないとかそういうことじゃないですよほんとですよ？」


　なんてたわけた電話をするわけにもいきません。


　なぜなら今日！


　編へん集しゆう部ぶで打ち合わせ＆ＤＭ７月号用のとよたさんとの対談＆伝でん勇ゆう伝でんコミック化計画の打ち合わせがあるからだぁあああああああああああああああとかなんとかいう流れで──





　伝勇伝がなんと、コミック化されまーすという宣せん伝でん！（笑）





　いやーめでたい。


　すでにとよたさんの四コマはあったのですが、それに続いてコミック化計画が始し動どうだそうです。


　どんな方が伝勇伝の世界を描いてくれるのかはまだわかっていないのですが、そのへんについてのプレゼンが今日編集部でなされるそうなので、締切守っていない冴さえない顔で編集部にいくわけにもいかないので、朝五時からこのあとがき書いています。


　太陽まだ出てないぜーとね。


　といってもまあ、この本が出ているころには詳しよう細さいも発表されていると思うのですが。


　ええと、とりあえずその前に、いつもの。





『大伝説の勇者の伝説３　青あお色いろ吐と息いきの大計画』





　いかがでしたか？


　と、いまさらながらにいつものあとがきな感じで始めまーす。なぜこんなにもたっぷりスペースを使うかというと、今回のあとがきスペースは半はん端ぱないからです。


　担当さんが、あとがきスペースが13ページあるとか言ってました。


　でも13ページも書けないので、途と中ちゆうで力つきると思いますが、頑がん張ばります！


　よろしくお願いします！


　スペースを贅ぜい沢たくに使って、いきまーす。




　あとがき──第二部





　あらためまして、『大伝勇伝３』いかがでしたでしょうか？


　もう、読んでくれた方はわかると思いますが、今回はいまだかつてないほど重じゆう要ような巻かんになりましたー。


　ライナの視し点てんが大きく変わる巻。


　彼の背せ負おうものが、大きく変わる巻になりました。


　さらにオープニングからクライマックスに継つぐクライマックスで、作者が読みなおしててももう、息いき苦ぐるしくなるほど展開が速かったのですが、こんな感じで、大丈夫かなぁ？


　今巻から展開速くしよーぜーと言っていた美少女担当Ｋさんにまで、


「次巻はもう少しゆっくりでいいですよー」


　と言われるほど、伝勇伝には珍めずらしく（笑）展開が異い常じように早いのですが、しかし、今後の大伝勇伝はずっとこんな感じでいきます。


　ラストまでのプロットがわりときっちり組まれていて、やることが多いのです。


　もう、なだれのように突きすすんでいくので、みんな、応おう援えんよろしくお願いします！





　でもって、次。


　担当Ｋさんに、


「とりあえずこれだけはあとがきに書いとけぇえええええ☆」


　と言われている、宣伝について。





　なんと現在。


　リニューアルされたばかりのドラゴンマガジンに、伝勇伝が一回限りの復ふつ活かつをしております！


　それも、この文庫と同時発売の、五月二十日！


　伝勇伝が表紙＆巻頭特集で復活してまーす。


　表紙は悪あく魔ま王おうライナな表紙だそうです。


　僕はまだ見てないのですが、黒いライナがすげーかっこいいと編集部内で評ひよう判ばんだそうです。


　本屋さんでこの本のあとがきから読んでるあなた！


　雑ざつ誌しコーナーでドラマガも一緒に買おうぜ！（笑）


　ちなみドラマガに載のってる短たん編ぺんの内容は──というか、短編というべきじゃないほど大量に書いたんだけど──


　なんと！


　この、『大伝勇伝３』の、ほぼ続きのような内容です。長編とかなりクロスオーバーする内容です。


　ってかずばり、長編が載っております。


　伝勇伝の謎なぞの核かく心しんが、自分でもびっくりするほどここであかされまくっています！


　担当と二人で、まさかこの謎が、ドラマガであかされるとは！　ってかいいのこれ？　いいのこれ？　と、電話でびくびくするほどのあかされっぷりです。


　興味のある方は、ぜひ、ぜひ、買って、読んで、アンケート送ってね～。





　あと、いまの僕もまだ知らない、伝勇伝コミック化の詳しよう細さいなお知らせとか、伝勇伝の大特集とか、いろいろ情じよう報ほう盛もり沢だく山さんなので、よろしくお願いしまーす。


　伝勇伝はたぶんもう、たまにしかドラマガには復活しないので、貴き重ちようです！


　目印は、悪魔王ライナです。


　よろしくです！





　と、担当さんから告知しておくように言われたことも書き終えて。





　しかしまだ、折りかえしポイントです。


　うむ。


　やはり13枚は、長いねー。


　あ、そういやシオン君が主人公である、『堕おちた黒い勇者の伝説』についてのお礼れいがあります。


　なんと、『堕ち伝』シリーズが、既き刊かんであるはずの『とり伝』の部数を、抜ぬいてしまいました。


　普通本って、一冊前の累るい計けい部ぶ数すうを抜いたりは絶対にしないのですが、『堕ち伝』はここからローランド革命編が始まった新シリーズっぽい感じだったせいか、みなさんに支し持じされて、その絶対にしないはずの奇き蹟せきをなし遂とげてしまいました。


　一冊前どころか、二冊前まで抜いてしまい、超ちようびっくり。


　いやでも実際、僕としてはびくびくしていたのです。だって前回、すでに広告も打ち終わっていた『とり伝』の後こう継けいである『伝勇伝ＳＨＯＷ』というシリーズを無む理り矢や理りとりやめにして、革命編やりたい！　『堕ち伝』でいく！　とか言いだしたものの、調子が悪かったらどうしようと震ふるえていたのです。


　ですがみなさんのご声せい援えんと、わがままにすぐに対応してくれたうえにさらなる戦せん略りやくを打ちだしてくれた編集部や営業やその他たくさんの方々のがんばりにより、なにやら軌き道どうに乗れたようです。


　なので、堕ち伝の主人公であるシオン君とともに、お礼を言わせてください。


　ありがとうございます。


　これからも大伝勇伝、堕ち伝、ともによろしくお願いいたします。





　と、綺き麗れいに終わったところで。


　まだページ数が死ぬほどあるぜ！（涙なみだ）


　といって広告を入れるのも、申しわけないしなぁ。


　さ、さらに頑がん張ばります。


　近きん況きよう書こうかな。


　といっても最近は、かつてないほど原稿を書いております。それしか書くことないじゃーんというくらい書いています。でも原稿書くのはあたりまえなので、別の近況。


　車が猫にやられた件はオープニングに書いたので、ええと、なにかな。


　じゃ、これ。


　ついこの間、夜の十一時半に仕事場の作さつ家か連れん中ちゆうに呼びだされて花見をしました。（ちなみにこのあとがきは花見の季節に書いているのです）


　で、夜中にいってみると、


「お～たかぽーん」


　と、もうすでに眠そうな面めん々めんがいて。


「うあ、もう解かい散さんしそうなほど眠そうなのに僕を呼んだの？」


「いやいや、夜はまだまだこれからだぜー？」


「いや、俺はもう帰るけどね」


「俺も」


「じゃあ俺も」


「ってそんな時間から呼ぶなぁああああああああああああああ」


　と、僕は叫びましたが、結局仲良く全員朝までコース。


　翌日は誰も仕事場にきませんでした。


　いやーやっぱり、仕事場は仕事が進むね！（笑）





　と、いうわけで、現在、僕を入れて富ふ士じ見みの作家四人、電でん撃げきの作家四人という構こう成せいの仕事場で楽しく仕事しています。


　最初は三人でやっていたのに、いつの間にかこんな感じになってしまいました。


　作家業は孤こ独どくな時間が長いのですが、となりの席や後ろの席で、


「うあ～もう死にたい～」


　とか言ってる仲間がいると、非ひ常じように救われます。


　そのへんの近況については、たまに僕のホームページ、鏡貴たか也やの健康生活にアップされてたりするので、そちらをどうぞ。





　とかなんとか言ってるうちに、なんと、八割ページが埋うまりました～。


　そろそろ締しめに入ります！


　というか、そろそろ締めないと、次の原稿が間に合いません！


　締切のデッドは家を出る一時！


　ショートショート、書き終わるのか!?


　とまあ、そんな感じになってきたので、締めます。


　でもって締める前に、まあ、これはいつも言っていることなのですが。


　みなさん、いつも本当にありがとうございます。


　今巻でなんと、エル・ウィン、伝勇伝あわせて、鏡貴也作品は39冊目だったりします。


　次はなんと、40冊目！


　なんかさらっとここまできた感じがありますが、さらっとこれた理由は、みなさんの応援があったからです。


　作品は読者がいてくれなければ成立しません。本当に、ありがとうございます。


　それに書店のみなさんも、ありがとうございます。


　ポップとか、たまに見かけます。


　あと面めん置おきにしてくれているところもたまに見かけます。


　そのたびに、うわっと思います。


　僕の力ではなく、みんなに支えられて作品は存そん続ぞくしていくのだなぁと、いつも思います。


　本当にありがとう。


　そしてこれからも、よろしくお願いします！





　とかなんとか書いてるところで、実はもう、編集部へいって、漫画化プレゼンを受けてきました～。


　コミック化情報。


　月刊ドラゴンエイジ７月号〈六月九日（月）発売〉にて『伝勇伝』始まるよ予告コミック掲載！


　月刊ドラゴンエイジ８月号〈七月九日（水）発売〉より、漫画『伝勇伝』連載開始！


　との、ことでーす。


　漫画家さんは、長なが蔵くらヒロコさんという方だそうです。まだ、これ書いてる段階ではお会いしてないのですが、エイジの編集長さんたちから、絵と、ラフと、ネームを見せてもらってきました！


　なんかね。すげぇえええええうまいよ！


　絵も、ネームも！　長編のシリアスなシーンがちょろっと書いてあったのを見せてもらったんだけど、かなりすごそうです！


　おまけにありがたいことに、伝勇伝が大好きと言ってくれているそうなので、みなさん、期き待たいしていてください！





　と、そんなこんなで再び締めに戻りまーす。


　えーとですね、さらに今年は末から、すごいことが起きます。


　しかしその、すごいことは、九月ぐらいからスタートします。


　で、そのスタートは、九月に早くも発売される、『大伝説の勇者の伝説４』からです。


　ってか九月にもう長編発売か……死ぬなぁ……（笑）





　と、いうわけで、次にお会いするのは、この本と同時発売されている、伝勇伝が巻頭特集のドラゴンマガジンですね。


　そしてその次は九月の大伝４で！





　よろしくお願いします！







鏡　貴也





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ３


青色吐息の大計画





鏡かがみ　貴たか也や






[image: ]


平成23年12月1日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2008 Takaya Kagami, Saori Toyota/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/K001.jpg
wow v
SAFIBESES L.
I59hREDI TV
BARICFZROIAL,

Ed)

BaltRoXEHE





OEBPS/images/P065.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
i
X
~N
£
I
)
e

==}

1
TAKAYA KAGAR






OEBPS/images/P223.jpg





OEBPS/images/K004.jpg
-

=R\ “H,..?._lgl. 97...\un.vn.vmﬁﬂb.owzo=oi! 3
ONMIOLRORRONE- &





OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P203.jpg





OEBPS/images/P297.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P115.jpg





OEBPS/images/P004_zzz.jpg
O\ kY 7HAIE

Y e

AT 495 PEEO

- o

OL LJIVATHER -

ST S8t ARt
SN NrARRES
RBEINEN BT\

R 720

O-3>> RHEACRKERTS. HEED
BFDBBN\ALEo e, KEVFIT. B
ENIERD M7 LEHS T e
AF& O-52 FEOY S oMM+

Sy RE
D—>YRsHE
BoERIREMTEL., A UDERE
BEUEE. BORFIRKROBEERE

Lo TV, AHARBEEZREETS
PPl ey o

ST < P2AD-IL
EWO/SOREELFEIN, @
RIEHMUENAE, “BOn%
STWSNEHE" EDLBLh.
FRERIA. F4FEBR
BREERADHH5 L

S.LaUE.

FEXETRRRLTVSE. T0AIL.
B<AAEOO-F Y FAbEL.

L7 - 15747
HRI—ODBEE, BEDRYOR -
A9 Y4 VERFTH. ¥77ICHBOR

= B
24 Yneb
PEBIRIE VO RARIE b5,
BOERNERS. BANCER

7+ B DN BERE
bHoT. PHRERETNS |

-

RES
N DT ACSES
HOR>H AHROTUN
ASHE BESA
NI« NSHN

o N+

MR A g F
2 AISANIATHAHSFO T N T

A

,QW:HF%E&E*HCN%}N
4
Y






OEBPS/images/K002_zzz.jpg
MR LDSET L, i&&@ﬁluﬁb%:fc{%bb#b‘i\} ‘ N\

%wiﬁlu—ﬁ Eb‘ﬁﬂH(TJ%o o

g





OEBPS/images/P261.jpg





OEBPS/images/P243.jpg





OEBPS/images/P183.jpg





OEBPS/images/P027.jpg





OEBPS/images/P153.jpg





